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　貴き島じま龍たつ也やは、仕事帰りに二人の弟分を連れて昔馴染みの友人が経営するスペインバルに立ち寄っていた。

　商業ビルの地下に位置するその店は、赤と黒を基調にしたインテリアで統一され、照明を落とした薄暗い店内が異国めいた大人の隠れ家的な雰囲気を醸し出している。

　龍也にとってこの馴染みの店の一番奥のソファ席が定位置で、気心の知れた弟分たちと酒を飲むのがたまの息抜きになっている。

　近くの席に座る二人組の女性客が、時折こちらを見ては何か囁き合っているが、こういったことは日常茶飯事で、特に気に留めるほどのことでもない。

　自分が他人の視線を集める理由は分かっている。

　龍也は昔から身体が大きく、身長は百九十センチ近くあり、全体的に筋肉がついていて見た目にも逞しい体つきをしている。

　表情も険しく、鋭い目つきをしていて、全身黒づくめのスーツに身を包んだ龍也は、他人の目には殺伐とした印象を与えるらしく、特に何をしたわけでもないのに勝手に恐れられることが多々ある。

　店に一緒に連れて来ている二人の弟分のうち、スーツ姿で落ち着いた雰囲気を持ち、頭の良さそうな面構えの男が新にっ田た智さとし、二十七歳。

　新田より四つ年下で金髪に派手な色合いのアロハシャツといった一見チンピラ風の軽装に、人懐っこい笑顔を見せている男が安やす井い元げん気き、二十三歳。二人とも龍也の付き人兼用心棒だ。

　龍也がすでに何杯目かになるジンライムのグラスを空にし、今夜の会計には多過ぎるほどの現金をテーブルに置いて立ち上がると、それに気付いた安井が龍也を見上げた。

「え？　兄貴。もう帰るんすか」

「ああ。……おまえらはまだゆっくりしてけ。俺は先に帰る」

「ええ？　ちょっと、待ってくださいよ、兄貴！　家まで送りますって！」

　まだ食事の途中で、食べ物を口に詰め込んだまま慌てて立ち上がった安井を龍也が大きな手で制す。

「いいから。二人ともまだ飯の途中だろ。その金好きに使っていいから。帰りはタクシーを使え。いいな？」

　そう言い残して席を離れると、「すみません！　ご馳走になります！」と威勢よく返事をした二人が席を立って龍也に頭を下げた。




　龍也がスペインバルを出ると、時刻は午後十一時過ぎだった。

　普段は二人の弟分に車で自宅マンションまで送らせるのだが、今夜は食事のついでに運転手の安井にも酒を勧めた。

　ちょうど桜の咲く季節だったこともあり、龍也は少し外を歩きたい気分だった。

　店から自宅マンションまでは徒歩圏内。大通りに出ると、駅とは反対の方向に昼間は市民の憩いの場となっている大きな緑地公園がある。

　公園内は四季折々の花が楽しめる花壇や小さな子供が遊ぶ遊具、噴水広場があり、広場の周りは散歩やジョギングができるよう遊歩道が整備されている。

　龍也の住むマンションは、この大きな緑地公園を南へ抜けた先にあり、公園の南端にある階段を上った高台に位置する。そのため、この公園内を突き切って行くのがマンションまでの最短距離だ。

　公園の周囲には桜の木が数多く植えられていて、もう少し早い時期ならば満開の桜が楽しめただろう。毎年、大勢の花見客で賑わうのだが、一昨日の大雨ですでに花は散り始めているうえに、遅い時間ということもあってか、さすがに花見をしている者はいない。

　それでも、龍也が少しばかり花見気分を味わいながら公園内の遊歩道をゆっくりとした歩調で歩いていると、その行く先に不思議な光を見つけた。

　公園内の外灯とは明らかに違った眩い光は、公園の南端──つまり高台へと続く階段の方向に見える。

　何事かと光の見える方向へ近付いていくと、その宙に浮いた光は一層強く眩しさを増していく。

　光の大きさは直径一メートルほどで、強い光の中にうっすらと渦のようなものが見えて、辺りに植えられた桜の花びらがその光の渦の中に吸い込まれていく。まるでＳＦ映画のワンシーンのような光景だった。

「……な、なんだ？」

　龍也が思わず声を発しながら、顔の前に腕をかざして光の正体を確かめようと目を凝らすと、宙に浮いた光が次第に大きくなって地上近くまで降りてきて、光の中にぼんやりと若い女のような姿が浮かび上がった。

「は──？」

　はじめはぼんやりとした映像のようだった若い女の姿が、次第に色濃くなり実態を伴ったようにリアルに変化していく。

　人……!?　まさか！

　龍也が目の前の信じ難い光景に唖然としていると、その光が急速に弱まって消え、女がドサッと音を立てて地面に落ちた。

　すると、それまで光に吸い寄せられるように舞っていた桜の花びらもはらはらと地面に落ち、辺りが暗闇に包まれる。龍也は目の前で起こった不思議な現象にしばらく言葉を失っていたが、すぐに我に返った。

「おい、大丈夫か……!?」

　龍也は近くの外灯の灯りを頼りに慌てて女に駆け寄って声を掛けた。

　返事はなかったが、地面に倒れた若い女は眠ったように静かに息をしている。龍也はポケットから取り出したスマホのライトで女の全身を照らしてみた。

　とりあえず、女は衣服を身に着けている。深夜で辺りが暗いこともあり、はっきりとした判断はしづらい状況だったが、目立つような大きな怪我は見当たらなかった。

　気を失っているだけか……？

　とりあえず目の前に倒れている若い女が、命に関わるような危機的な状況ではなさそうなことにほっと胸を撫で下ろす。

　手に小さなショルダーバッグを握りしめているのが、彼女の唯一の持ち物のようだった。

「──ったく、なにがどうなってんだよ!?」

　龍也はバリバリと頭を掻くと、大きく息を吐いてからその場にしゃがみ込み、倒れたままの若い女を抱き上げた。

　得体の知れない光の中から突然現れた不思議な女のことを、一瞬宇宙人か何かかと思ったが、抱き上げた女は普通に人間らしい重みもあれば温もりもある。

　いろいろと訳が分からないことだらけだが、気を失った若い女を、こんな深夜の公園に放置したまま帰るわけにもいかない。

　龍也は「はぁ……」と再び大きな息を吐いて女を抱え直すと、彼女の手から落ちたショルダーバッグをそっと拾い上げる。それから、公園の南端まで来ると、ここからすぐの自宅マンションへと向かう石の階段を、女を抱えたまま上った。




「──っ。クソ、なんで俺がこんなこと」

　龍也は女を自宅マンションに連れ帰り、とりあえず来客用の寝室のベッドへと寝かせた。

　額にうっすら滲んだ汗を拭い、着ていたスーツのジャケットを脱ぐと、ネクタイを緩めてボタンを外す。

　まだ肌寒いくらいの季節だったが、女一人抱えて部屋まで運んだのだ。さすがにシャツは汗で濡れてしまっていた。

　それから部屋の電気を点けて、意識を失ったままの女を見下ろした。

　二十歳そこそこといったところか。

　白い透けるような肌を見れば若いということは分かる。髪は胸より少し短いセミロングのストレート。背はさほど高くなく、身体は比較的華奢で頼りない。眠っているためはっきりとは分からないが、龍也の主観では、わりと可愛い部類に入るのではと思う。

　そこまでじっと観察して、女の着ているものに違和感を覚えた。何がどうと言われると、それをはっきりと口にするのは難しい。一体どう表現すればいいのだろうかと龍也はしばらく考えた。

「なんか……絶妙に、ダセェな」

　これが一番しっくりくる言葉だった。

　いまどき、こんな服どこで売っているんだ？　と思うようなレトロ感溢れる女の服装。

　ファッションは流行を繰り返すともいうし、いまどきの若い女の間ではこういったファッションが流行っているのかもしれないが、まるで昔の映画やドラマで見たような格好だ。

　龍也は女の許可なくこんなことをするのは気が引けたが、女の唯一の持ち物である小さなバッグを物色してみることにした。

　バッグの中身は、リップやファンデーションなどのメイクアイテムのほか、財布とハンカチとキーケース程の大きさの奇妙な電子機器が入っているだけだった。

「つーか。なんだ、これ？」

　龍也はその電子機器を摘まみ上げて目の前に掲げてみた。

　シンプルなデザインの電子機器。ただその電子機器には、現在も存在する携帯会社のロゴマークが付いていたため、通信機器の一種だということはなんとなく想像がついた。

　さらに申し訳ないと思いつつ、龍也は財布の中身も確認してみることにした。

　財布の中に、運転免許証や保険証など、女の身元が分かるものが入っているかもしれないと考えたからだ。

　ところが、免許証や保険証は見当たらず、見つかったのは写真入りの学生証だけ。

「藤ふじヶが丘おか大だい……？　ああ！」

　藤ヶ丘大学とは、龍也のマンションからほど近い場所にある大学だ。

「奥おく山やま真ま悠ゆ子こ。なんだ、普通に学生かよ……」

　そう呟いて、龍也はその学生証のある部分を見て混乱してしまった。

「一九七〇年、昭和……四十五年生まれ……。昭和？　昭……和？　はぁあっ!?」

　龍也は思わず大声を出してしまったことにはっとして、慌てて片手で口元を押さえると、女の身体に軽く布団を掛け、学生証を手にしたまま部屋を飛び出した。

　リビングに移動し、龍也は手にした学生証を穴が開くほどまじまじと見つめて息を吐く。何度見直してみても、学生証には同じ生年月日が書かれている。

　──昭和って？　一九七〇年って、いまから約五〇年も前じゃねぇか！

　五〇年前に生まれた？　あの女が？　どう見ても二十歳そこそこだったぞ？

　得体の知れない光の中から現れた不思議な女──あの現象は一体なんだったのか。そして、この女は何者なのか。

「……」

　もしかして……？　いやいや、まさかな。ありえるわけねぇだろ、そんなこと。

　龍也は頭の中に浮かんだ現実離れした想像をすぐさま否定し、その夜は考えることを止めて眠りについた。





　　　＊　＊　＊






　結局、あれからなかなか寝付けなかった龍也は、満足な睡眠を得られないまま朝を迎えていた。

　昨夜のことは夢だったのではと考え、目覚めてすぐに来客用の寝室を覗いてみたが、昨夜の若い女はまだそこで眠っていた。

「どーなってんだよ、マジ……」

　冷たい水で念入りに顔を洗い、心を落ちつけるように丁寧にコーヒーを淹れる。

　時間を掛けて淹れたコーヒーをキッチンで立ち飲みしながら、リビングのダイニングテーブルの上に置いたままの女の学生証に目をとめて、龍也はゆっくりとテーブルのほうへ移動してそこにコーヒーカップを置いた。

　学生証を手に取り、もう一度まじまじと見る。

　──何度見ても同じか。記載されている内容に変わりはない。

　偽造か？　とも考えたが、女がわざわざ偽造した学生証を持っている意味も分からない。

　その時、女を寝かせている寝室のほうからガタガタッと音がした。女が目覚めたのかもしれないとリビングを出て寝室のほうへ向かうと、慌てて跳び起きたのが見て取れるボサボサの頭の女が寝室から出て来て龍也の顔を凝視した。

「……きゃあああ！　あなた誰？　ここどこ!?」

　女の立場からすれば至極真っ当な反応だとは思うが、得体の知れない女を仕方なく自宅に連れ帰り保護してやったというのに、随分な反応だと龍也は大きく息を吐く。

「助けてやったのに失礼な女だな」

「助けた？　連れ込んだの間違いじゃなくて!?」

「はぁあ？　誰がおまえみたいなガキを連れ込むかよ。説明してやるから、こっち来い。安心しろ、取って食いやしねぇ」

　龍也がそう言って顎をしゃくると、女が一瞬ひゅっと怯えた表情をしたが、危害を加えられることはなさそうだと思ったのか、辺りをきょろきょろしながらも龍也について来た。

「あっちのソファに座れ。コーヒー飲むか？」

　龍也がダイニングとひと続きになった奥の広いリビングのソファに座るよう促すと、女は警戒しつつも大人しくそこに座った。

　龍也はとりあえず女が大きな声を上げないことにほっとして、キッチンでコーヒーを淹れると、カップをソファの前のローテーブルに置いた。

　明るいところで女をまじまじと見たが、やはり歳は二十歳そこそこといった感じで若く、目はぱっちりとしていて鼻は小さく、唇がぽってりとした可愛らしい印象の顔つきだった。

「あの……ここ、どこですか。私、どうしてこんなところに……なにも覚えてなくて」

「ああ、分かった。まず、俺がおまえをここに連れて来た経緯から話そう」

　そう言って、龍也は昨夜の出来事について順を追って女に話して聞かせた。

　話を聞いていた女は、龍也の話を聞いてもまったくピンと来ない様子ではあったが、黙ったまま何かを考えているように見える。

　龍也はそんな女の様子を横目に静かに立ち上がると、ダイニングテーブルに置いたままだった彼女の学生証を手にして戻って来た。それをローテーブルの上に置いて指で真悠子の前に移動させた。

「これ……」

「黙って抜き取ったのは悪かった。身元が分かるものがあればと思って、財布の中調べさせてもらった。これは、本当におまえのものか？」

「はい。確かに私のものです。奥山真悠子、一九七〇年生まれの二十歳。藤ヶ丘大学の学生で間違いないです」

　龍也には、真剣な表情で答えた真悠子が嘘を言っているようには見えなかった。

「あの。ここって……さっきのあなたの話からして、緑地公園の近くってことですよね？」

「ああ。そうだ」

　龍也が答えると、真悠子の表情がほっとしたように明るくなった。

「よかった！　だったら迷わず帰れそう。じゃあ、私そろそろ……。お世話になりました。あのっ、お礼とかはまた改めて。あ、そうだ！　メモ用紙とかあります？　あなたの名前と電話番号。それから住所を教えてください」

　ソファから立ち上がってすぐにでも帰ろうとしている真悠子を、龍也は慌てて呼び止めた。

「待て。そう慌てるな。おまえが本当に一九七〇年生まれだと言うのなら、話しておかなければいけないことがある。いいから、もう一度そこに座れ」

　龍也が低い声で言うと、真悠子がその迫力に気圧されたように「はい」と小さく返事をして再びソファに腰を下ろした。

「まず、これを見てみろ」

　龍也は自分のスマートフォンをテーブルの上に置いた。

「え？　これ、なんですか？」

「スマートフォン。まぁ……携帯電話の最新型といえば分かりやすいか。現代ではこれが主流。スマホ普及率は日本の人口の約九割。つまり、日本人のほとんどが一人一台これを所持している」

　龍也が説明すると、真悠子が目を丸くして龍也の顔とスマホを見比べた。

「え？　これが？　私が知ってる携帯電話は、もっと大きくてもっと重い……形だって全然違う」

　戸惑いながら真悠子がスマホを手に取ってまじまじと眺め、ふと何かを考えるように動きを止めた。

「ん？　現代では……？　ってどういう意味？」

　真悠子が違和感の正体に気付いたらしく、ゆっくりと顔を上げた。

「いま、時代は令和五年だ。令和ってのは平成の次の年号のことで、西暦でいうと二〇二三年。おまえが生まれてから五十年以上経ってる」

　その言葉に、真悠子が龍也の顔を凝視した。

「……え？　ちょっと、待って？　どういうこと？　なんの冗談？」

　真悠子が明らかに混乱した表情をした。そのままテーブルの一点を見つめて何か考えていたが、やがて顔を上げて龍也を見つめた。

　それから覚悟を決めたように唇をきゅっと噛んでから、慎重に口を開いた。

「私がいたのは一九九〇年。いまが西暦二〇二三年なら……三十年以上経ってるってこと!?」

「ああ。さすが現役の学生だな。考えも柔軟だし、理解力が高い」

　龍也がニヤリと笑うと、真悠子がさらに言葉を続けた。

「それってつまり……私が過去の時代から現代に──。いや、待って。そんなことって……」

　真悠子の口ぶりから、彼女自身もその考えを馬鹿馬鹿しいと感じているのが伝わってきたが、同時に可能性のひとつとしてそう考えるしかないという選択の余地のなさを感じた。

「タイムスリップ……してきたってこと？」

「信じ難いが、おまえが本当に一九九〇年にいたのだとしたら──な」

　龍也の言葉に、真悠子もさすがに言葉を失っていた。

　どれくらいそうしていただろう。しばらくの間茫然としたままだった真悠子が、何か思い立ったようにふいに立ち上がり、広いリビングをぐるりと見渡した。

　それから、壁に設置された大型テレビの目の前に立つ。

「あの。この黒くて大きいのって、もしかして……この時代のテレビ？」

「ああ」

「……信じられないくらい大きくて、嘘みたいに薄い！　しかも、壁に取り付けてあるの!?」

「ああ。昔に比べてかなり薄型になり、軽量化もされている」

「じゃあ、この床にある丸い変な機械は？」

「掃除機。ロボット掃除機で、勝手に床掃除をしてくれる」

「ロ、ロボット掃除機？　なにそれ、嘘でしょう!?」

　真悠子は龍也の部屋にあるものすべてが物珍しいのか、あれこれ物色しては「なにこれ！」といちいち驚いて大声を上げている。

　彼女がいた時代はたかだか三十年前。

　当然、現在主流になっている家電の原型のようなものも存在したのだろうが、目覚ましい技術の進化によっていま龍也の部屋にあるものは、どれも彼女にとって物珍しく映るのだろう。

　しばらくの間、部屋をあちこち見て回って感嘆の声を漏らしていた真悠子が、急に大人しくなってこちらに戻って来た。

　それから再びソファに座ると、身体の力を抜いて大きく息を吐いた。

「……嘘だって思いたいけど。なんか、いろいろ理解した。私がいた時代にはなかったものばかり。ついこの間、昭和から平成に変わったばかりなのに、その時代をまるっと飛び越えちゃってるなんて……。ていうか、令和ってなによ？」

　ほとんど独り言のようだったが、彼女が必死に自分の置かれている状況を理解しようとしているのが伝わった。

「状況、把握できたか？」

「……頭が全然追い付いてないけど、なんとなく。つまり、場所はそのままに、私の身体が時代だけ飛び越えて来ちゃったってことなんだよね……？」

　真悠子が訊ねたので、龍也は「断言はできないがたぶんそうなんだろう」と答えるしかなかった。

　ソファに身体を預けたまま、しばらく放心したように天井を見上げていた真悠子が、ふいに龍也を真っ直ぐ見つめた。

「お兄さん！　お願いがあるの。私、外に出てみたい……」

　真悠子に言われて「ああ」と頷いた。

　今日は特別急ぎで手を付けなければならない仕事はなかったため、龍也はすぐに新田に連絡を入れて、今日の仕事の予定をすべてキャンセルした。スマホで通話する龍也の様子を見ていた真悠子が心底驚いたように言った。

「それ……本当に携帯なんだ。あまりに小さくて薄いのにびっくり！」

「おまえのいた時代はどんな携帯だった？」

　龍也が訊ねると、真悠子がはっと思い出したようにリビングから出ていくと、彼女が寝ていた寝室のほうから昨夜龍也が見つけた謎の通信機器のようなものを持って戻って来た。

「私がいた時代の携帯はすごく高価で、学生には手が届かないものだったから、わりとお金のあるお父さん世代しか持ってなかったの。若い子はコレ、ポケベル！」

「ポケベル……？」

　名前を聞いたことはあるが、実際どんなものかまではさすがに龍也には分からなかった。

「短いメッセージを送れて便利なのよ？　お兄さん、いまいくつ？」

「三十二だ」

「──ってことは、ああ！　私、お兄さんが生まれた年の辺りから来たってこと!?　じゃあポケベルなんて知るわけないか」

　そう言った真悠子がふふ、と笑った。

　──そういえば、この女。俺を前にしても、全く物怖じしねぇな。

　龍也はどちらかといえば眼光も鋭く強面であるうえに、体格もがっしりとしているためか、特に若い女には意味もなく恐れられることが多い。

　元々の性格が人懐っこいタイプなのか、ひとまわり年上の龍也に対して、ところどころ敬語さえ忘れている。

「あ、余計なこと話してばっかりで忘れてた！　お兄さん、外行こう、外！」

「どうでもいいけど、その〝お兄さん〟っての、なんとかなんねぇのかよ」

「だって。名前教えてもらってないもの」

　そう言われて、確かにそうだったと納得した。

「俺は、貴島龍也」

「貴島さん、ね！　私も〝おまえ〟じゃなくて真悠子って名前があるの。貴島さんは私より随分年上だから、どうぞ呼びやすいように呼んでください」

　──年下の小娘だが、結構気が強いタイプのようだ。

　龍也に対して物怖じせずポンポン言い返してくる女など初めて出会ったが、不思議と嫌な気分にはならなかった。

「外に連れていくのは構わないが、とりあえずシャワー浴びて着替えて来い。出掛けるのはそれからだ」

　龍也が言うと、真悠子がまるでぱぁっと花が咲くみたいに嬉しそうに笑った。
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　龍也に言われた通り浴室でシャワーを浴びている間に、真悠子が脱衣所に脱いだ服はそこからなくなっていて、ピカピカの洗面台の上には洗濯されてきちんと畳まれた女物の服が一式用意されていた。

「これに着替えろってことだよね？　え、下着まである。準備よ過ぎて気持ち悪い……」

　と文句を言いつつも、清潔な服を用意してもらえたことはありがたかった。

　下着は新品のまま袋に入っていて、胸のサイズにあまり左右されないスポーツブラとショーツという点もありがたかった。

　用意されていた服は少しオーバーサイズの淡いブルーのストライプのシャツワンピースと、ウエストがゴムになった細身のジーンズだった。ジーンズは少し大きいような気がしたが、ウエスト部分を折り返せば気にならない程度だった。

「へぇえ、現代ではこういう服が流行ってるのかな？」

　真悠子が元の時代で着ていた服とは違っていたが、実際に用意された服を着て鏡の前に立った姿は、とても可愛らしくて気に入った。

　真悠子が着替えを済ませてリビングに行くと、龍也が「支度できたか」と訊ねた。

「ねぇ、貴島さん。これ、誰の服？　すごく可愛いけど彼女さんのとか？　私が借りちゃってよかったんですか？」

　真悠子が訊ねると、龍也が顔色ひとつ変えずに答えた。

「ああ。問題ない。前に付き合ってた女が、部屋着代わりに着てた服だ」

「え、貴島さんって、そういうの別の女に着せちゃうタイプなんだ？」

　真悠子が少し調子に乗って茶化すように言うと、龍也がチッと小さく舌打ちした。

「あのなぁ。ガキが生意気言うな。他におまえが着れそうな服がないんだから仕方ねぇだろ。つうか、おまえの着てた服な、汚れてたから着替えさせたのもあるが、正直言って絶妙にダセェんだよ」

「え、ひどい……！」

　時代が変わればファッションも変わるのは真悠子にも理解できるし、真悠子のファッションがいまの時代に合わないことも分かるが、こう面と向かってダサいと言われるとさすがにへこむ。

　真悠子が頬を膨らませて龍也を小さく睨むと、龍也がそれを見てふっと吹き出した。

　──あ、この人笑うと意外に優しい顔する。

　正直、目覚めて初めて龍也の顔を見た時には、その眼光の鋭さと風貌の怖さに一瞬心臓が縮み上がったものだった。

　短く刈られた短髪に、精悍な顔つき。身長はたぶん百八十を超えて、体格もいいため、その初見の迫力はすごかった。

　だが、見た目が少し怖かったというだけで、危害を加えられるような雰囲気は全く感じなかった。

　真悠子の気持ちを落ち着けるためなのか温かいコーヒーを淹れ、低く静かな口調で昨夜の出来事を話して聞かせてくれた。

　言葉遣いは決して丁寧とは言えないが、彼の話す言葉尻にはなんともいえない優しさが感じられた。自分より随分年上だということは想像できたが、意外と話しやすく、気付けば真悠子の口調も少し砕けたものになっていた。

「じゃ、行くか」

　龍也に連れられてマンションの外に出ると、そこは確かに真悠子が通っていた大学の近くで、どことなく見覚えのある景色が広がっていた。

　真悠子が勘を頼りに歩いていくと、見慣れた緑地公園の南側の入り口が見えた。

　散り掛けの桜の木にはすでに新芽が芽吹いていて、残った花びらがふわりふわりと風に舞っている。

　車が数台停められる駐車場には確かに過ぎ去った年数分の劣化が見られ、公園入口の脇に、当時なかった自動販売機が設置され、多少変化はあるものの、昔と見違えるほど大きく変わっていない。

　──そうだ、私。あの日、この公園を通ったんだった。

　目を閉じて、その時のことを思い出そうとしてみたが、頭に靄がかかったようになって肝心なことは思い出せない。

　──ここに来て、どうしたんだっけ？　どうしてこんなことになったんだっけ？

　そんなことを考えていると、龍也に声を掛けられた。

「どうかしたか？」

「あ、いえ。なんでも！　ここ、下りてみてもいいですか？」

　真悠子が記憶を頼りに階段を下りていくと、その後ろに龍也も続いた。途中立ち止まって、階段から公園を一望したが、その景色も昔とそれほど変わりなく見える。

　真悠子が階段を下り切ると、龍也が静かに口を開いた。

「ここで、おまえを見つけた」

「……階段の下で？」

「ああ。正確には謎の光に包まれて宙に浮いてるおまえを見つけたんだ。俺が近付くとなぜか光が弱まって、立ち姿のまま宙に浮いてたおまえがゆっくり下りてきたかと思うと光が消えるのと同時におまえも地面に落ちたんだ」

「謎の光ってどんな……？」

「どんな……って言われると。少し青みがかった眩しい光で、ＳＦ映画みたいな──けど、長い時間じゃなかった。俺が見たのはほんの一瞬だ」

　そう言ってその光が見えたであろう宙を見つめる彼の言葉は、きっと本当なのだろう。

　その謎の光が原因で、自分はこの時代に飛ばされて来たのか。

「その光がタイムスリップの原因なのかな……？」

「さぁな。原因とかメカニズムとか難しいことは分からないが、とにかく不思議な現象だったことは確かだ。なにか思い出しそうか？」

　そう訊かれて真悠子はぶんぶんと首を振った。

　元の時代にいた最後の夜、確かにこの公園に来て──。

　その瞬間、真悠子の頭の中にフラッシュバックのような現象が起こった。一瞬浮かんだ見知った男の顔。あの夜、確か彼と──会ったような。

　──会って、そのあとどうしたんだっけ？

　思い出そうとしても肝心なことが思い出せない。その一連の流れが分かれば、何が原因で自分がこの時代に──というか、タイムスリップした流れが分かるかもしれないのに。

「ねぇ、貴島さん」

「あ？」

「私、もうひとつ行きたいところがあるの。一緒に行ってくれる？」

「いいけど、どこだ？　遠いのか」

　そう訊ねた龍也に真悠子は小さく首を振ったが、その瞬間、胸の奥に込み上げるものがあって声に出して返事をすることができなくなった。




　真悠子が龍也に「一緒に行ってほしい」と頼んだ場所は、真悠子の実家である洋菓子店ＯＫＵＹＡＭＡだった。

　歩いていくにはさすがに少し距離がある為、公園をそのまま散歩して北側の入り口から出ると、大通りに出てタクシーを拾ってくれた。

　真悠子の家は、駅から少し北に行った駅前銀座商店街の一角にある。

　大きな商店街ではないが、八百屋に肉屋に魚屋、ほかにも金物店や電気屋、薬屋など、生活に必要なものがひととおり揃い、昔からの地元の店が数多く立ち並んでいた。

　商店街の入り口辺りでタクシーを降りた真悠子は、その商店街を前に唖然としてしまった。

　真悠子が知っている時代にはそれなりに活気のあった商店街が、まだお昼前だと言うのに半分以上の店のシャッターが閉まっている。当然、人通りもほとんどない。

　確かに、真悠子がいた時代でも、真悠子が子供だった頃に比べると活気や賑わいは落ちていたが、それでもここまで閑散としてはいなかった。

「……なんで？」

　真悠子が唖然としたままその場に立ち尽くしていると、龍也が察したように静かに口を開いた。

「今じゃ、郊外に大きなショッピングモールが出来てる。店の種類も多くて、そこに行けば必要なものはなんでも揃う。街の連中はだいたいそのモールに買い物に行くことが多い。昔ながらの小さな商店街は、もう流行らないってわけだ」

　隣に立った龍也が、真悠子を見つめた。

「うちの店は？　どうなったんだろう？」

　真悠子は急に不安に駆られて家のあるほうへと走り出した。

　シャッターの閉まった閑散とした商店街の中、それでも昔と変わらず営業している店もぽつりぽつりと残っていて、真悠子は実家の店の前に見慣れた幟旗が出ているのを見て思わずほっとした。

「あれが……おまえの家か？」

　龍也に聞かれて、真悠子は力強く頷いた。

　逸る気持ちで駆け出すと、後ろから龍也に腕を強く掴まれて振り返った。

「なに？」

「分かってるだろうな？　今日は様子を見るだけだぞ。実際には、おまえが本物の娘であることに変わりないが、おまえがいた時代から三十年経ってる。そのことを考えて行動しろってことだ。意味、分かるな？」

「……私が行ったら、両親を驚かせちゃう？」

「当たり前だ。それに、なんて話すつもりだ？　タイムスリップしてましたって？　いくら顔がそっくりでも質の悪い冗談と思われて、下手したら二度と来られなくなるかもしれないぞ」

　龍也の言葉を聞いて、真悠子はいくらか冷静さを取り戻した。

　確かに彼の言う通りだ。いくら真悠子が二人の娘に変わりないとしても、それを両親に信じてもらえるとは限らない。

「……分かった」

「とりあえず、客のフリをしろ。俺も一緒に行くから。できるな？」

「はい」

　真悠子はそう返事をして、店の前で一旦呼吸を整えると、静かに店のドアを開けた。

　カランカランと小さなドアベルが鳴って、真悠子たちが店の中に入ると奥から母親の志し津づ子こが「いらっしゃいませー」と明るい声で出迎えてくれた。

　真悠子は普段は長い髪を後ろで一つに結んでいたが、今日は自然に髪を下ろしている。

　髪を下ろしているほうが、表情が隠しやすいと少し俯き加減にショーケースを覗き、なるべく視線を合わせないようにしていたのだが、どうしても母親の顔が見たくてチラッと顔を上げたときに、迂闊にも志津子と目が合ってしまった。その瞬間、彼女の表情が変わり、はっと息を呑むのが分かった。

　さすがにばっちり目が合ったのに知らぬふりをするのも感じが悪い。

「あの……どうかしました？」

　不自然にならないよう訊ねると、志津子が誤魔化すような曖昧な笑いを返した。

「いえ……ごめんなさいね。お嬢さんが、うちの娘にあまりにそっくりだったから娘が帰って来たのかと思っちゃって。いやね、そんなはずないのに……」

　母の言葉に胸が詰まってしまった真悠子の代わりに、龍也が訊ねた。

「そんなに似てるんですか」

「ええ。あそこに写真があるの。よかったら」

　ケーキの陳列されたショーケースの奥から志津子が手で示した先に焼き菓子などを置いてある棚があり、その棚の上にフォトフレームに入れられた家族の写真が飾られているのが目に入った。

　真悠子自身も覚えている。この写真は、真悠子の大学入学のときに家族で撮った写真だ。

「真ん中がお嬢さん……なるほどそっくりだ。な？」

　龍也が同意を求めたので真悠子は慌てて「あ、うん」と返事をした。

　真悠子そのものであるからそっくりとかのレベルではないはずなのだが、三十年前と姿が変わっていないなんて常識では考えられないからか、志津子もさすがに真悠子本人だとは思わなかったのだろう。

「娘さんは、いまどちらに？」

　龍也が訊ねると、志津子の顔が明らかに曇った。

「……いまは、いないのよ」

　そう答えた声が急に緊張したのが分かった。

　龍也もそれに気付いたのだろう。それ以上訊ねることをやめて、真悠子を再びショーケースの前に促した。

「ほら、早くケーキを選べよ。今日は好きなの買ってやるから、いくつでも選んでいいぞ」

「……いいの？」

「ああ」

　真悠子は両親の作った大好きなケーキの中から特にお気に入りの物をいくつか選んで箱に詰めてもらった。

　微妙な空気のまま店を出ると、真悠子はケーキの箱を持ったまま龍也を見上げた。

「──満足したか？」

「うん。顔を見れただけでもよかった」

　いまの自分の姿のままで両親のもとへ帰ることは難しいのかもしれないが、あれから三十二年経ち、年を重ねた母親が元気でいることが分かっただけでひとまず安心した。

「ありがとう、一緒に来てくれて」

　真悠子が礼を言うと、龍也が少し照れくさそうに笑って真悠子の髪をくしゃくしゃとかき混ぜた。

「とりあえず帰るか。腹減ったな、一度戻ってそれ置いて飯でも行くか」

　龍也の言葉に、真悠子は素直に頷いていいものかと考えたが、いまこの瞬間に彼に放り出されなかったことに心からほっとして思わず涙が出そうになった。

「飯、なにが食いたい？　とりあえず、今日は近場でいいか？」

　そう訊ねた龍也に連れて行かれたのは、マンションから徒歩で五分ほどの場所にある古びたラーメン屋だった。

　店に入ると、すでに店の中は大勢の客で賑わっていて、頑固おやじ風の初老の店主が龍也を見て「カウンター空いてるよ」と顎で空いている席へと促した。

　席に着くと、龍也が慣れたようにカウンターテーブルに備え付けられたグラスをとり、同じようにそこに置かれたピッチャーから水を注いで真悠子の前に置く。

　どうやら馴染みの店らしく、カウンターの中から店主が龍也に声を掛けてきた。

「貴島の若頭。今日は珍しいの連れてるじゃないか。随分若い女の子だけど、あんたのコレかい？」

　と小指を立てながら訊ねた。

「いや、まさか。こいつは……遠い親戚みたいなもんです」

「そうなのかい？　いつもの二人は？」

「ここのところまともな休みをやれてなかったんで、今日は休みを」

「ほう？　相変わらず忙しくしてんだね。──で、今日はなにする？」

　龍也は常連らしく「いつもの」と言ってお決まりのメニューらしきラーメンを注文し、真悠子には好きなものを選ばせた。狭くて古びた雰囲気の店だったが、ラーメン自体はとてもおいしく、店が賑わっているのも納得の味で、真悠子のお腹は満たされた。




　龍也と外で食事を済ませて再び彼の部屋に戻った真悠子は、昼間洗濯しておいた自分の服を畳んで片付けた。

　昼間はあまり気にも留めていなかったが、彼の住むマンションは随分と高級な外観で部屋自体も広い。

　玄関を入ってすぐの場所にトイレや洗面室、浴室があり、その奥に広いリビングダイニングが続いている。

　キッチンはアイランドキッチンで、その奥にダイニング、さらに奥は少し空間を分けるように位置をずらしてデザインされた広いリビングが広がっている。

　置いてあるソファや家具、電化製品もとてもスタイリッシュで、リビングとダイニングから見える位置にウッドデッキのバルコニーがあり、そこにもお洒落なカフェテーブルが置かれている。

　──素敵なお部屋だけど、貴島さんってお金持ちなのかな？　さっきもラーメン屋で「若頭」とか呼ばれてたし、部下もいる感じだったけど。なにしてる人なんだろう。

　そんなことをぼんやり考えながらソファに座っていると、龍也に声を掛けられた。

「買って来たケーキ、食うか？」

「あ、食べたいです」

「じゃあ、手伝え。コーヒーでいいか？」

　真悠子はこくりと頷いてキッチンに行くと、冷蔵庫からケーキの入った箱を取り出してリビングのテーブルに置いた。

「皿とかは後ろの棚」

　真悠子は言われた通りに龍也が立っているキッチンカウンターの後ろの棚のスライド扉を開けて、適当な大きさの皿とフォークを用意した。

「昼間もこうやってコーヒー淹れてましたよね。ドリップ派なんですか？」

「ああ。インスタントも悪くないが時間があるときはこうして自分で淹れる。じっくり時間かけたほうがうまいコーヒーが飲める」

「へぇ……そうなんですね」

「子供には分かんねぇか」

「子供じゃないです！　確かに童顔かもしれないけど、ちゃんと成人済みですから」

「そうやって突っ掛かってくるとこが子供だっつうんだよ。ほら、あっちでケーキ用意してろ」

　真悠子を手で払うようなしぐさをした龍也にダイニングテーブルのほうへ追いやられてしまったので、真悠子は少し唇を尖らせながらそっとケーキの箱を開けた。

　真悠子が選んできたケーキは全部で四つ。どれも小さい頃から食べ慣れた両親の作ったケーキだ。

「貴島さんはどれ食べます？　甘いの平気ですか？」

「俺はいいから、おまえ好きなの選んで食えよ」

「えー、いいとか言わないで一緒に食べましょうよ。ひとつくらい食べられるでしょう？」

「……じゃあ、甘さ抑えめのやつを頼む」

　龍也の答えに真悠子は思わず小さく笑った。

　本当、見た目ほど怖い人じゃないんだな。

　口ではあんなふうに言いつつも、真悠子が何か頼めば意外とすんなり聞き入れてくれる。

　そうしているうちに龍也がコーヒーを運んで来たので、真悠子もダイニングテーブルに着いた。

　真悠子が自分のために選んだイチゴのショートケーキは、幼い頃からの大好物だ。ケーキの種類自体は豊富なのに、結局ここに行きついてしまう。

　龍也に食べてもらおうと、真悠子が選んだのはオペラだ。甘さを控えたビターな味わいが昔から男性客にも評判がいい。

「いただきまーす！」

　真悠子が手を合わせてフォークを手に取ると、龍也もそれに付き合うように小さく手を合わせた。ひとくち頬張ると、懐かしい──というのもおかしな話だが、真悠子が食べ慣れたおいしさが口の中いっぱいに広がる。

「……変わってないのね、三十年以上経っても。特にお父さんの作る生クリームは絶妙なの！」

　真悠子が笑うと、龍也も真悠子の様子を窺いながらケーキを一口食べた。

「どう？」

「ああ、確かにうまいな。甘過ぎないのがいい。このコーヒーにもよく合う」

「よかった！」

　龍也に両親の作った自慢のケーキをおいしいと言ってもらえたことを素直に嬉しいと思った。

　と同時に、ふいに嬉しいのに悲しいという相反する複雑な感情に襲われて、真悠子は思わずケーキを食べる手を止めた。

　──これから、どうしたらいいんだろう？

　あれから三十年……正確には三十三年経ったいまも両親があの家で元気でいてくれたことは嬉しかったが、自分はもうあの家に帰るわけにはいかないのだろうということは分かる。

　こんな若い姿のままの自分を、これまでどこで何をしていたと説明すればいいのだろう。

　第一、説明したところで理解してもらえるとも限らない。

　仮に両親が信じてくれたとして周りの人間はどう思うだろう。自分だけが気味悪がられるのは構わないが、大好きな両親を巻き込むことはしたくない。

　親しかった友人たちも当然もう五十を過ぎている。真悠子のことなど忘れているかもしれないし、もし覚えてくれていたとしても年齢を考えれば、それぞれに家庭というものがあるはずだ。

　つまり──誰も頼れない。

　仕事もお金もない自分がこの世界でどうやって生きて行けばいいのか──そんなことを頭の中でぐるぐる考えていたら、不安のあまり自然と涙が零れていた。

　次々溢れてくる涙を両手で拭っていると、向かい合わせで座っていた龍也が真悠子の腕を掴んだ。

「……どうした？」

「ごめっ、なんでもな……。なんだろ？　ケーキ食べたらなんかいろいろ込み上げてきちゃって」

　真悠子が答えると、腕を離した龍也が黙って立ち上がり、リビングのほうからティッシュの箱を持って来て、それまで座っていた正面ではなく、真悠子の隣の椅子を雑に引き出してそこに座った。

　それから、ティッシュの箱をポコンと真悠子の頭にあてる。

「おまえ、しばらくうちにいろ」

　龍也の言葉に驚いて、真悠子はゆっくりと彼のほうを向いた。

「……え？」

「だから。しばらくうちに置いてやるって言ってんだよ。おまえの、その特殊な事情を知ってて、いますぐ出てけと言うほど非情じゃねぇ」

「……い、いいの？」

「仕方ねぇだろ。金もない、仕事もない。その状況じゃ誰かの助けがなければ生きていくのは無理だ。第一、戸籍もないとなるとまともなとこで働くのも難しいだろうしな」

　そう言われて、真悠子は頭をガツンと殴られたような気持ちになった。

「そっか。それが現実なんだ……」

　この時代に来て間もないこともあり、いろいろと驚くことが多過ぎてそこまでは到底考えが及んでいなかった。戸籍や身分証明書がない自分はいまこの世界に存在していながら、存在しないものと同じなのだ。

「しばらくの間は面倒みてやるから安心しろ。これからのことは……どうなるか分からないが、少しずつ考えていくしかねぇ。そうだろ？」

　険しい顔から発せられた優しい言葉に、真悠子の胸に熱いものが込み上げる。

　たった一人でも頼りにできる人間がいるというだけで、こんなにも不安が減ってほっとした気持ちになるのだと知った。

「──嬉しい。ありがとう！」

「はは。それを言うなら、『ありがとうございます』だろ？　まったく……敬語も満足に使えねぇのかよ」

「ありがとうございます！」

　嬉しさのあまり思わず飛びついた彼の胸が、想像よりずっと広くて温かかったことを、真悠子はこの時一生忘れないだろうと思った。






「とりあえず、昨日使った部屋をおまえの寝室としてそのまま使え。この部屋の中にあるのものは自由に使っていい」

　と言った龍也に真悠子は「はい！」と元気よく手を挙げた。

「なんだ？」

「最新の電化製品の使い方が分からないので聞いていいですか」

　真悠子が訊くと、龍也が「ああ、そうか」と返事をした。

「まず……これはテレビ、エアコンのリモコンな？　ここがスイッチ」

　龍也がまずリビングにある手近なものから説明を始めた。

「さすがにそれくらい分かりますぅ。昭和生まれを馬鹿にし過ぎじゃないですか。ていうか、私、平成から来たんで」

「──っつっても三十年前だろうがよ」

　龍也が少し馬鹿にするように、ニヤリと口角を上げた。

「なによ。ほんの数年前までは平成だったじゃない」

　どこまで昔の人だと思われているのかと少し腹が立ったが、真悠子がいた時代にようやく龍也が生まれたことを考えれば、こういった反応も仕方ないのかと小さく息を吐いた。

　真悠子はリビングのテーブルに置きっぱなしになっている龍也の携帯電話とそれと似た形で少し大きめのサイズのものを指差して訊ねる。

「ねぇ、こっちはいまの携帯電話って言ってたでしょう？　じゃあ、この少し大きいのは？」

「携帯じゃなくて、スマホな。そのひとまわり大きいのはタブレット」

「タブレット……」

「機能的にはスマホと変わんねぇよ。それ一台あればなんでもできる」

「なんでもって……？」

「電話、インターネット、動画再生、ゲーム……とにかくなんでもだ。要は電話とパソコンが一緒になったみたいなもんだな。というか、分からないことがあれば直接コレに聞けばいい」

「え？　聞くってどういうこと？」

　真悠子が訊ねると、龍也がタブレットをタップして音声入力の使い方を教えてくれた。

「まぁ、見てな。ここ、ポチッと押すだろ？　で、喋る。今日は何月何日？」

《二〇二三年四月七日、金曜日です》

「ええっ、喋るの!?」

　驚いて声を上げた真悠子に、龍也がタブレットを手渡した。

「なんでも聞け。調べたいことも、ここで聞けば音声で答えてくれるし、聞いたことに関連した事柄がこうして画面に出てくるから、詳しく知りたければこうしてタップすれば開ける。……ほら、こんなふうにだ」

　真悠子は唖然とした。

　たった三十年、いや三十年と言えば相当な年月だが、真悠子が見たことのある携帯はもっと大きくて重量もあったのに、いつの間にこんな小型軽量化し、信じられないほどの進化を遂げたのか。

「嘘みたい……！　電話なのにこんなに大きな画面があるの不思議だし、しかもカラーが綺麗で映像が嘘みたいに滑らか！」

「とりあえず、それ使ってていいぞ。俺は風呂入れてくる」

　そう言うと、龍也はキッチンを通って洗面室のほうへ行ってしまった。

　他にも、パソコンが超薄型になっていたり、お風呂が沸けばこちらもまた音声で教えてくれたり、ガスコンロがＩＨクッキングヒーターという電気コンロに変わっていたことなど、真悠子にとって見るものすべてが新鮮に映った。

　なかでも真悠子が一番驚いたのは、リビングの真ん中にあるコンパクトスピーカーというやつで、これに話し掛ければ、テレビや電気の操作までしてくれる。

「……なんか、凄すぎて言葉失う。恐るべし令和……」

　自分が生まれた昭和から、平成、令和と三つの年号を跨いでしまうほどの年月が流れていると思えば、これくらいの進化は当然なのかもしれないと納得しつつも、その進化を目の当たりにして放心してしまうのだった。
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　この日、龍也は父親に呼び出され実家に向かっていた。

　龍也の父親である藤とう一いち郎ろうは、この辺りでは知らない者はいない貴島組という世間からは反社会勢力と位置付けられる六代目頭かしらで、代々世襲制である貴島組では藤一郎の息子である龍也は七代目の若頭にあたる。

　組のルーツはもともと商売人であった祖先が賭博や物売りを生業として世の中を渡り歩いていたことから始まり、その商売人たちが仲間内で組織を形成するようになり明治時代にいまの貴島組の原型のようなものができたと言われている。

　第二次世界大戦後に物資が不足し、闇市が栄えたことで的屋系の組織であった貴島組は祖父の代で一時勢力を増大させたが、急速な経済復興に伴い労働者の手配や興行など、時代の流れとともに合法的な経済活動を行うことでその形態を大きく変化させてきた。

　不動産管理や建設関係、人材派遣、飲食業など手掛ける業種は様々だが、六代目の藤一郎の尽力で、現在ではほぼ正業で生計を立てている。

「今日は頭かしら、どういった用件なんでしょうねぇ。自宅への呼び出しなんて珍しいっすよね」

　車の運転席でハンドルを握りながら安井が言った。

「どうせ、しょうもないことだろ。嫌な予感がする……」

　龍也が後部座席で溜息をつくと、助手席に座っていた新田が小さく笑った。

　街の中心地から車で三十分ほどの郊外に龍也の実家はある。周辺の家とは明らかに桁違いの広大な敷地に建てられた立派な門構えの純日本家家だ。

　この家には龍也の両親の他、二十人近い組の若わか中ちゅうたちが生活をしていて、彼らが両親の身の回りの世話をすべて引き受けている。

　若中といっても年齢は様々で、藤一郎とさほど歳の変わらない古株もいれば、未成年もいる。彼らは、元々は社会に適合できず、非行や犯罪を繰り返していたならず者たちだったのだが、面倒見の良い藤一郎に拾われてここにやって来た。

　龍也の弟分である新田も安井も、子供の頃に藤一郎にこの家に連れて来られた。

　新田は両親が経営していた飲食店が借金で首が回らなくなり、高校生の時に新田を置き去りにしたまま夜逃げし、残された新田は一人になった。頼れる親戚もなく、生きるために夜の街で仕事を探していたときに藤一郎に拾われている。

　安井も両親がギャンブル依存症で、中学で家を飛び出し、学校にも行かずに夜の街でふらふらしていたところを同じように藤一郎に拾われ、二人はともにこの家で育っている。

　歳の近かった龍也とはまるで兄弟のように過ごし、今に至る。

　車を降りるとすぐに玄関先で掃き掃除をしていた父の用心棒である国くに枝えだが龍也に気付いて玄関を開けた。

「お帰りなさいませ、若！　お久しぶりですが、お元気そうで。相変わらず色男ですな」

「なに言ってんだ。おまえも元気そうだな。親父は？」

「奥に」

　龍也が言われたとおりに奥の座敷に顔を出すと、藤一郎と母の雪ゆき子こがなぜか二人とも揃いの黒と赤のジャージ姿でストレッチの真っ最中だった。

　龍也の両親はいい意味でその筋の人間らしくなく、ごく普通のどこにでもいそうな仲のいい夫婦──いうと多少語弊はあるが、結婚三十五年の珊瑚式を迎えるというのにいまだにお互いにベタ惚れのいわゆるラブラブ夫婦というやつだ。

　いつもの光景と言えば確かにそうなのだが、「威厳とは？」と訊ねたくなるような気の抜けた光景に、龍也は小さく息を吐く。

「……なにしてんだよ」

　龍也が半ば呆れながら両親に声を掛けると、それに気付いた二人が動きを止めてこちらを見た。

「見りゃわかるだろ。ストレッチだよ、ね？　雪子さん」

「だから、なんで」

「二人とも最近運動不足気味みたいで太っちゃったのよ！　お父さんの健康診断の結果も経過観察が増えたし、まずは軽い運動からと思って。ほらぁ、年も年だし？　筋力低下も気になるし？」

「……ああ、そう。で？　今日はなんの用」

　龍也が訊ねると、雪子がいそいそと部屋の隅から何か持って来て「そこに座りなさい」と龍也をその場に座らせた。

　ドン！　と音を立てて龍也の目の前に置かれたものを見て、嫌な予感が的中したと思って顔を引きつらせると、藤一郎がそれをズズズと龍也に押し付けるようにした。

「龍也、喜べ！　今回は選りすぐりの女性たちを厳選した。今度こそいい相手が見つかるはずだぞ」

　三十を過ぎた頃から、両親に見合いを勧められるようになった。

　二人が出会って結婚したのは彼らがまだ二十代の頃で、息子の龍也にも早く幸せな家庭を築いてほしいと願っているらしく、事あるごとに見合い話を持ってくる。

　理由を付けてのらりくらりとその見合い話をかわして来たが、最近では以前よりさらに積極的になっていることに龍也は辟易気味だ。

「……またかよ。こういうの、いいから。俺はまだ結婚なんて考えちゃいない」

　龍也が、両親が用意した見合い写真の束を手のひらで押し返すと、藤一郎が負けずとそれをこちらに押し戻して来た。

「せめて見るだけでも」

「そうよ、そうよ！　今回頑張ってたっちゃん好みの綺麗系女子を揃えたんだから！」

「だから、いらねぇっつってんだろ……。てか、いい歳した息子にたっちゃんはねぇだろ」

　再び写真の束を押し返すと、今度は雪子が力づくでそれを押し戻してくる。

　そうこうしているうちに、車を停めていたために遅れてやってきた新田と安井が龍也の後ろに座った。

「ちょっと、あんたたちも言ってやってよ。いい加減身を固めてくれって。私だってね、可愛いお嫁さんとキャッキャウフフな楽しいことしたいし、可愛い孫だって欲しいのよぉ！」

　雪子にそう言われた新田たちが、龍也の後ろで「はぁ……」と曖昧な返事をした。

　両親がこうして龍也に見合いを勧めてくるのにはそれなりの理由がある。

　藤一郎はこの令和の時代にヤクザなんて古いと、ゆくゆくは組を解散する考えを持っていて、父の代になってから新しく手掛けた事業はすべて法を犯さない正業で成り立っている。もちろん、古くからの裏稼業も多く残ってはいたが、現在ではそのやり方を変えて正業に移行しつつある。

　抱えている組織の人間たちが皆真っ当な道で生きて行けるなら、それに越したことはないと考え、龍也自身もそんな父の意思を受け継ぐつもりでいる。

　父親の藤一郎は、とても穏やかな性格で争い事を嫌った。彼は自分が極道者というだけで苦労が多かった分、息子である龍也に余計な苦労を掛けたくないし、できるなら堅気の生活を送ってほしいと考えているのだろう。

　母親の雪子も、藤一郎の優しい人柄に惹かれ結婚を決めたため、組のことには無頓着だったし、藤一郎の考えに賛成なのだろう。

　そんな両親の気持ちは分からないでもないし、ありがたいとは思うのだが、いかんせんしつこいのが玉に瑕だ。

「だいたいね。『まだ結婚は……』なんてのんびりしたこと言ってたら、すーぐに枯れたオッサンになっちゃうんだから！　せめて一人でもいいの。ほら、会うだけ会ってみてよ。ね？」

「そうだそうだ！　べつにいま特定の相手がいるわけじゃないんだろ？　会うくらいどうということはないだろう」

　二人揃って、最近は口を開けばこれだ。

　あまりのしつこさに辟易していた龍也は、つい弾みで言ってしまった。

「いるから。相手。付き合ってる女がいる。ってことで、もうこの話はナシな」

　そう嘯うそぶいたのは、相手がいると分かればしつこく見合い話を勧められることもなくなるだろうと考えたからだが、苦し紛れの咄嗟の嘘を後悔することになるのはその直後だった。

「なんだ、相手がいるのか!?　じゃあ、今度うちに連れてくるといい。皆で飯でも食おう」

「──は？　いやいや、相手がいるっつっただけだろ。べつにそういうことを考えているわけじゃ……」

　龍也が答えると、雪子が「まぁ！」と呆れた顔をし、真っ赤なジャージ姿のままぴしゃりと言った。

「いい歳して考えなしに女の子と付き合ってるってこと!?　我が息子ながら呆れちゃうわ！　あなたがそのお相手連れて来ないんだったら、私が勝手にお見合いの段取り付けますからね！」

「だから、なんでそうなる……」

　龍也は、大きく息を吐いて項垂れた。どうしてこうも話が通じないのか。

「ああ、それがいい！　そうしよう！　それが嫌ならそのお相手を連れて来なさい。どんなお嬢さんか会ってみたいと思うくらいはいいだろう。お互い納得して付き合っているなら、おまえも大人だしこれ以上うるさく言うつもりはない」

　──ああ、うるさい。心底面倒だ。

　仕事に関しては龍也のやり方にほとんど口を出して来ないのに、こういうところだけ妙に過保護な両親に頭を抱えてしまう。

　しかし、両親が自分を心配しているのは理解できるし、龍也とて両親が嫌いなわけではない。これ以上、反論をしても余計面倒なことになることは過去の経験から分かっているため最後には折れるしかなくなるのだ。

「……分かった。相手の都合もあるし、すぐにとはいかないが、今度必ず連れてくる。それでいいな？」

　龍也の言葉に、両親がお揃いのジャージ姿のまま目を輝かせて抱き合って喜んだのは無論言うまでもない。




　半ば逃げるようにして実家から帰って来た龍也は、自宅マンションの前で車を降りると大きな溜息をついた。両親に悪気がないのは分かっているが、会うたびあれでは疲労感も倍増だ。

「余計面倒なことになったな……」

　そう呟いて玄関のドアを開けると、そこに小さな女物の靴が揃えてあった。

　──ああ、そうだった。

　ドアの音に気付いたのか、小さな足音が聞こえて真悠子が龍也を出迎えてくれた。

「お帰りなさい」

　龍也が留守の間、好きに過ごしていいと言って出掛けたが、龍也が今朝リビングに脱ぎ捨てたシャツやキッチンに放置していたグラスは片付けられていた。

「なにしてたんだ？」

「なにって、大人しくしてましたよ。ひまだったんで、テレビ見て……タブレットでいろいろ調べてました。このタブレット、本当に聞いたことなんでも教えてくれるんですね、びっくりしちゃった！　あ、あと！　洗濯とか掃除とかも少ししたんだけど、やり方気に入らなかったら言ってください。次から教えてもらったとおりにするから」

　部屋に置いてやると言ったことに対して少し負い目を感じているのか、出来る限りのことをしてくれようとしていた真悠子の気持ちは伝わる。

　これまでは週に一度ハウスクリーニングを頼んでいたが、真悠子が家にいてくれればその必要もなくなるかもしれない。

「いや、ありがとな。無理して家のことをする必要はないが、やり方はおまえに任せる。俺も簡単な家事なら自分でするが、そこまで拘りはない。どうしても気になったらその都度言う。他になにか困ったことや、質問は？」

　龍也が訊ねると、真悠子がそっと手を挙げて、遠慮がちに口を開いた。

「本当は、夕食の用意もしたかったんだけど……その。お金がなくて」

「あ……」

　実家に呼び出されてあの両親に捕まってしまっては、昼までに帰るのは不可能だろうと昼食は近所のコンビニで適当なものを買って真悠子に置いて出掛けたが、それ以外のことに全く気が回っていなかったことを反省する。

「悪かった。そうだな、金渡してなかったな……とりあえず、これ渡しとく」

　龍也が財布の中から無造作に取り出した札束を真悠子に手渡すと、彼女がその束を見て「ええっ!?」と目を丸くして驚いた。

「……なんだ、足りなかったか？」

「違う。逆ですよ！　多過ぎますって！　よく知りもしない人間に渡す金額じゃないでしょ」

「そうか？　これくらいすぐ使っちまうだろ」

「これくらいって……十万以上ありますよ？　一体どういう金銭感覚してるんですか？　貴島さん、富豪ですか!?」

　あまりに大袈裟に驚く真悠子に、龍也は思わず吹き出してしまった。

「はぁ？　この程度で……おまえこそどういう金銭感覚してんだよ」

「だって。普通の大学生が持てる金額じゃないもの……とりあえず半分くらいでいいです」

　そう言った真悠子に渡した金額の半分ほどを返され、龍也はなるほどな、と頷くと、真悠子が一万円札を見て何かに気付いたように表情を変えた。

「あれ？　一万円って……ちょっと変わったんだ？　なんか、ここにキラキラしたのついてる」

　真悠子が一万円札の表のホログラムを指差して言ったので、龍也もつられるように札を見つめた。

「ねぇ、他のお金は？　いまはどんな？」

　そう訊かれて龍也が財布の中から違う種類の紙幣を探して見せると、真悠子が「うわぁ！」と言って目を輝かせた。

「わぁ、これ五千円？　この人誰？　……樋口一葉？　こっちは……え、誰だろ。なんか教科書とかで見たことある！　えーと……ああ、野口英世！　へぇー！　昔と随分変わってるんだ！」

「ああ、そうか。前は、新渡戸稲造と夏目漱石だったか」

「え、知ってるの？」

「俺の子供の頃は、まだ前のやつだった気がする」

「そうなんだ？　あ。じゃあ、硬貨は？」

「これは……たいして変わらないんじゃないか？」

　龍也が硬化を取り出してダイニングテーブルの上に並べると、真悠子が「本当だ」と嬉しそうに呟いて五百円玉を手に取った。

「ねぇ、五百円って昔お札だったの知ってます？」

「は？　札？」

「そう、札！　あれ、なんて人だったんだろう？　ちょっと借ります」

　そう言って早速真悠子がタブレットを使って調べる。いつの間にか音声だけでなく文字入力まで覚え、すっかり現代のモノを使いこなす辺りは若さからか。

「岩倉具視だったんだ。貴島さん、知ってました？」

「だから、知らねぇっつってんだろ。五百円札なんて見たこともねえよ」

　真悠子はその姿だけ見ていればその辺にいる普通の二十歳の女という感じだが、こういったことで彼女が過去から来たんだということを実感する。

　そのことを本人がどう感じているのかはよく分からないが、無邪気で好奇心旺盛な性格であることが何よりの救いである気がしている。

「そういえば……おまえ、なんにもないんだったな」

　龍也が呟くと、真悠子が「ん？」と小首を傾げてこちらを見た。

「明日、買い物にでも行くか。服とか下着とか、化粧品とか。年頃の娘なんだから必要最低限のものは揃えておきたいだろ」

　龍也が言うと、真悠子が目を輝かせた。

「……いいの!?　私も、さすがに着替えはもう少し欲しいなって思ってて」

「言えばいいだろ」

「……だって。ここに置いてもらうだけでも申し訳ないって思ってるのに、図々しいかなって」

「言いたいことズバズバ言うくせに、そういうとこだけ遠慮するのか」

「え、なにそれ。これでも結構遠慮してるのに」

「は？　それでか」

「ひどい」

　そう言って頬を膨らませた真悠子を子供みたいだと思ったが、こういう感情と表情が直結した分かりやすい女は、感情の読めない腹黒い女よりよほど扱いやすくて助かる。

「拗ねんなよ」

「拗ねてないですよ」

「明日は気が済むまで付き合ってやるから」

「……本当？」

「必要なもの、欲しいものなんでも買ってやる」

　龍也の言葉に「やった！」と両手を上げて目を輝かせるあたりはやはり子供っぽいが、その真悠子の無邪気な笑顔を見て悪くないと思った。

　──強い女だ。

　突然過去の世界から現代に迷い込んでしまって、本当ならきっと不安で心細くて仕方ないだろう。こうして一見元気そうに振る舞っている真悠子にとって、明日の買い物が少しでも気晴らしになればいいと龍也は思った。





　　　＊　＊　＊






　翌日、新田と安井を荷物持ちに引き連れて、龍也は真悠子と隣町の大型ショッピングモールへやって来た。

　真悠子のような若い女の欲しいものなど正直よく分からなかったが、とりあえずファッション、飲食など二百店舗以上の専門店が入っているこのショッピングモールに連れて来れば大抵のものは揃えられると考えたからだ。

「わぁ！　なにここ、すごーい！　お店がいっぱい」

　ショッピングモールに着くなり、真悠子が興奮したようにはしゃいだ声を上げた。

「好きな店で好きなものを買え。荷物はこいつらに持たせればいい」

　龍也がそう言って新田と安井を顎で指すと、二人がわずかに頭を下げて真悠子に会釈した。

　用心棒としての役割を多く担っているため普段からカジュアルな服装の安井はともかく、腕っぷしは強いが龍也の秘書的役割を担うスーツ姿の新田は、このモール内では少しばかり浮いて見える。

　二人に小さく頭を下げた真悠子が、さっと龍也に近付いて小声で訊ねた。

「気になってたんですけど、あの人たち誰なんです？　あんなお付きの人みたいな……貴島さんって一体何者なの？」

「ああ。気にすんな。あいつらは俺の部下だ」

「貴島さんって確か三十二って言ってたよね？　随分若いのに、実は社長さんかなにか？」

　そう訊かれて、曖昧な返事を返す。

「……まぁ、そんなとこだ」

「へぇ、すごい！　どんな会社？　大きいの？」

「まあ、いろいろ手広くやってる」

　適当に誤魔化したのは、いまはそうでなくとも世間的には反社会勢力と見られるような立場だと話せば、さすがの真悠子も怖がるかもしれないと考えたからだ。

　もちろん、いずれバレることは想定しなければならないが、いまはまだその時ではない。

「手広くって？」

「俺のことはいい。今日はおまえの買い物しに来たんだろうが」

「あ、そうだった！　ねぇ、貴島さん。このお店と……あのお店、見て来ていい？」

「ああ、好きにしろ」

　真悠子が目当ての店を見にいく姿を見送りながら、通路に設置されたソファに腰を下ろす。

「ヤス。悪いが、あの女に付いててやれ。支払いはこれで」

　龍也がそう言って現金を渡すと、安井が「了解っす！」と軽快な足取りで真悠子の後を追った。そんな安井の後ろ姿を眺めながら新田がぼそりと呟く。

「兄貴。本当に女、いたんですね。頭の前でのハッタリかと思ってました」

「……」

「あの。……女の趣味、だいぶ変わりました？」

「──なにが言いたい」

「いえ」

　新田が勝手な勘違いをしているとはいえ、確かにあんな子供っぽい女が好みなのかと誤解されるのは心外だが、真悠子を自分の手元に置いている以上、そうしておいたほうが自然に見えるかと思い弁解はしなかった。

　真悠子は目当ての店をあちこち梯子しながら普段着になる服を何着か買うと、大きな紙袋をたくさん肩に掛け、胸のまえにも袋を抱えて満面の笑みで戻って来た。

「可愛い服いっぱいで、迷っちゃった！　あと、下着と化粧品も少し買っておきたいんだけど」

「ああ。──てか、なんでおまえが荷物持ってんだよ。ヤスに持たせりゃいいだろが」

「俺、持つって言ったんですけど……真悠子さん頑固で」

「だって。自分の買い物なのに、人に持ってもらうなんて悪いじゃない」

　真悠子が当たり前のように答えた。

「ねぇ、ヤスさん！　化粧品とか売ってるお店知ってます？　お店がたくさんで探しきれないから、もし知ってたら案内してほしいんだけど」

「いいっすよ。あと下着も買うんすよね。幼馴染みがこの中のショップで働いてるんで、案内しますよ」

「本当？　助かる！　ありがとうございます」

　そう笑顔で安井に礼を言って、そのままあとについて行こうとした真悠子を「ちょっと待て」と呼び止めた。

「その荷物は置いていけ。新田、とりあえずこれ全部車に運んでおいてくれ」

　龍也は新田にそう言うと、新田に煙草を吸う仕草のサインを送り、そのまま席を立って喫煙所へと向かった。

　それからしばらくして、買い物を終えた真悠子たちと再び合流すると、真悠子が「喉渇いちゃった」と言って目を輝かせながらすぐ近くにあるコーヒーショップを指差した。

「ちょっと休憩しません？」

　真悠子の提案に、龍也も「ああ」と頷いた。

　真悠子が「ここがいい」と選んだ窓際の席に着くと、ドリンクカウンターのほうを見て訊ねた。

「あそこで注文したらいいの？　私、買いに行きたいです。皆さん、なにがいいです？」

「……じゃあ、俺はアイスコーヒー頼む」

「新田さんとヤスさんは？」

「あ……では、自分もアイスコーヒーで」

「俺、一緒に行きます。一人じゃ持ちきれないっすよ」

「ありがとう」

　そう言った真悠子が嬉しそうに微笑んで、カウンターのほうへ向かった。

　その場に残された龍也が小さく笑うと、新田が龍也を意味ありげに見て言った。

「なんつうか……いい子っすね」

「……そうかぁ？」

「いい意味で平凡というか。俺らを怖がる素振りもないですし」

「まぁ……素性バラしてねぇからな」

「わざわざバラさなくても、俺らの格好見れば大抵の女は怯えますけどね」

　現にコーヒーショップにいる龍也たちは、見てくれからしてこの場で浮いているのが分かる。周りの客たちがこちらをちらちらと盗み見ているが、こういう反応がまぁ一般的だ。

　それに、これまで龍也が付き合ってきた女は、龍也のような稼業の人間を見慣れた水商売系の女がほとんどだった。そもそもこの町では龍也の家のことは周知の事実であり、堅気の女など決して龍也に近付いてこなかった。実際、道を歩けば見た目だけで龍也たちを避けていく人がほとんどだ。

　真悠子も確かに初めて顔を合わせたときは龍也の風貌に怯えたような様子を見せたが、それ以外で龍也を怖がるようなことはなく、今日初めて会わせた新田や安井に対しても特に気にする様子は見られなかった。

「まぁ、確かに変わった女だな……」

　そうこうしているうちに、真悠子たちが飲み物を買って席に戻って来た。

「お待たせしました！　はい。貴島さんと新田さんはアイスコーヒー」

　そう言った真悠子が龍也たちの前にそれぞれアイスコーヒーを置いた。

「おまえのは、それなんだ？　甘ったるそうな……」

「チョコバナナ……なんだっけ？」

「プラペチーノっす！」

　名前を忘れた真悠子の代わりに安井が得意げに答えた。

「ああ、そう。それ！　もう種類がいっぱいあるからどれにしようか悩んじゃって。しかも、ショート、トール、グランデってなに？　Ｓ、Ｍ、Ｌとかじゃないの？　トッピングなににしますかとかいろいろ聞いてくるから訳分からなくて……」

「そうなんすよ。この人、オーダーめちゃくちゃ待たせてましたからね」

「もう！　ヤスさん、それ内緒にしてって言ったのに！」

　真悠子が口を尖らせて抗議すると、安井が「あ」と舌を出した。

　年齢が近いこともあるのだろうが、たった数時間の買い物に付き合ううちに二人は随分と打ち解けたようだ。

「今日はありがとうございました。いろいろ付き合ってもらって、感謝してます」

　真悠子の言葉に、新田と安井が顔を見合わせた。

「なにかお礼を……って思ったんだけど、私なにも持ってないし。このドリンクのお金も実際は貴島さんのだし。結局、全然お礼になってないんだけど、楽しかったから皆でお茶したいなって思って」

　そう言った真悠子が照れ臭そうに笑った。

　人懐っこいといえば聞こえはいいが、相変わらず年上の相手にたいして敬語も忘れてしまうような真悠子をなぜか許してしまえるのは、独特なキャラクターのせいか。

「久しぶりにこんなにはしゃいじゃった！　現代って最高ね！」

　ふふふ、と笑ってプラペチーノのアイスを嬉しそうに口に運んだ真悠子に、新田と安井が再び顔を見合わせて吹き出した。

「真悠子さん、なんかいいキャラしてますね」

「いいキャラ？　それって褒められてるの？」

　嬉しそうに訊ねる真悠子の姿に龍也の頬も自然と緩む。

　──本当、変わった女だ。

　出会った時は正直面倒なことに巻き込まれたと思ったが、こうして弟分たちと楽しそうにしている真悠子を見ているうちに、あの夜偶然にも彼女を連れ帰ったのが自分でよかったのかもしれないと思った。

　何が原因でそうなったのかは分からないが、過去の世界から現代に迷い込むなんて訳の分からない状況に陥って不安なはずの真悠子が、少なくともいま自分の目の前で明るく笑っていることを龍也は嬉しく思っていた。




　買い物を終え、夕食も外で済ませてマンションに帰宅すると、両手に大きな紙袋をいくつも提げ、さらに抱えきれないほどの荷物を持った真悠子が、玄関で靴を脱ぐ拍子に抱えた荷物をドサドサと床に落とした。

　部屋まで安井たちに運ばせようと思ったのだが、「悪いから」と真悠子が自分で運ぶと言い張った。どうしても彼女が持ちきれない物は龍也が手を貸したが、基本的に人に何かを頼むということを申し訳ないと持っている節があり、自分でできることは自分でという一本筋の通った考えを持っているようだ。

「ほーら、無理するからだ」

　龍也が落ちた荷物を拾い上げると、真悠子がそれを受け取った。

「無理じゃないもの。部屋まではちゃんと運べたでしょう？」

　そう言うと、真悠子は抱えた荷物を自力でリビングへと運んだ。

「あ、このままここで荷物整理してもいいですか？」

「ああ、好きにしろ」

　龍也が答えると、真悠子がいそいそと大量の紙袋から買ったものを取り出して整理を始めた。どこかで聞いたようなメロディーの鼻歌を口ずさみ、袋から取り出した荷物を整理していく真悠子の姿を横目に龍也は冷蔵庫から缶ビールを取り出してソファに座る。

　真悠子がいくつも店を梯子したおかげで紙袋の量は相当なものだったが、実際中身を開けてみると本当に必要最小限の着替えしかない。

「着替え、それで足りるのか？　もっと買えばよかっただろ」

「とりあえずはこれで十分です。ここに置いてもらえるだけでもありがたいのに、贅沢はできないもの」

「……贅沢って、たいしたものでもないだろ」

　これまで龍也が女を連れて買い物になんて行こうものなら、高価なブランドの服やバッグを買わされるのが当たり前だったが、真悠子が選んだ服やその他必要なものはすべてを合わせても取るに足らない金額だった。

「にしても、色気のない服ばっかりだな……」

　龍也がソファに座ったまままだ開けられていない紙袋に手を伸ばすと、それに気付いた真悠子が慌ててその紙袋を奪って胸に抱えた。

「なんだよ」

「これは、いいの」

「は？　いっしょに開ければいいだろ」

「……察してください」

「なにを？」

「これ……下着なの。さすがにここで開けるのは」

　そう言われて、確かにデリカシーに欠けたと伸ばした手を引っ込めたとき、龍也はあることを思い出した。

「──ああ、そうだ。これ渡しとく」

　龍也が上着のポケットから取り出して、リビングのテーブルの上に置いたのは新しいスマートフォンだった。

「え、これ……」

「おまえのだ。好きに使っていい。なにかあったときすぐに連絡とれるほうが安心だろ」

「……いいの？」

「ああ。そっちのほうが持ち歩きには便利だからな」

　家にあるタブレットをすでに真悠子に自由に使わせているが、外に出るときなどはやはり小型のスマホのほうが使い勝手がいい。

「ありがとう……いろいろしてくれて。龍也さんって、見た目よりずっと優しい人ですね」

　真悠子がふふふ、と嬉しそうに微笑んだ。

「は？　なに言ってんだ。つか、見た目よりってなんだ、見た目よりって」

「だって。本当のことじゃないですか。ひょっとして、自覚ないんですか？　顔とか雰囲気とか結構怖いですよ？」

「……」

　自分でも強面だという自覚はあるし、見た目だけで人から怖がられたり、避けられたりすることには慣れているが、若い女にここまで面と向かってはっきり「怖い」などと言われたことは初めてだ。

「……悪かったな、人相悪くて」

「ふふ。人は見た目で判断しちゃダメって本当ですね。私は龍也さんのこと怖いなんて思わないし、それどころかすごく優しいって思いますよ」

「は？　どこがだよ」

「だって！　私みたいな得体の知れない女、普通に考えたら面倒だし、放り出されたって文句言えないでしょ。家に置いてもらえるだけでありがたいのに、こうして面倒まで見てくれるなんて、いい人以外に考えられない！」

　真悠子があまりに自信満々に言うので、龍也は思わず苦笑いを返した。

　──ヤクザに向かっていい人とかバカか、この女は。

　ここまで物事を素直に受け取り過ぎると、ちょっと誰かに優しくされたらその相手をすぐに信じてしまいそうで心配になってくる。

「なんだか、貴島さんにいろいろしてもらうばっかりで申し訳ないな……私にもなにかお返しできたらいいのに。私にできることないです？　あ、家のこと以外ね。家のことは置いてもらうお礼として普通にやろうと思ってるから」

　龍也のことを怖くないというだけあって、真悠子は本当によく喋る。

　ビビられて泣かれるよりマシだとはいえ、かつて龍也に対して、よく言えばこんなにも普通に接する女に出会ったことがない。

「なにか、ないですか？　私にできること」

　若さゆえ怖いもの知らずというか、度胸があるというか。

　そんな真悠子を見ていて龍也の中で閃いたことがあった。

　あの時はただ苦し紛れで口にしただけで、実際にアテがあるわけでもなかったし、いずれその役割をこなせそうな相手を見つけだせばいいと考えていた。

　もしかしたら、この女なら──？

　龍也のために何かできることはないかと言ってくるくらいだ。多少のことなら受け入れてくれるかも……そう考えた。

「ああ、そうだな。ひとつだけ、おまえが俺の役にたてることがある」

　龍也が答えると、真悠子が「え、なになに!?」と嬉しそうに目を輝かせた。

「本当に、やる気あるか？」

「やるやる！　私にできることなら、なんでも！」

　鼻息も荒く、かなり食い気味に言った真悠子に、龍也は静かに告げた。

「だったら。おまえ、俺の女になれ」

　龍也の言葉を聞いた瞬間、真悠子が目をぱちぱちと瞬かせて「は？」と短い声を放った。

「え、待って。どういう意味？」

「正確には、俺の女のフリをしろってことだ」

「フリってなに？　どうして？」

　そう訊ねた真悠子に、龍也は簡単に事情を説明すると、彼女はしばらく何か考えていたが、念を押すように訊ねた。

「……あの、それ。あくまでフリでいいんですよね？」

「ああ、そうだ。俺の両親の目を誤魔化せればそれでいい。つまりその場だけだ」

　とりあえず一度恋人として会わせておけば、両親からこれまでのような怒涛の見合い攻撃を受けることはなくなるはずだ。

　少しの間だけでも、煩わしいことから解放される。それだけでも龍也にとっては十分なメリットになる。

「分かりました。そんなことでよければ」

　真悠子は思いの外あっさりと恋人のフリをすることを了承してくれた。

　自分の立場を隠して真悠子にこんな提案をしていることに、多少良心が痛んだが、真悠子が自分から何かできることはないかと申し出てくれたのだ。これくらいのことなら、ばちは当たらないだろうと龍也は自分を納得させた。
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　それからしばらく経った五月のよく晴れた日のこと。

　真悠子が現代にやって来て、すでに約一カ月が経っていた。

　真悠子は朝から龍也に連れられて美容院で髪のセットとメイクをしてもらい、そのまま駅前にある高級デパートの中のブランド店に連れて来られていた。

「あの……両親に彼女紹介するのに、朝から美容院行かせて、服まで新調するの？　大袈裟じゃない？」

　これではまるで結婚の挨拶に連れて行かれるみたいだと思ったが、若い真悠子と違って三十過ぎの大人の男である龍也にとっては、彼女を紹介するというだけでもそれくらいの重みがあるのだろうか。

「いいから黙ってそれに着替えて来い」

　そう言った龍也に、半ば強引に試着室に押し込まれた。

　──ああ、そうか。貴島さん、社長さんって言ってたもんね。ってことは、裕福でお上品なお家なのかな？　フリとはいえ、それらしく釣り合って見えなきゃまずいってことか。

　そう考えて、真悠子は着ている服を脱ぎはじめた。

「ま。女の子らしい、きれいな服を持ってない私も悪いんだけど……」

　真悠子の私服は動きやすさ重視の普段着ばかりだ。さすがにシャツにパンツという普段着ではまずいと思ったのか、龍也に新しい服を買ってやると言われて、いまに至る。

　龍也が行きつけのブランド店で真悠子に選んだのは、淡いブルーのワンピースで、贅沢にあしらったレースとプチハイネックがお洒落なデザインだ。

　真悠子は龍也の選んだワンピースに袖を通しながら思わず「可愛い」と呟いた。

　普段は家にいて家事をするだけだし、動きやすい服があれば十分事足りるのだが、真悠子だって年頃の女だ。女性らしい可愛い服に興味がないわけではないし、実際に袖を通せばそれなりにテンションも上がる。

「着替えたか？　そしたら出て来い。次は靴だ」

　試着室の外の龍也が近付いてきて、床に靴を置いた音がした。

「ちょっと、待って。背中のファスナーが……」

　真悠子が答えた瞬間、試着室のカーテンがいきなり開いて龍也が中に入って来たことに驚いた真悠子は、反射的に後ろに飛び退いた。

「待って！　な、なんで入ってくるの？」

「はぁ!?　おまえが、ファスナーがどうとか言うからだろうが……」

「だからって貴島さんが入ってくることないでしょ。店員さん、呼んでくれたらいいのに」

「は？　たかが、ファスナーだろ。誰がしたって同じだ。ガキのくせにごちゃごちゃうるせぇんだよ」

　そう答えた龍也が試着室の中で真悠子の背後に立つと、彼の身体が大きいせいで妙な圧迫感を感じる。

　着替えを見られているわけでもないのに自意識過剰だったかと、黙って鏡に映る龍也を見ると、彼は何食わぬ顔のまま真悠子の背中のファスナーを閉めた。

　──そりゃあ、ひとまわり近く年の離れた私なんて、貴島さんの目に女として映らないのかもしれないけど。そこまで子供扱いしなくたっていいのに。

「ほら、出来たぞ。着替え終わったんなら、外出て、そこの靴を履け」

　真悠子は龍也が試着室にいきなり侵入してきたことと、まるで自分を子供扱いするその態度が不服ではあったが、黙って彼の言う通りにした。

　試着室から出ると、龍也が用意した靴を履いて鏡の前に立つ。

「まぁあ……！　お客様、よくお似合いで！　とっても可愛らしいです！」

　いつの間にかやって来た店員が両手を胸の前で合わせて猫なで声を出した。

　お世辞だと分かっていても「可愛い」と言われて嬉しくない女はいない。

　真悠子は照れながらも鏡に映る自分の姿を眺めた。

　髪も綺麗に整えてもらい、こんな素敵なワンピースを身に着けていると、自分で言うのもなんだが、まるでどこかの令嬢のようだ。

「悪くない。馬子にも衣裳だな」

　自分でもそう思ってはいるが、人に言われると微妙に傷つく。

「……貴島さん、デリカシーって言葉知ってます？」

　ひどい言葉に抗議をすると、龍也がはは……と白い歯を見せて笑った。

「冗談だ。よく似合ってる。見違えた」

　思ってもみなかった褒め言葉と、彼の柔らかな笑顔に思わずドキッとしてしまう。

　──貴島さんって顔つきは確かに怖いけど、笑うと意外に優しい顔するんだよね。

「靴は？　サイズどうだ？」

「はい。大丈夫だと思います」

　普段スニーカーばかりでこんなに踵の高い靴は履くことがないせいで少し違和感はあるが、大人の女になったみたいでドキドキする。

「じゃあ、服はこのまま着ていく。靴とバッグも一緒に支払いを」

　龍也が傍にいた店員に言うと、店員が「かしこまりました」と言って真悠子が着ていた服を試着室からすべて回収して、レジカウンターのほうへ歩いて行った。




　買い物を終えると、龍也が近くに待たせていた車に乗り込んだ。

「真悠子さん、今日は随分と可愛らしいですね。スカート姿も似合うじゃないですか。普段、パンツ姿ばかりなので新鮮ですね」

　運転席に座っていた安井が、開口一番に言った。

「べつに好きでこんな格好してるわけじゃ……。貴島さんが、挨拶に行くのにきれいにしておけって、無理矢理……」

　真悠子が自分の本意ではないことを主張すると、助手席の安井が「なに言ってんすか、めっちゃ似合ってるっす！」と満面の笑みで「グッ」と親指を立てた。

「おい。まず、その〝貴島さん〟って呼び方、どうにかしろよ。本当に恋人同士かって疑われるだろうが」

　偽の恋人役を引き受けたまでは良かったが、実のところ昨日までたいした打ち合わせもしていなかった。

　一日くらいなんとかなるだろうと軽く考えていた真悠子だったが、引き受けた以上は龍也がそれなりに満足する仕事をしなければならない。

　出会いや馴れ初めなど、それらしい設定を設けてお互いを名前で呼び合う練習なども一夜漬けでしてみたが、たった一日の練習でそれが定着するはずもない。

「貴島さんだって、私のコトいつまでも〝おまえ〟って言うくせに」

「はぁ？　俺はちゃんと分かってるっつうの。おまえこそ、言ったそばから〝貴島さん〟出てんじゃねぇか」

「あー、またおまえって言った！　今度〝おまえ〟って言ったらデコピンしますからね」

　真悠子が両手を握りしめてファイトポーズをすると、龍也が呆れた顔をする。

「なんだよ、デコピンって。俺は本番に強いタイプだから、そんなヘマはしねぇ」

「私だってしませんからっ！」

　そんな真悠子と龍也のやり取りを聞いていた前の席の二人が、お互いに顔を見合わせてなぜか笑いを噛み殺している。

「え、ちょっと。新田さんたちどうしたの？　なんで笑ってるの」

「あ、いや。なんでも……なぁ、ヤス」

「いやー、ウケますね。兄貴が女と子供みたいな言い合いしてんの初めて見ました」

「なにそれ……」

　真悠子が安井の言葉にむっと膨れると、隣に座っている龍也がニヤニヤと笑いながら真悠子を見つめた。

「もう、龍也さんまで笑ってるし」

「お。やっと名前で呼べたな。その調子で頼むわ」

　もちろん敢えて意識して名を呼んだのだが、それをこうして指摘されるのはなんだか恥ずかしい。

「……そういうとこ嫌い」

　龍也の恋人のフリなんて自分に務まるのだろうかと思っていた真悠子は、実は朝からとても緊張していた。というのも龍也が貴島家に関する事前情報をくれないままだったからだ。

　両親と身元を引き受けている若い連中がいる、という情報だけで、どんな家柄なのかとかご両親はどんな性格なのかとか、知りたいことはたくさんあるのに「行きゃわかる」と言われるだけなのだから、その心細さは察してほしい。

　そんなことを悶々と考えていた真悠子だったが、朝から龍也に振りまわされた挙句、こんな言い合いをしているうちに、緊張感はいつの間にかどこかに吹き飛んでいた。

　車は街の中心地から郊外へと向かい、その車が大きな門構えの豪邸に入っていくのを見て、さすがに真悠子も心臓がきゅっと縮こまるような感覚に陥った。

　──え、もしかして、ここなの？

　真悠子の独断と偏見であるが、龍也の家の外観は、一軒家というより大きな老舗の旅館のようで、周辺の家々と比べると際立って豪華だ。真悠子が戸惑いながら辺りを見渡しているうちに、玄関の目の前でゆっくりと車が停止した。

「兄貴と真悠子さんはここで」

　安井が車を降り、真悠子の座っている助手席の後部ドアを開ける。真悠子はその家の外観に圧倒されるように、口をあんぐりと開けながら恐る恐る車を降りた。

　──龍也さんのご両親って何者？　こんな豪邸に住んでるなんて、相当なお金持ちなの？

「おい、真悠。呆けてないで、行くぞ」

　龍也に促されて、真悠子は慌てて彼の後に続いた。

　このとき初めて龍也が自分の名前を呼んだのだが、そんなことに気付く余裕などなかった。

　玄関先では妙に貫禄のある初老の男性が掃き掃除をしていて、龍也と真悠子の姿に気付くと掃除の手を止めて深々と頭を下げた。

「若、お帰りなさいませ」

「ああ。ただいま」

「頭と姐さんは奥の部屋に」

　頭を上げた男性が玄関を開けると、今度は若いチンピラ風の男衆がどどっと押し寄せて次々に「若！」と龍也に挨拶をしている。

　──え、なに？　若って？　ていうか、この見た目ガラの悪い男の子たちって、昨日龍也さんが言ってた身元を引き受けている若者ってこと？

　この人たちって、どうみても……。

　そこまで考えて、真悠子はさっきまで一緒にいた新田や安井のことを思い浮かべた。

　もともと真悠子は男性のファッションに敏いほうではないし、現代ではこういうファッションが流行っているのかな……程度にしか考えていなかったが、二人の着ている服も思えばどことなく一般の人と少し違って見える。

　極めつきは、龍也を出迎えた若い男の子たちの腕からチラリと覗いた入れ墨だった。

　──入れ墨って現代ではファッション感覚で入れる手軽なものとか？

　いやいや、さすがに違うか！　でも……こういう見た目の人たちっていわゆるその筋の人たちのイメージというのが一般的な気がする。

　そこまで考えて、ふと視線を上げた玄関先で真悠子が見たものは、柱の梁のところに一枚板で飾られた「貴島組」という仰々しい表札だった。

　その名前を目にした途端、真悠子にも思い付くことがあった。

　──貴島組って。もしかして、あの!?

　真悠子は自分の想像に身震いした。この街に住むものなら知らない者はいない、昔からある名の知れたヤクザの組だ。

　真悠子は目の前が真っ暗になるような感覚に頭を抱えながら、心を落ちつけるために大きく息を吐いた。

「真悠。どうした？　行くぞ」

　龍也に促されて奥の部屋へと向かう長い廊下を歩く。よく見るとその長い廊下には大きな壺や絵画など、やたら値の張りそうな装飾品が飾られている。

　こんな高価そうなもの、普通のお宅には置いてないよね？

　周りに人がいなくなったところで、真悠子は龍也のスーツの袖を引っ張った。

「ねぇ。龍也さん、どういうこと!?　貴島組って……聞いたことある。龍也さんって、もしかしてヤクザ……なの？」

　もし違っていたら申し訳ないという思いで、真悠子なりに精一杯気を使った声量で訊ねたつもりだったが、龍也は平然と答えた。

「……まぁ、世間一般的にはそう呼ばれることが多いな」

「はぁ？　ヤクザなんて聞いてないけど！」

「言ってねぇし、聞かれてもいねぇし」

「いや、聞いたよ？　聞きました！　ご両親なにしてるのって、昨日！　お仕事についても、私、確かに聞きましたよね!?」

「いや──変にビビらせんのもアレかな、と」

「アレじゃないわよ！　言っといてよ！　こっちにも心の準備ってもんが……！」

　精一杯声を抑えながらではあるが、噛みつくように言うと、龍也が悪びれもせずに答えた。

「役に立てることはないかって聞いたのは、おまえだよな？　で、俺の提案を受け入れたのもおまえだ」

「……そりゃ、言ったけどっ！　受け入れたけどっ……」

　まさか、ヤクザの男の恋人のフリをさせられるとは思わないじゃない!!　という叫びは心の中だけにしておいた。

「じゃあ、降りるか？」

　そう訊かれて、真悠子は言葉に詰まった。

　確かに何かできることはないかと言ったのは真悠子自身だし、この現代にやってきてからというもの、龍也には世話になりっぱなしであることは事実だ。

　龍也がヤクザの血筋の者だったとして、これまで彼に受けて来た恩はありがたいと感謝しているし、何かお礼をしたいと考えているのも変わらない。

　龍也が真悠子に非人道的行為をしたかといえば、実際は何もされていない。彼がもし本当に悪いヤクザだったならば、真悠子は若いというだけで、今頃風俗店に売り飛ばされていたかもしれないのだ。

「……降りない」

「は？　どうしてだ。ヤクザは嫌いなんだろ？」

　龍也が余裕の笑みを浮かべながら訊ねた。

「……好きじゃないけど。私にとって、龍也さんは悪い人じゃない」

　龍也が自分に何かひどいことをしたのなら話は別だが、真悠子の目から見た龍也は決して悪い人ではないし、新田や安井も含め、そういった組織に属しているからといって、皆が皆、凶悪な罪を犯しているとは思いたくない。

　ここまで来てしまったことだし、とりあえず腹を括ろう！

「やってやるわよ、恋人役くらい！　恩は返さなきゃ、でしょ」

「はは。意外と義理堅いんだな」

「だって……私が龍也さんにお世話になってるのは事実だし、私は龍也さんがいなきゃ、たぶんこの世界で生きていけないもの」

　いま、この場で龍也から離れたとして、過去から来たなどという得体の知れない人間の面倒を見てくれる人間なんて、どこを探しても見つかるはずがない。

「そりゃ、賢明な判断だ。やるからには最後まで付き合ってもらう。その代わりと言っちゃなんだが、俺もおまえを放り出したりはしねぇ。それは、絶対に約束する」

　この約束するという言葉は、真悠子にとって何よりも嬉しい言葉だった。

　自分がいつどうなるかも分からない世界で、この男だけは最後まで自分を放り出さないと言い切ってくれたことが、真悠子にとっては堪らなく嬉しいことだった。




「あら、あら、あら！　あなたが真悠子さん？　やだ、もう！　龍也ったら、こんな若くて可愛らしい子、どこで捕まえたのよ。付き合ってるお相手がいるならもっと早く紹介してくれたらよかったのにぃーっ」

　龍也の両親と顔を合わせて何より驚いたのは、世間一般のその筋の人間のイメージとの大幅なギャップだった。

　龍也の父親の藤一郎は、確かに彼と顔がよく似ていて強面ではあるが、口調はとても柔らかく、妻である龍也の母親の雪子にベタ惚れなのが見ているだけで伝わってくる。何かにつけて「雪子さん、雪子さん」と甘える姿がとても可愛らしい男性だった。

　母親の雪子も明るく朗らかで、初めて会った真悠子も少し話しただけで思わず惹かれてしまうような素敵な女性だった。

「たっちゃん！　どうやって口説いたの？」

「はぁ!?　なんでそんなこといちいち話さなきゃなんねぇんだよ」

　母親の雪子が龍也にグイグイ迫り、龍也はそんな母に圧され気味なのが意外過ぎて、思わず笑いが込み上げてしまう。

　──龍也さん、こんな顔して、家ではたっちゃんとか呼ばれてるんだ。可愛い！

「えー、教えてくれてもいいじゃない。いいわよ、いいわよ、真悠子さんに聞くから。ねぇ、龍也にどうやって口説かれたの？　出会いは？」

　質問の矛先が急に自分に向いて焦ったが、龍也とアイコンタクトを交わしながら、昨夜入念に打ち合わせた設定どおりに答えた。

「あ……ええと。龍也さんとは、公園で出会って。私、ジョギングを日課にしているんですけど、走っている時に私が足をくじいてしまって。ちょうどその場を通りかかった龍也さんが手当てをしてくれたのが縁で……」

「まっ！　そんなことが？　うちの子ね、顔は怖いけど意外と優しいのが自慢なのよ」

「そう、顔は怖いけどな」

「親父が言うなよ。あんたに似てこんな顔なんだよ」

　親子三人のやり取りを見ていると、ごく普通の仲のいい家族の会話でしかない。

「で、そのあとは？　手当てって、龍也の家でか？　まさか、こんな若くて可愛い女の子をいきなり部屋に連れ込んでいかがわしいことしてないだろうな？」

　藤一郎の言葉に、龍也がうんざりした顔をする。

「するわけねぇわ！　俺をなんだと思ってんだよ」

「で、それから？」

　雪子が興味津々といった顔で真悠子に先を促す。

「私がお礼に食事に誘って……それから何度か会うようになって。龍也さんに、その……付き合ってほしいと言われて」

　あくまで設定として両親にそれらしい馴れ初めを話しているだけなのに、頭の中でそのシチュエーションを想像してしまって無駄に照れてしまったのが、却って現実味があったようだ。龍也の両親がその設定を信じてくれたことに真悠子はほっと胸を撫で下ろした。

　そのあと夕食の用意があると言われ、それこそまるで旅館の宴会場かと思うような大広間で、皆で食事をすることになった。

　その食事の場には、もちろん新田や安井もいて、強面の男衆だらけのその場の雰囲気に圧倒される真悠子を気遣ってくれる。

　玄関先で龍也を出迎えていたチンピラ風の若い衆も、話してみれば気さくで朗らかな子たちで、皆自分たちの面倒を見てくれている龍也の両親を心から慕っているようだった。

「真悠子さん、遠慮しないでじゃんじゃん飲んでくださいよ」

　安井に言われて、真悠子は「ありがとう」と頷いた。

　これまで何も知らなかった龍也のことを知ることができた新鮮さと、貴島組という大きな家族の温かさに触れられた喜びにテンションが上がった真悠子は、勧められるままに酒を飲み、龍也がそれに気付いて止めに入る頃にはすっかり出来上がってしまっていた。




「着きましたよ、兄貴」

「ああ、サンキュ」

　車が止まった気配がして、安井と龍也の声が聞こえた。

　安井にマンションまで送ってもらう間、真悠子は車の後部座席で龍也の肩を借りて眠っていた。

　成人して一年足らずであることと、普段からあまり酒を飲む機会のなかった真悠子は、勧められるままに飲んだ結果、酷く酔ってしまった。

　少し胃の辺りがムカムカするような不快感と頭痛があったが、吐いてしまうほどでもなく、帰りの車の中ではうつらうつら眠っていた。

「おい、起きろ。着いたぞ」

　龍也に揺り起こされ、真悠子はゆっくりと目を開けた。

「……どこ？」

「どこ、じゃねぇよ。家に着いた。降りろ。つか、降りれるか？」

「あ……うん。降りれる……」

　なんとか身体を動かして地面に足をついたものの、足元がふらついて転びそうになった真悠子を龍也が支えた。

「おいおい……。ひどい酔っ払いだな。ふらふらじゃねぇか」

　龍也が呆れたように言うのが真悠子の耳に届いたが、普段ならここで何か言い返すところなのに、頭がふわふわしてそれどころではない。

　真悠子が揺れる身体を龍也に預けると、龍也が真悠子を力強く受け止めた。その力強さになんだか安心する。

　──龍也さん、身体が大きいから私が寄り掛かってもびくともしない。

「真悠子さん。結構、飲まされてましたもんねぇ」

「飲まされてましたもんねぇ、じゃねぇんだよ。ヤス。おまえ、真悠の近くにいたんならこんなんなるまえに止めろよ」

「や、だって。顔色全く変えずにすげーハイピッチで飲んでるから、酒強いのかと思ったんですよ。ていうか、このぶんだと部屋まで歩くのは無理っぽいっすよね。真悠子さん、運ぶの手伝いますか？」

　安井の言葉に、龍也がゆっくりと首を振った。

「いや、いい。こいつ一人くらい抱えるのわけねぇよ。もう帰っていいぞ。帰りの運転、気を付けろよ」

　安井にそう言った龍也が、そのまま軽々と真悠子の身体を抱き上げた。

　ふわっと足が宙に浮いて、身体が龍也の力強い腕に支えられる。彼が歩くと、その動きに合わせてゆらゆらと揺れるのが、まるでゆりかごに揺られているようでなんとも心地いい。

　真悠子が頭を龍也の身体に預けると、ちょうど耳元で一定のゆったりしたリズムを刻む龍也の鼓動が聞こえる。

　──龍也さん、なんだかいい匂いする。

　それに、近くでドクンドクンって胸の音が聞こえるの、すごく安心するな。ああ、だめ……すごく眠い。

　真悠子は再び強烈な睡魔に襲われ、いつの間にか目を閉じていた。

　次に目を覚ました時には、真悠子は寝室として龍也から与えられている自分の部屋のベッドの上にいた。

　マンションの駐車場で車を降りたところまではなんとなく覚えているが、そのあとの記憶は曖昧だ。

　部屋は薄暗く、ベッドのサイドテーブルの上の時計に触れると画面が点灯し、時刻を確認することが出来た。

「やだ。もう、十二時過ぎてる……。私、あのままずっと寝ちゃってたんだ」

　ベッドから下りて部屋の明かりを点けると、昼間から着ていた余所行きのワンピース姿のままだった。酔いもだいぶ覚め、身体に少し倦怠感は残るが、頭は随分すっきりしていて、気持ち悪さも消えていた。

　真悠子が部屋を出るとリビングの明かりが点いていて、龍也が一人ソファに座って寛いでいた。

「起きたのか。そのまま朝まで眠っちまうかと思ってた。気分は？」

「うん……大丈夫。ごめんなさい、飲み過ぎちゃったみたいで」

「いや、気にするな。具合が悪くないなら、軽くシャワーでも浴びてさっさと寝ろ」

「……ありがとう」

　真悠子は素直にそう返事をして、自分で着替えを用意するとそのまま浴室に向かった。

　時間を掛けず、さっとシャワーを浴びてリビングに戻ると、龍也はまだ起きていて、さっきと同じようにソファで寛ぎながら缶ビールを飲んでいた。

　普段ダーク系のスーツが多い龍也には珍しく、白いティーシャツに下はスウェット姿、いつもはかっちりと上げている前髪が下りているのが新鮮に映った。

　──いまごろ気付いたけど、龍也さんがこんなふうに寛いでる姿、あんまり見たことなかったな。

　真悠子が朝起きる頃にはすでに龍也が起きて着替えを済ませていることがほとんどだったし、夜も風呂に入るのは決まって真悠子のあとだったし、寝るのも真悠子が眠りについてからだったからだ。

「ご実家でもあんなに飲んでたのに、まだ飲んでるんですか？」

　真悠子はそう言って、まだ少し濡れた髪で部屋着が湿らないよう肩にバスタオルを掛けたまま、龍也の隣に座った。

「あのな。ベロベロになってたおまえに言われたかねぇよ。……ったく、加減っつーもんを知らないのか」

「……だって。あんなにお酒飲んだの生まれて初めてなんだもん。私、まだ二十歳だし、いままでだってそんなにお酒を飲む機会もなかったから」

「だったら、尚更慎重になれっての……」

　呆れ顔の龍也に、真悠子は「あはは」と笑い返す。

「ところで、龍也さん。私、ちゃんと恋人らしくできてました……？」

　真悠子が訊ねると、龍也がうーんと考えるように上を見上げてから、

「まぁ……及第点だろ。親父たち、テンション上がって完全に信じてたっぽいしなぁ」

　と答えてくれたことにほっと胸を撫で下ろした。

「よかった！　それにしても龍也さんのご実家が、あの貴島組だったなんて驚いて心臓飛び出るかと思った。先に言っておいてくれたらよかったのに」

　真悠子が言うと、龍也が呆れたような顔を見せた。

「アホか。言ってたら余計ビビっただろ」

「……確かに。玄関入った時はとんでもないところに来ちゃったと思って怖くてドキドキしてたのに、龍也さんのご両親のあのノリ！　私がイメージしてたヤクザさんとのギャップがすごくて……」

　真悠子が思い出したように笑うと、龍也も「まぁ、そこは否定しねぇ」と苦笑いを返した。

「私、偏見持ってた。これ……龍也さんの前で言うのもなんだけど、ヤクザの人たちってもっと厳つくて怖くて、やたら暴力的な人たちを想像してたの。だから、龍也さんのお家の雰囲気は意外だったな」

　真悠子が言うと、龍也がテーブルの上のもう一つの缶ビールの口を開けた。

「あれは、特殊だろ」

「ご両親もですけど……皆さん素敵だったなぁ」

「素敵？　どこがだよ」

　龍也が顔を歪めたのを見て、真悠子は「ふふ」と笑った。

「素敵ですよ。皆さん血が繋がっているわけでもないのに、すごく仲が良くて本当の家族みたいで温かくて……。うちの家族もね、すごく仲がよかったんですよ。だから……なんていうか……」

　話しているうちに、急に優しかった両親のことを思い出し、現代での自分は娘として彼らに会うことが出来ないのだと思うとふいに寂しさが込み上げてきた。

　急に静かになった真悠子の異変に気付いた龍也が、そっと真悠子の顔を覗き込む。

　目に涙が滲んだのを龍也に悟られたくなくて不自然にならないよう俯くと、龍也が真悠子の頭をそっと撫でてきて、堪えていた感情が抑えられなくなってしまった。

「……ねぇ、龍也さん。お願い。いまだけ、ちょっと肩貸して」

「好きにしろ」

　横に座っている龍也にそっと身体を預けると、龍也は黙って真悠子を受け入れてくれた。

　──ああ、やっぱり大きいな。なんだろ、このどっしりとした感じ。すごく安心する。

　真悠子はそのまま目を閉じた。

　自分でも不思議でたまらなかった。男性との交際経験などほとんどなく、男性と密着する経験も少なかった自分が、こんなふうに誰かに甘えてみたいと思うなんて。

　年が離れているから？　お兄さん……いや、お父さん的な感覚？

　同年代の男の子たちには一度だってこんなことはなかったのに、なぜだろう？　この人には思いきり甘えてもいいような気がしてしまう。

「なんだ、お子様モードだな」

「そうかも……。お父さんたちのこと思い出したら、急に寂しくなった」

　真悠子が龍也の上体に寄り掛かるように身体を預けると、龍也が腕を動かしてそっと真悠子の頭を抱え込むようにして撫でた。

　龍也の手が真悠子の頭を撫でるたび、胸の中に熱いものが込み上げる。

　──よかった。この人が居場所をくれて。ここにいていいって言ってくれて。

　そうでなければ、自分は今頃どうなっていただろう。考えただけで怖くなる。

　いつの間にか零れた涙はそのままにしておいた。涙を拭ってしまったら、泣いていることに気付かれてしまう。

　何も言わずに黙って頭を撫でてくれる大きな手と胸の温かさが何よりの救いだった。

　真悠子がずびっと鼻をすすると、龍也が頭を撫でていた手を止めた。

　龍也の手が真悠子の顎に触れ、くいと持ち上げられると至近距離で目が合ってドキッとした。こんなにも間近で龍也の顔を見たことがなかったのもあるが、一見怖そうに見えるその顔は、目鼻立ちがはっきりとしていて彫りも深く、とても整っていて美しい。

　涙に気付いた龍也が、真悠子の顔に手を添えたまま親指でその涙を拭った。

「隠れて泣くな。堂々と泣きゃいいだろ……」

　そう言った瞬間、彼の表情がふっと緩んだ。そのままゆっくりと顔が近付いてきて、彼の唇が真悠子の唇に触れた。

　一瞬何が起こったのかと思ったが、真悠子はそれが嫌じゃなかった。そっと目を閉じると、押し当てられた彼の唇がゆっくりと離れていくのが分かった。

　真悠子が目を開けると、龍也がはっとしたように立ち上がり真悠子から距離を取った。

　それから何事もなかったように、テーブルの上の缶ビールを両手に持つと、

「甘えモードはお終いな。俺ももう寝るから、おまえもさっさと寝ろ」

　と言ってキッチンのほうへと歩いて行ってしまった。

「……え？」

　──いまの、なに!?

　思い過ごしじゃなければ、いま私、龍也さんに……キス、されたよね!?

　にわかに信じられないことだが、真悠子の唇にはまだその感触が残っている。

　──待って、待って。どういうこと？　さんざん子供扱いされてたのに!?

「……なんで、キスなんか」

　そう呟いて両手を頬にあてると、異様なほど熱を持っているのを自覚する。

　ていうか、さらっと奪われたけど、あれ、私のファーストキスなのに！

「ダメだ……頭がパニック起こしてる」

　真悠子がふらりとソファから立ち上がると、もうダイニングにもキッチンにも龍也の姿はなかった。

「あんなことしといて、自分はさっさと寝ちゃうなんて……」

　ぼそりと呟いた真悠子は、リビングの電気を消し、静かに自分の寝室へ向かう。

　部屋に入るなりベッドの上に飛び込んで、枕に顔をうずめたまま足をバタバタさせた。

　──ほんと、どうしてあんなこと。

　突然キスされたのに、嫌じゃなかったっていうのが……。

　なんか、なんか、もう！　うわーーーーーっ！

　龍也にされたキスを思い出してそっと唇に触れてると、また心臓がドキドキしてくる。

「……なんなの、これ」

　彼の行動に意味なんてなかったのかもしれない。

　実家でも随分飲んでいたし、さっきもリビングで飲んでいた。彼がどの程度酒に強いのかは分からないが、あんなスンとした表情をしていても実はとても酔っていたのかもしれない。

　明日になったら、もしかしたら覚えてないなんてこともあるのかも──。

　そうであれば、あの程度のことは事故だと思って忘れてしまうこともできるのに、龍也にされたキスがなかったことになってしまうのを想像して、なぜか寂しいと感じてしまったことに真悠子は少し戸惑っていた。
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　翌朝、珍しくゆっくりとした朝を迎えた龍也は、真悠子が寝室のドアをノックする音で目を覚ました。

「龍也さーん。朝ご飯食べます？　それともコーヒーだけ？」

「ああ、飯はいい。コーヒーだけもらう」

　ドアの向こうの真悠子に返事をし、ゆっくりと身体を起こした。

「……久々に頭痛てぇ」

　髪をかき上げながら大きく息を吐く。

　昨夜は少し飲み過ぎたかもしれない。

　元々酒は強いほうで、いくら飲んでも顔色が変わることもない。父親の藤一郎も酒は強いし、祖父も強かったことから、この体質は遺伝によるものだろう。

　若い頃からどんなに飲んでも記憶を失くすようなことはなく、それは今でも変わらない。

　とはいえ、二十代の頃のように無茶な飲み方をしなくなったこともあるが、以前と比べると少しずつ許容量が減ってきた気はする。

　龍也はクロゼットからスーツを取り出すと、選んだスーツに合うシャツに袖を通した。

「……酔ってた、のか？」

　龍也の実家で家族や組の連中と賑やかな時間を過ごしたあと、真悠子が自身の家族のことを思い出して感傷的になったのか、急に甘えていいかとすり寄ってきた。彼女のしたいようにさせ、龍也もまたそれを受け入れた。

　まだ二十歳を過ぎたばかりの真悠子が、親を恋しく思う気持ちは龍也なりにも理解できたし、そんな真悠子の気持ちに寄り添うつもりだった。

　自分に身体を預けた真悠子の肩が小さく震えはじめ、いっそ大声を出して泣いてしまえばいいのに、堪えるように静かに涙を流す真悠子を見ているうちに何ともいえない感情が湧き上がったのは覚えている。

　気付いたときには触れていた。

　散々、子供みたいだと思っていた女相手に──。

　出会ったときからこれまで、龍也はひとまわり近く年の離れた真悠子に対し、保護者感覚で接していた。

　物怖じしない代わりに少し生意気で、けれど人懐っこくて可愛げがある真悠子に人として好感を持っていたのは確かだが、女として意識したことはなかった。

　はぁ……と深く溜息を零して、着替えを終えた龍也がジャケットを片手に部屋を出ると、キッチンからコーヒーの香ばしい香りがした。

「あ、おはようございます。少し待ってね、あとちょっとだから」

　真悠子がキッチンでコーヒーを淹れている。お湯に溶かすだけのインスタントコーヒーしか淹れたことがないと言っていた真悠子に、豆の挽き方や淹れ方を教えたのは龍也だ。

「はい、どうぞ」

　龍也が座ってスマホでニュースのチェックをしていると、真悠子が淹れたてのコーヒーを龍也の前に置いた。

「ああ、サンキュ」

　龍也がそのコーヒーに口を付けると、真悠子が傍でその様子を窺っている。

「……なんだ？」

「何点？　今日は結構おいしく淹れられた気がするの」

　そう言って評価を期待するような目をする真悠子の圧に負け、龍也は黙ったまま淹れたてのコーヒーを口に運んだ。

「七十五点、ってとこか」

「やった！　最高得点！」

　くるっとターンをしながらガッツポーズをした真悠子を見て思わず笑ってしまう。

　最初はやたら濃くて苦くて、とても飲めた代物ではなかったが、確実に淹れ方が上達している。

　本人はあまりコーヒーが得意ではないらしいが、意外と凝り性なのか、龍也に「おいしい」と言わせるために、ネットの動画でコーヒーの淹れ方の勉強をしていると聞いた時にはさすがに驚いた。

　真悠子が現代にやって来て、約一カ月。若いこともあり、この現代の生き方に慣れるのもあっという間で、龍也の目から見ても毎日を快適に過ごしているように見える。

　ふと真悠子を見ると、しっかりと目が合ったが、べつにいつもと変わりない。

　龍也は、昨夜、自分が真悠子に対して思わずしてしまったことを覚えている。

　覚えているからこそ、正直気まずい思いもあり、真悠子にどういう態度を取ればいいかと多少悩んだりもしたが、真悠子のほうはまるで何事もなかったように普段どおりだ。

　拍子抜けしたような気分にもなったが、昨夜のことを蒸し返されたり、変に意識されるよりはマシだと、こちらも何事もなかったように振る舞うことに決めた。




「じゃ、行ってくる」

　身支度を整えて玄関で靴を履いていると、自分の朝食の片付けをしていた真悠子が慌てて見送りにやって来た。

「龍也さん。もう出掛けるところなのに、ごめんなさい。あの……お願いがあるんだけど聞いてもらえる？」

　真悠子が少し遠慮がちに訊ねた。

「……なんだ。金か？　この間渡したの、足りなかったか」

　龍也がポケットから財布を取り出すと、真悠子が「違う違う！」と両手を胸の前で振った。

「じゃあ、なんだ？」

　龍也が訊ねると、真悠子が上目遣いに龍也を見た。

　これは別に彼女に何か意図があるわけではなく、ただ単に自分との身長差があるためにこうなってしまうだけだ。

「……あのね。私、働いてみたいの。これまでどおり、家のことはきちんとするつもりなんだけど……昼間の空いた時間に少しでも働けたらって思ってて。いまの私って、龍也さんに経済的にも頼りっぱなしでしょう？　お世話になってばかりなのはやっぱり気が引けるし、自分の欲しいものくらいは自分の稼いだお金で買ってみたくて」

「べつに、おまえの欲しいものなんて知れてるだろ。渡した金で、好きなもの買えばいい」

「そうじゃないの。家にばかりいるとさすがに息も詰まるし、働くことで別の居場所が欲しいっていうか……私にできる普通の生活がしてみたくて」

　真悠子の言葉に、龍也もなるほどと思った。

　真悠子には龍也が家に帰るまでの間、好きに過ごしていいと言ってあるが、こんな若い女が一日家にいて家事だけしているというのも確かに退屈だろう。

　普段顔を合わせる面子も、龍也のほかに新田や安井といったむさくるしい男ばかりだし、真悠子が他にも人間関係を広げたいと考えるのは当然のことだ。

「勝手に決めちゃうのもアレかなって思って……。できれば、龍也さんの知り合いとかで、経歴とかあれこれ聞かれたりしないところを紹介してもらえないかなって」

　真悠子が強請るように龍也を見つめた。

「ああ、そういうことか……」

　普通に仕事をするとなれば、当然履歴書や身分証明書が必要になるだろうし、そういった過去を根掘り葉掘り聞かれない場所で働きたいのだろうという彼女の気持ちを察した。

「分かった。いくつか当たってみる」

　龍也が答えると、真悠子がぱぁっと花が咲いたような嬉しそうな顔をした。こういう表現をすると大袈裟だと思うかもしれないが、真悠子の嬉しそうな顔は本当に花開くようなのだ。

「じゃ、いってらっしゃい」

　真悠子の声を背中に聞きながら、ゆっくりとドアを閉める。

　毎朝聞く彼女の「いってらっしゃい」の響きが、案外心地よいものだと感じるようになったのは最近のことだ。

「変わった女だし、生意気なところもあるけど……嫌じゃねぇんだよな」

　これまでも何人もの女と付き合ってきたが、龍也が相手の女を部屋に招き入れることはほとんどなかった。本来自分のテリトリーに他人を入れるのが得意ではなかったのもあるが、テリトリーを守ることで一定の距離を保ちながら優位に付き合うことができる。

　女に限らず、距離が近くなれば遠慮がなくなる。相手に束縛されたり、息苦しくなるような付き合いはごめんだ。

　──そんな俺が、誰よりも面倒な女を家に置いているなんて笑えるな。

　ふっと思い出し笑いをし、龍也はマンションの下に迎えに来ていた車に乗り込んだ。




　それから二週間ほど経って、真悠子の仕事の件で声を掛けてあった知り合いから連絡があった。龍也の高校時代の友人が経営している小さな定食屋で主にホール係をしているパートスタッフが、事故で全治三カ月の怪我を負い、急遽人手が必要になったということだった。

「え？　龍也さんのお友達がやってる定食屋さん？　私、そこで働けるの？」

「ああ。事情が事情なだけに、すぐにでも人手が欲しいらしくてな。明日は定休日だから、明後日からってことなんだが、どうする？」

「どうするもなにも、私でいいなら行きます。だって龍也さんのお友達、困ってるんでしょう？」

「まぁ……できれば早いほうがと言ってたから、明後日から行けるならあいつも助かるとは思うが」

「ぜひ、働かせてください！」

　常々思うことだが、真悠子には本当に迷いというものがない。

「楽しみ！　私、ここに来る前、小さな喫茶店のバイトしてたんです。だから、注文取ったり、お料理運んだりするのはたぶん得意です」

「へぇ。即戦力になれるといいな」

「自信はないけど、せめて迷惑かけないように頑張ります！」

「駅からすぐだし、場所も分かりやすいところだと思うが、一応地図送っとく」

　龍也が真悠子に分かりやすいよう友人の店の情報をＳＮＳメッセージで送ると、真悠子が早速スマホを見ながら情報を確認している。

「〝きくちや〟さん？　へぇ……趣がある素敵なお店」

「連れの苗字が〝菊池〟だから〝きくちや〟。まんまだろ？　曾じいちゃんの頃からやってる店って言ってたな。俺も新田たち連れてたまに昼飯食いにいくけど、とんかつがめちゃくちゃうまい」

「とんかつ！　えー、私も食べてみたい」

　真悠子が目を輝かせた。

「とりあえず、明後日の九時半。店は十一時からだけど、オープン前に仕事の流れ教えておきたいって」

「分かりました。龍也さんたちもたまに来るんなら、尚更頑張らなきゃ！　恥ずかしいとこ見られたくないし」

「……まぁ、ゆるく頑張れや。菊池はいいやつだし、嫁さんも明るくて優しいから、慣れれば楽しいと思うぞ」

　龍也が言うと、真悠子が「ありがとう」と心からに嬉しそうに礼を言った。




　真悠子が龍也のもとにやって来てちょうど二カ月半が過ぎた六月下旬。

　まさに梅雨の真っ只中で、毎日はっきりしない天気が続いている。

「浴室乾燥機、すごく便利！　こんな雨の日でもらくらく乾いちゃうんですね」

　真悠子が感心したように、浴室から乾いた大量の洗濯物を抱えてリビングに戻って来た。

　掃除洗濯は元々得意だったようだが、料理の腕も格段に上がっているのは、真悠子の好奇心旺盛な性格が功を奏している。

　夕食は基本二人で食べるというルールができたのは、真悠子が「夕食くらいは一緒に食べたい」と断固として言い張ったからだ。

　真悠子は朝食もしっかり食べるが、龍也はコーヒーだけで済ませることが多いし、昼食はお互い外にいるから別々だ。

　今夜は仕事絡みで人と会っていて夕食はいらないと伝えてあったのだが、小腹がすいたと零すと真悠子が余り飯でお茶漬けを作ってくれた。

「ごちそうさん。うまかった」

　龍也が手を合わせて箸を置くと、リビングで洗濯物を畳んでいた真悠子が立ち上がった。

「ああ、いい。これくらい自分で片付ける」

　龍也が使った茶碗を食器洗い乾燥機に入れていると、真悠子がこちらにやってきて冷蔵庫を開けた。

「ね。これ、いっしょに食べません？」

　真悠子が冷蔵庫から取り出したのは、小さな紙箱だった。

「フルーツ大福。龍也さん、食べたことあります？」

「いや。少し前に流行ってたが、俺は食べたことねぇな。てか、どうしたんだ？」

「仕事帰りに買って来たの。今日、初のお給料日だったから。手渡しでくれたから、なんだか嬉しくって！　でね、ご褒美にフルーツ大福。もちろん、龍也さんのも」

　そういえば、真悠子が龍也の紹介した定食屋で働き始めて一カ月だ。

　真悠子が得意げに小箱を顔の前に掲げて見せたが、龍也は気のない返事を返す。

「遠慮しとく。甘いものはそこまで得意じゃねぇしな……」

「えー、得意じゃなくても食べれるんなら付き合ってくれてもいいじゃない。一人で食べるの寂しいから龍也さんが帰ってくるまで楽しみに待ってたのに」

　真悠子がむぅと膨れ顔をしたので、龍也はやれやれと頭を掻いた。

　なぜだか分からないが、龍也は真悠子の子供のようなお強請り攻撃に弱い。

「……分かったよ。付き合えばいいんだろ、付き合えば」

「やった！」

　狙ってやっているのか天然なのかは分からないが、真悠子の無邪気な反応を見ているとまるで子供に何か強請られて、それを柔軟に聞き入れてやれないダメな大人のような気分になってしまうのだ。

　真悠子がいそいそと準備をしている姿を眺めて小さく笑う。機嫌がいいときの鼻歌が漏れていることから余程楽しみにしていたのだろう。

　龍也がリビングのソファに座ると、真悠子もこちらにやって来た。

「お茶、温かいほうじ茶でもいいですか？　飲みたい気分で」

「ああ、なんでもいい」

　真悠子がカップにお茶を注ぎ終えると、慎重な手つきで小箱を開ける。

「イチゴ、キウイ、白桃、リンゴがあります。龍也さん、どれにします？」

　どれも甘そうだなと思ったが、真悠子の好きなイチゴを外して自分の食べたいものを選ぶ。

「……キウイ」

「じゃあ、私は先にイチゴもらっちゃお」

　真悠子が小皿に大福を取り分け、そのままラグの上に座ると、龍也に「どうぞ」と言って微笑んだ。

「そういえば、バイトは慣れたか？」

「うん、まぁ。正直役に立ててるのかなぁって思う時もあるけど、仕事はすごく楽しいです。こっちの世界に来てから限られた人としか話す機会もなかったし、お客さんとお話できるのとても楽しくて。最近は常連さんにも顔覚えてもらえて〝真悠ちゃん〟なんて、おじさんたちに声掛けられるようになって」

「ああ。あの店、オッサン多いからなぁ」

〝きくちや〟の周りはオフィスビルも多く、昼時には多くのサラリーマンたちが昼食を食べに訪れる。値段も良心的なことから近くの技術系専門学校の学生たちもよく店を利用している。

　龍也が大福を一口で口に入れると、真悠子がそれを見て「どう？」と訊ねた。酸味の効いたキウイと大福の甘さが意外にもマッチして悪くない。

「うまい」

「ふふ。よかった！　私も食べよーっと」

　真悠子が大福を頬張り、口の中をいっぱいにしてモグモグしている。

「おいおい、口の周りが真っ白だぞ。ガキじゃねぇんだから……」

　龍也がふっと吹き出して、粉で白くなった真悠子の口元に触れると、それに驚いた真悠子が飛び退いた拍子に彼女の肘がカップに当たり、熱いほうじ茶の入ったカップがテーブルの上に倒れた。

「きゃあっ、熱……っ」

「ばっ……、おま……なにやって……」

　声に出した瞬間、熱いお茶が真悠子の腿の辺りにも零れていることに気付いた龍也は、慌ててソファから立ち上がると、真悠子の腕を掴んで立ち上がらせた。

「来い」

「え？　ちょっ、龍也さん!?」

　そのまま真悠子を引き摺るように浴室に連れていくと、シャワーから冷たい水を出して、彼女が着ているワンピース型ルームウエアの上から思いきり水を掛けた。最初は少し抵抗を見せた真悠子だったが、龍也の行動の意図を理解したのか抵抗を止めた。

「冷たい……身体冷えちゃう」

「文句言うな。脚の上にかなり零れてただろ。火傷したら冷やさねぇと。つーか、これもかなり濡れちまったな」

　龍也が慌ててシャワーの水を掛けたせいで、ワンピースの裾がかなり濡れて水が滴っている。乱暴だったかと思ったが、ひどいと布が皮膚に張り付いて皮ごと捲れてしまうこともあるというし、冷やすことが先決だと必死に真悠子の脚を水で冷やした。

「もう、それごと脱いじまえよ」

「……え、だって」

「脚冷やすのに邪魔だ。脱げ」

　しゃがんだまま真悠子の脚に冷たい水を当て続ける龍也の強い口調に気圧されたように、真悠子がおずおずとワンピースを脱いだ。

　真悠子の脚を冷やすことで頭がいっぱいだったが、ふと気付くと身体を支えるために龍也の肩に手をついた彼女の手が小さく震えている。

　はっとして真悠子を見上げると、当たり前だが彼女は下着姿だった。

「龍也さん。もう、大丈夫……だから。あの、気持ちはありがたいんだけど、寒いし……恥ずかしい」

　絞り出すようなか細い声で言った真悠子の恥ずかしそうな表情を見ているうちに、龍也は初めて真悠子が年頃の女であるということを意識した。

　さんざん真悠子のことを子供扱いしてきた龍也だったが、初めて見た真悠子の素肌は真っ白できめ細かく、華奢な身体のわりに深い谷間ができる胸と細い腰は、女性として十分に魅力的だった。

　龍也がシャワーの水を止めて立ち上がると、真悠子が龍也から一歩下がった。

「悪かったよ。つーか、いくらそんな格好しててもおまえみたいなガキに欲情しねぇから安心しな」

　そう言って浴室から出ると、棚からバスタオルを取り出して広げ、それを真悠子の肩にそっと掛ける。

「……そこまで子供扱いしなくたって」

　真悠子が恥ずかしがりながら、不服そうに小さく呟いた。

「なんだ？　大人扱いして欲しいのか？」

「……だって、大人だもの。もう子供じゃないし。龍也さんの恋人役だってしてるのに」

　真悠子の表情を見て、自分にもこの年頃特有の感情があったことを思い出した。

　成人して自分では大人になったつもりでいるし、できることも増えているのに、世間ではまだまだ子供扱いされてしまうちょっとしたジレンマ。

　過ぎてしまえば取るに足らない感情なのだが、当時は大人に舐められるのが嫌で、常に背伸びしていた気がする。

「子供だよ、おまえなんか」

「……じゃあ。この間、どうしてキスしたの？」

　真悠子にそう言われて、龍也ははっとした。

　まるで何もなかったように振る舞っていた真悠子に指摘され、あの夜のことを忘れていたわけじゃないのに、真悠子が敢えてそう振る舞っていたのだと気付かされた。

「……あれは」

　一体何だったのだろう。龍也自身もその意味を測りかねていた。

　あの夜、涙を流す真悠子の姿を見ているうちに、何とも言えない感情が湧き上がった。

　言葉にすると難しいが、とにかく彼女に優しくしてやりたかった。こんな曖昧な感情を一体なんと説明すればいいのか──。

「なんでもねぇよ。そんなに大人扱いして欲しきゃ、してやろうか？」

　龍也は真悠子の肩に掛けたタオルをするりと取り、再び浴室に足を踏み入れた。

　そっと真悠子の頬を右手の甲で撫で、反対の手で下着の上から胸のラインをなぞると、彼女がピクッと頭を動かした。

　普段は本当に子供のような真悠子が羞恥に頬を染め、龍也が指でブラのレースをなぞる動きに小さく反応する姿は普通に年相応の女なのだと思う。

　ここで根を上げればすぐにでも逃がしてやるつもりでいたのに、龍也がブラの上からそっと彼女の胸の頂を指で擦ると、真悠子が何かを堪えるように熱い息を零した。

　真悠子は気が強く強情なところがあるのは分かっているが、このままでは自分が本気で真悠子に何かしでかしてしまいそうで、やむを得ず強硬手段に出ることにした。

「……おい。いいかげんにしないとマジで襲うぞ」

　龍也が真悠子の顎を引き寄せて強引に唇を重ねると、真悠子が身体を硬くした。

　生ぬるい脅しでは意味がないと、真悠子がわずかに抵抗しているのにも構わず、この間の夜の唇を触れ合わせるだけのキスとは違った、もっと踏み込んだ大人のキスだ。

「……うむっ、ふ……。待っ、龍也さ……」

　抵抗する真悠子が龍也の胸をトントンと拳で叩いたが、それでも構わず強引に真悠子の口をこじ開ける。舌をねじ込んで口の中に触れると、彼女の身体から次第に力が抜けていく。

　真悠子の身体がガクンと膝から崩れ落ちるのを寸前のところで支え、そっと唇を離すと、彼女が肩で大きく息をしながら濡れた目で龍也を見つめた。

　──なんて顔で俺を見てんだ。

　これ以上変なことを言い出さないよう彼女を脅したつもりが、逆に龍也のほうが真悠子の女の顔に動揺し、それを誤魔化すように真悠子から離れる。

「言ったろ。この程度でへばってるようじゃまだまだガキだ。大人の男を煽ったら痛い目みるの覚えとけ」

　そう冷たく言い捨てると、龍也は再び真悠子の肩にバスタオルを掛け「怖がらせて悪かった」と詫びて、そのまま浴室をあとにした。
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　貴島組の本社オフィスは七階建てで駅からほど近い賑わいのある大通り沿いにある。ビルの外観はガラス張りになっていて、よく目立つ。

　七月にはいるとすぐに梅雨が明け、日中の気温は三十度を超える日が増えた。すっかり夏本番といった感じだ。

　龍也はオフィスの最上階にある社長室で、近年手掛け始めた飲食業の売上データを見て溜息をついた。

「……伸びが悪い。このままだと厳しいな」

　そう呟いた瞬間、デスクの上のスマホが振動した。この短い着信音はＳＮＳのメッセージだ。龍也がスマホを手に取ると、メッセージは真悠子からだった。

【今日、バイト終わってからちょっと予定があるから、少し帰りが遅くなるかも】

　自分がしでかしたこととはいえ、あの夜の翌日は真悠子との間に少し気まずい空気が流れたが、それも一瞬のことだった。

　龍也ももちろん反省をしていたが、大人の男を煽るようなことを言う真悠子に、それなりにお灸を据えることができたと思っている。

「……変に大人ぶるなっつうんだよ。他の男に変な目で見られたらどうすんだ」

　思わず呟いた言葉が、完全に親目線であることに龍也は一人苦笑いを零した。

　現代での生活に完全に馴染み始めた真悠子は、紹介したアルバイトも楽しそうにこなし、最近では随分とあてにされているのか、それまで週に三日程度だった仕事の日数が増えている。無理をしなければいいなとは思うが、真悠子が好きでやっていることには極力口を出さずにいる。

　けれど、時折真悠子がテレビを見て寂しそうにしているのに気付いていた。

　真悠子がそうなるときは、決まって家族もののドキュメンタリーやドラマを見ている時で、両親のことを考えているのだろうということは見当がつくのだが、そんな彼女にどう声を掛けてやるべきか分からずにいる。

　──過去に戻りたいと考えているのか。そもそも戻ることができるのか？

　一体何がきっかけで現代にやって来たのだろうか。何のきっかけもなく気付いたら現代に来ていたとは考えにくいし、やはりきっかけのようなものはあったはずだ。

　真悠子に訊いてみるのが一番早いか──？

　そう思ったが、真悠子がこの時代にやって来てすぐの頃、「タイムスリップの原因に心当たりはないのか」と訊ねた時、普段受け答えのはっきりした真悠子の言葉が急に歯切れが悪くなったことを思い出した。
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　この日の龍也は、車ではなく新幹線に乗っていた。仕事の関係で京都まで出向いたその帰りだ。窓側の指定席に座り、窓の外を流れていく景色をぼんやりと眺める。

「着くのは、ちょうど七時頃っすね。兄貴、今日夕食は……」

　新田が訊ねた。こうした公共交通機関での移動の際は主に新田のみを同行させる。

　普段からスーツを身に着けている新田はインテリサラリーマン風で、実際に優秀な秘書的役割を担っている。見た目からして完全にチンピラ風の出で立ちの安井は、こういった場では目立ち過ぎてしまう場合があるからだ。

「ああ。時間が読めなかったし、真悠子にはいらないと言ってある。着いたらどこかで飯食うか。腹減ったな。好きな店に連絡入れとけ」

「──じゃあ、桜香楼はどうです？　たまには中華でも」

「いいな。留守番してたヤスにも一応声掛けてやれ」

「はい」

　そう返事をした新田が席を立って、デッキのほうへと歩いていく後ろ姿を見送った。




　駅についてすぐ、龍也たちはタクシーに乗って馴染みの中華料理店へと向かった。

　父親の藤一郎が昔から愛用していた店で、龍也も子供の頃からよく通っている店だ。

　店に着くと顔見知りの店員が「奥、用意できてます。お連れ様も先に」といつも利用する個室へ案内してくれた。

　店員が個室の扉を開けると、先に着いていた安井が慌てて立ち上がって「お疲れ様っす！」と龍也と新田に頭を下げた。

　龍也が用意されていた円卓に着くと、新田と安井も席に着く。

「コースで頼んであります。……ていうか、この時間でコースだったら、せっかくだし真悠子さんも呼べばよかったですね。気が利かずにすみません」

　新田が申し訳なさそうに言った。

　そうしている間にビールが運ばれてきて、店員がグラスにビールを注ぐと、そのまま個室を出て行った。

「ああ、そうだな。俺もそこまで気が回らなかった。呼んでやったら確かに喜びそうだ」

　こうして皆で仕事帰りに食事をするときは、タイミングが合えばたまに真悠子を誘うこともある。新田も安井も真悠子のことを気に入っているようだし、真悠子も彼らと過ごす時間を楽しみにしている。

「あ、真悠子さんと言えば。今日、俺、まさに〝きくちや〟で昼飯食いましたよ」

　真悠子のバイト先である〝きくちや〟は、もともと龍也の友人の経営する店ということで、よく食事に行く店のひとつだが、彼女がバイトをするようになってからはたまに二人に様子を見に行かせている。

　さすがに龍也に様子を見に来られるのは嫌がりそうだと思い、自分なりに気を使っているつもりだ。

「……で？　どうだった。仕事は慣れた感じだったか？」

「慣れたっつうか。仕事は確かに楽しそうにしてるし、なんていうか……アイドルみたいでしたね」

　安井の大袈裟な言葉に、龍也は眉を寄せた。

「──は？　どういう意味だ？」

「ほら！　あの店、もともと男の客がほとんどじゃないっすか。真悠子さん、愛想もいいし明るくて可愛いんで、彼女目当ての客が増えたって話ですよ」

「は。あのガキ目当てだぁ？」

　龍也が言うと、今度は新田が小さく息を吐いてから呆れたように答えた。

「そういう扱いしてんの、兄貴だけですよ。確かに童顔で少し子供っぽく見えることもありますけど、真悠子さん普通に可愛いですし。俺が前に飯食いに行った時も、大学生くらいの若い男や、店の近くのオフィスビルで働いてるサラリーマンから連絡先聞かれてましたからねぇ」

　それを聞いて、龍也は胸の奥にもやっとした感情が広がるのを自覚した。

　──あの真悠子が、男に声をかけられているだと？

「そうそう！　気さくで話しやすくて、おまけに可愛い。兄貴の女でなきゃ、普通に俺が口説きたいくらいっす」

　そう軽く言った安井を龍也が睨みつけると、安井がひぃっ……とあからさまに怯えた顔をした。

「冗談っすよ！　冗談！　兄貴がやたら真悠子さんを子供扱いするから」

　黙り込んだ龍也に、安井がその場の空気を変えるように「そういえば！」と声を上げた。

「……なんだよ、今度は」

「いや。なんつぅか……真悠子さんって、兄貴のマンションからすぐの緑地公園にやたら行きますよね」

　そう言われて龍也は眉をひそめた。

「まぁ、近いからな。散歩とか……たまにジョギングしたりしてるみたいだ」

「いや。俺が見た時はそういう雰囲気じゃなくて──。高台側の階段の上のほうから街を見下ろしてただぼーっとしてるんすよ。それも、三十分とか、結構長い時間」

　安井の言葉を受けるように新田も口を開いた。

「それ、俺も見たことありますね。なにしてるんだろうって思ったんですけど、なんていうか後ろから見てると、普段の明るい彼女の雰囲気と全然違って。泣いてるようで、声掛けづらくて……そのときは、声も掛けずにそのまま帰ったんですけど」

　龍也は二人の顔を交互に見つめた。そんな龍也を見て二人が問い返す。

「兄貴？　どうかしたんすか」

　真悠子が大人しいときは、頭の中で何か考え込んでいる時だ。

「いや。ありがとな。今後も様子がおかしいところを見掛けたら、すぐに俺に報告してくれ」

　龍也の言葉に、二人が同時に頷いた。
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　食事を終えて龍也がマンションに帰ると、真悠子が「おかえりなさい」と笑顔で出迎えてくれた。さっきの二人の話を聞いたあとだということもあり、元気そうな真悠子の姿にほっとする。

「ほれ。土産だ」

　龍也が小さな紙袋を真悠子に手渡すと、彼女がそれを受け取ってぴょんと跳ねた。

「これ、なぁに？」

「宇治抹茶とほうじ茶の生チョコ。おまえ、こういうの好きだろ」

「好き好き、大好き！　今日は遅いから、明日ゆっくり食べよーっと」

　そう言った真悠子が、嬉しそうに土産を冷蔵庫に入れて戻って来た。

「そういえば、今日、お店にヤスさんが来てくれて……」

「ああ。さっき、ヤスに聞いた」

「え、本当？　私のことなんて？」

「ん？　ああ、楽しそうに仕事してたとか……まぁ、そんなとこか」

「えー、それだけ？」

　真悠子が不服そうに頬を膨らませる。

　真悠子をあまりガキ扱いするなと忠告を受けたばかりだが、実際こういうところが子供っぽいのだ。

「他には？　意外とデキる女だった……みたいなことは？」

「聞いてねぇな」

　龍也がにべもなく答えると、真悠子ががっくりと肩を落とした。

　龍也がスーツのジャケットを脱ぐと、真悠子がそれを受け取る。ネクタイを外すと、今度は真悠子のほうから手を伸ばしてきたため、外したネクタイをそのまま手渡した。

　風呂上がりなのか、真悠子は半乾きの髪のままで、最近気温が高くなってきたせいもあるが、以前はワンピース型の身体のラインが隠れる部屋着を着ていたのに、今夜はカットソーにショートパンツという姿で、以前より数段露出度が増している。

　──ったく。俺の忠告をなんだと思ってやがる。

　龍也は心の中で真悠子に毒づいた。

　いくら、ガキだガキだと思っていても、真悠子の身体は成人女性の身体つきで、露出が増えれば当然目のやり場に困る。健全な男ならごく当たり前だが、若く健康的な女性の身体を意識してしまうのは仕方がない。

　龍也は真悠子を避けるようにリビングに移動してソファに座る。

「そういえば、ヤスが言ってたが……バイト先で男にモテてるらしいじゃねぇか」

　龍也が言うと、こちらにやってきた真悠子がぽかんとした顔で隣に座った。

「え、なにそれ？」

「ヤスが言ってたんだよ。おまえが、男の客に連絡先聞かれてるとかなんとか」

「あー……」

　思い当たることがあるのか真悠子が龍也から視線を逸らし、明後日の方向を見た。

　真悠子がすぐさま否定しないところをみると、ヤスの情報はあながち間違いではないということだ。

「俺という男がありながら、なにしてんだ？　フリとはいえ、おまえは確か俺の恋人のはずだが？」

　わざと意地悪く訊ねたのは、真悠子の反応を見たかったからだ。

「な、なにもないですよ!?　ときどき声を掛けられることはあるけど……困ったら菊池さんや奥さんが助けてくれるし。普段から『恋人がいる』って、ちゃんと断ってるもの」

　真悠子がきっぱりと答えた。

　龍也が知る限り、真悠子はまさに思考と言葉が直結したようなタイプで、平気で噓を吐くような器用な女ではない。

　彼女の口から発せられた言葉が偽りない事実なのだろうが、自分の手のうちにあるはずの真悠子が、見知らぬ男にちょっかいを掛けられているという事実は、龍也にとってやはり面白いものではない。

「本当かよ。案外、鼻の下伸ばしてんじゃねぇのか？」

「もぉ！　伸ばしてません！　私をここに置く代わりに恋人のフリする条件出したのは龍也さんじゃない。私、ちゃんと言われた通りにしてるのに！」

　真悠子が心外だとでも言いたげに、鼻息を荒くしながら答えた。

　実際、一度きりという約束だった恋人のフリは、現在も継続している。

　両親だけでなく、組の者全員に知れ渡ってしまったこともあるが、新田や安井の手前もあり、結局のところ継続せざるを得なくなったからだ。

「ふん。意外に律儀なんだな」

「だって、そういう約束でしょう？　私、龍也さんの他に頼れる人いないし、龍也さんがもういいって言うまでは手を抜かずにとことんやるつもりでいるだけで」

　真悠子がきっぱりと言い切ったので、龍也は思わず吹き出してしまった。

「あのなぁ。手を抜かないって……おまえ、どこまでするつもりだ？」

　そう訊ねると、真悠子が不思議そうな顔をした。

「ああ、つまり──例えば俺が『恋人なんだから抱かせろ』とか迫ったらどうするつもりだ？」

　そう訊ねると真悠子が龍也を見つめ、目が合った瞬間、恥ずかしそうに慌てて目を伏せた。

　軽い冗談のつもりで真悠子に訊ねたのだが、真悠子が予想外の反応をしたため、こちらのほうが却ってうろたえる羽目になる。

「……なんだ、その反応。変な反応されるとやりづれぇわ」

　龍也が言うと、真悠子がこちらを小さく睨んだ。

「やりづらいってなに。人の初めてのキス奪っといて、龍也さんがそれ言うの？」

「──は？」

　あれが、ファーストキス？

　龍也がはずみでしてしまった最初のキスが、真悠子にとって初めてのキスだったということか。まだ二十歳という年齢であることから慣れていない感じはしたが、キスすら未経験だったとは。

　龍也はなんとも言えない気持ちになった。

「やりづらいのはこっちよ。私がもっと大人だったら違うのかもしれないけど、キスされてなんとも思わないとでも？　龍也さんみたいに経験豊富なわけじゃないから……私はキスひとつでドキドキするし、意識しちゃうものなの。なのに、一度だけじゃなく二度もした！　しかも、二度目は……し、舌まで入れてきた！」

　そう勢いよく言った真悠子が、今度は分かりやすいくらい顔を真っ赤にして俯いた。

　龍也が俯く真悠子の頬にそっと手を伸ばすと、彼女の頬はとても熱かった。熱いだけでなく、頬や耳まで真っ赤になっている。

「──なんだ。平然としてるように見えてたが、あれでも意識されてたのか。どうだった、俺とのキスは」

「ど、どう……ってそんなの」

　龍也が俯いた真悠子の顎に手を添えて自分のほうへ向かせると、そっと真悠子の唇を親指の腹で押す。

　そのまま優しく撫でると真悠子がぴくりと反応し、小さな吐息を漏らした。

「簡単だろ。二度としたくないと思ったか、またしてみたいと思ったかの二択だ。まぁ、その顔は二度としたくねぇって顔には見えないが」

　龍也がニヤリと笑うと、真悠子の瞳がゆらゆらと揺れた。

　普段は自分のことを身内か親戚ぐらいにしか思っていないような態度の真悠子が、こんなにも分かりやすく女らしい表情を見せたことが意外だった。

　真悠子がまだ自分に隠している違った表情が見たいという欲が龍也の心の中にじわじわと湧き上がってくる。

「なぁ、真悠子。子供じゃないと言い張るおまえに、男を教えてやろうか」

　龍也が言うと、真悠子が驚いた顔をして小さく喉を鳴らした。

「お、教えるってなにを？」

「そりゃ、決まってんだろ。大人の男と女がすることだ。──どうする？　俺は呑気に返事を待ってやれるほど気も長くなければ、優しくもない。いますぐここから逃げ出さないと、マジでこのまま抱いちまうぞ？」

　そう言うと、龍也は隣に座っている真悠子の肩を掴みそっとソファに押し倒した。

「ほら……逃げないのか？　今すぐ逃げないと、同意したとみなすぞ」

　真悠子が自分を突き飛ばして逃げられるだけの隙を与えながら、ゆっくりと顔を近付ける。あんな真っ赤な顔をして、龍也に手を出されるのを満更でもないような反応をするこの女が悪いのだ。

　まだ間に合う。嫌なら、逃げればいい。

　ところが、真悠子は恥ずかしそうに目を逸らしただけで龍也から逃げようとはしなかった。

「──時間切れだな」

　龍也がそう言うと、真悠子がこちらを見つめたままそっと目を閉じたため、そのまま強引に唇を塞いだ。

　最初は驚いたのか身体を硬くし、龍也の胸を押し返そうとしていた真悠子だったが、それは抵抗というにはあまりにか弱い力で、彼女の手から次第に力が抜けていく。

　キスが初めてだったというくらいだ。当然その先も初めてであろう真悠子の経験値を考慮し、もっと優しいキスからやり直すことにした。

　唇と唇が触れるだけの軽いキスから、唇を舐めるようなキスに。上唇と下唇に交互に吸い付いて、真悠子が苦しくないよう息継ぎをする余裕を与える。

　焦らすようにじっくり丁寧なキスを重ねるうちに、次第に真悠子の呼吸が上がっていく。

　女とは不思議な生き物だと思う。

　元気ではつらつとしていて、どちらかといえば色気とは縁遠い雰囲気を持つ真悠子が、顔を赤らめ呼吸を乱し、自分の与えたキスに蕩けた表情をしている姿はまるで別人のようだ。

「真悠、口開けろ」

　素直に薄く開いた真悠子の唇を深く覆い、中に舌で触れると真悠子の舌が躊躇いがちにそれを押し返そうとするのを強引に攻め入って捕まえる。

　零れそうになる唾液をすすり、逃げようとする舌を捕まえて吸い上げると、真悠子の手がふるふると震え出した。

「……怖いか？」

　龍也が訊ねると、真悠子が首を振った。

　そればかりか、今度は真悠子のほうから龍也の首に腕をまわし、まるでもっとしてというように唇を重ねて来た。経験がないくせに、一丁前に男を煽るようなことをする真悠子に龍也の欲も煽られる。

　これまで真悠子をそういう目で見ないようにしてきたはずだが、キスの合間に熱い息を零す様子はすっかり大人の女の欲情だ。

　──そそられる。

「おまえ……マジどうなっても知らねぇぞ」

　そう呟くと、龍也は真悠子が自分の首に腕をまわしているのを利用して、そのまま身体をゆっくりと起こし、真悠子を抱え上げた。

　真悠子を抱えたまま寝室に移動すると、ベッドの上に彼女を下ろすなり、性急にシャツを脱がせた。龍也は彼女がシャツの下に着けていたナイトブラまで強引に剥ぎ取り、そのままベッドの上に押し倒す。

　ベッドサイドの電気を点けると、もともと色白な真悠子の肌が光の中に艶めかしく浮かび上がった。

「……肌、きれいだな」

　龍也が真悠子の胸元に触れると、真悠子が恥ずかしそうに視線を逸らす。

　ただ見た目が美しいというだけでなく、触れるとその滑らかさが分かる。龍也の手のひらに吸い付くようなしっとりとした質感と適度な弾力が心地よい。

「胸も思ったよりデカい」

　真悠子の両乳房を手のひらで包んで優しく揉むと、弾むような弾力が手のひらに伝わり、そのまま親指の先で乳首を撫でるように刺激すると、真悠子が「ん」と短い声を漏らした。

「経験がないわりに、感度はいいんだな。気持ちいいか、これ」

「……はぁ、っ」

　両胸を揉みながら胸の先への刺激を徐々に強くしていくと、真悠子の身体がぴくりと動いた。恥ずかしがってはいるが、嫌がっている様子はない。指先を細かく動かして弾き、ぎゅっとつまみ上げると、真悠子が身体を大きく捩った。

「ああっ……」

　聞いたこともないような甘い声を上げ、熱い息を零す。真悠子のこんな悩ましげな表情を見るのは初めてだった。

　──いい顔をする。

　真悠子相手に自分が興奮しているのを自覚する。

「色気のある声も出せんじゃねぇか」

　龍也は堪らず真悠子の上にのしかかった。

　首筋に顔をうずめ、顎から喉元までいくつものキスを落とし、胸を鷲掴みに高く持ち上げたまま胸の先を口に含む。じゅっと音を立てて先を吸い上げ、突起を舌で執拗に転がすと真悠子が声を上げた。

「……ああっ、っ」

「先っぽ舐められるの気持ちいいか？」

「……っ、分かんな……。龍也さんの口の中熱くて……」

　切れ切れの浅い呼吸をしながら答えた真悠子の声が、龍也の興奮をさらに煽る。

「これだけ胸の感度よけりゃ、こっちはどうだ？」

　胸に触れていた手で真悠子の脇腹から腰までをそっとなぞり、真悠子が穿いているショートパンツの中に手を滑らせると少し汗ばんだような蒸れた温もりがあった。

　龍也が手のひらで真悠子の下着のレースの感触を確かめながら、縁を指でなぞると、真悠子が脚をもじもじとさせた。そのまま股の間に手を滑り込ませると、すでに湿った感触がある。下着の上から真悠子の敏感な部分を指でくるくると刺激すると、下着がじんわりと濡れてくる。

「こっちの感度も悪くなさそうだ。しっかり濡れてんじゃねぇか」

「……やだぁ」

　下着の縁を指でかき分け、真悠子の敏感な部分に直接触れるとぬるりとした温かな愛液が龍也の指にまとわりつき、そこを何回か指で押さえるとさらに奥から愛液が溢れてくるのが分かる。

「──気に入った。気持ちいいことに正直な身体は最高に俺好みだ」

　龍也が真悠子のショートパンツに手を掛けてショーツごと取り去ると、彼女が短い悲鳴を上げて露わになった部分を両手で隠した。

「真悠。その手、どけろ」

「……やっ、待って。こんなの恥ずかし……っ」

　真悠子が恥じらう姿が新鮮で、自分の中には存在しないと思っていたはずの嗜虐心が煽られる。

　もっと恥じらう表情が見たくて、少し強引に彼女の手を引き剥がし、彼女の両手を片手で押さえ付けたまま真悠子の潤みに指を伸ばすと、彼女が大きく反応して驚いたように身体を引いた。

「……やだっ」

「〝やだ〟って言うな。怖くないから。……大丈夫、優しくする」

　龍也が言うと、真悠子がほんの少し身体の力を抜いた。

「そうだ。そのまま力抜いて……さっきみたいなキスできるか？　ほら、舌出せ」

　龍也に言われるままおずおずと舌を出した真悠子に口づけて、深く舌を絡める。

　キスを交わしながら再び真悠子の潤みに指を滑らせたが、今度は小さく身体を震わせただけで拒否はされなかった。

　そのまま割れ目を指でなぞり、突起を優しく刺激すると、龍也の手のひらに零れる真悠子の愛液の量が増す。とろとろに溢れた愛液を利用して蜜口に中指を差し入れると、強い圧迫感があった。

「……んっ、っ」

「大丈夫。可愛がるだけだ、おまえが気持ちいいようにな」

　熱い吐息を漏らす真悠子の顔が紅潮していて、感じているのだということが分かる。

「どうだ？　気持ちいいか？」

「……気持ち、いい……っ。龍也さんの指で触られるの」

「やけに可愛いこと言うんだな。いい反応だ。そういう素直な反応は男を喜ばせる。大丈夫そうなら、もっと奥まで触るぞ」

　そう言って真悠子の潤みの奥に指を差し入れると、真悠子の身体が大きく跳ねた。

「ああっ……、やっ、龍也さ……」

「嫌じゃなくて、気持ちいいの間違いだろ。真悠？　おまえのココ、俺の指を咥えて離さないじゃねぇか」

　そのまま真悠子の内壁を撫でるように指を動かすと、彼女の中がキュンと痙攣した。

「……待っ、龍也さん。ゆ、指っ、いま動かしちゃ……」

「ん？　動かしたほうが気持ちいいだろ。ゆっくり動かすのと速めるのとどっちがいい？」

「……そんなの分からなっ」

「じゃあ、中に直接聞くか。初めてじゃ、どっちがいいか分からないもんな」

　龍也が真悠子の中をゆっくり撫でると、彼女の腰がふるふると震える。指を動かす速度を速めると、中がひくひくと反応した。

「……はぁっ、龍也さ……」

「真悠。おまえ、すげぇ感じやすいな」

　瞳を潤ませながら縋るようにシーツを握りしめ、甘い声を上げ続ける真悠子の乱れた姿に龍也の興奮が高まっていく。

　──これは、まずいな。このまま手を出したら、俺のほうがこいつの身体にはまりそうだ。

「なぁ、真悠。もっと気持ちいいことしてやるよ」

　龍也は真悠子の蜜口からゆっくりと指を抜き、一度身体を起こして上体を後ろに引くと、真悠子の両脚を広げて、今度は舌で彼女の蜜口に触れた。

「……っ、やぁ」

　真悠子の身体がびくんと大きくしなったが、龍也は彼女の腰を抱えるようにして抑えつけて、そのまま下肢に顔をうずめた。

「ん……だめっ、そんなとこ……っ」

　真悠子が腰を揺らして必死に抵抗したが、龍也は構わず割れ目を舌で撫で、溢れる愛液をすすった。

「ひゃ……っ、あ。だめっ、ほんとに……っ」

「大丈夫だ。こうやって慣らすもんだ」

「やめて……」

「おまえのココ、きれいな色してる。大人しくしてろ。そのほうがもっと可愛がってやれる」

　真悠子が両手で龍也の頭を抑えて抵抗したが、そんな必死の抵抗を無視して時間を掛けてじっくりと可愛がる。蜜口に舌を差し入れて中を探り、敏感な小さな突起を転がし、優しく愛撫を繰り返しているうちに真悠子の身体がガクガクと震え出す。

「龍也さ……やぁっ、なんか来ちゃ……っ、ああ」

　震える真悠子の手を握ると、真悠子が龍也の手に縋るように強く握り返してきた。

　──必死な顔、堪らねぇな。

　真悠子が頬を赤く染め、蕩けたような目で龍也を見つめる。こんな色っぽい顔をする女だっただろうか。自分が真悠子のこんな表情を引き出しているのかと思うと、興奮で身体がゾクゾクと震える。

　唇を離し、再び真悠子の蜜口に指を差し入れると、龍也の指をあっさりと飲み込んだ。

　経験がないというだけあり、中は狭くて内壁が指に絡みつくようだ。中で指を動かすと、真悠子が「ああっ」と甘い声を漏らす。動かす指の速度を少しずつ速めると真悠子の腰がもどかしそうに揺れはじめる。

　切れ切れの甘い声を聞いているうちに龍也も欲情を煽られ、身体の中心に熱が集まり、自身が痛いくらい硬化していくのが分かった。

「……エッロイ声出しやがって。もっと気持ちよくしてやるからな」

　堪えきれなくなったのは龍也のほうが先だった。

　身体を起こし、ベッドに横たわる真悠子の両脚を広げたまま自身の昂りを真悠子の蜜口に押し付けた。

「龍也さ……っ」

「大丈夫だ」

　そう言って硬化した自身を手で握ったまま、昂りの先端で真悠子の蜜口をぐりぐりと擦る。溢れる愛液を利用して何度も何度も擦り付けると、真悠子がさらに甘い声を上げた。

「このまま挿れるから、力抜け」

　龍也が言うと、真悠子が少しだけ躊躇いの表情を見せた。

「……え、で、でもっ」

「安心しろ。精一杯優しくする」

　そう言って真悠子の額にそっとキスをすると、真悠子がこくんと頷いた。

　顔を赤らめ、これから起こることに期待と不安を持った目で龍也を見つめる真悠子に対し、はっきりと言葉にするのは難しいが愛しさに似た感情が湧き上がる。

　──こいつを怖がらせることだけはしたくねぇな。

　これまで龍也が抱いた女は、だいたい遊び慣れた女だった。少しくらい乱暴に扱っても経験豊富な女はそれを喜ぶようなところさえあった。

　だが、真悠子はそんな女たちと一緒にはしたくない。

　できるだけ優しく、壊さないように。真悠子が自分と身体を重ねたことを後悔しないように──。女を抱くのに、そんなことを考えること自体が初めてだった。

　身体をそっと屈めて、真悠子にキスをする。

　真悠子が安心して身体を開けるように優しく丁寧に口づけると、彼女がゆっくりとそれに応えた。たどたどしくはあったが、その慣れていない感じが逆に龍也の興奮を高める。

「……ん、はぁっ」

　キスを交わしながら先で蜜口を擦り続けると、真悠子がもどかしそうに腰を動かした。

「どうした？」

「ぬるぬるって擦られるとっ……お腹の奥がじんしんして、なんか……」

「もどかしいか？　これだけ濡れてたら大丈夫そうだな。そろそろコレで奥触ってやる」

　屹立した自身の根元を支え、真悠子の潤みにあてがい、そのまま身体を寄せる。真悠子が一瞬驚いたように腰を引いたが、龍也はそれでも構わずゆっくりと真悠子の中へ押し入った。

「……ああっ、い」

「痛いか」

「い、痛くはないけどっ……お腹の中なんか苦しいような……っ」

「はは。嘘だろ？　まだ先っぽだけだぞ」

「さ、先っぽ？　こ、これでっ？」

　挿入までにもっと手こずるかと思ったが、真悠子の身体が想像よりもすんなりと龍也の身体を受け入れてくれたことにほっとして息を吐くと、真悠子が小さく笑った。

「なに笑ってんだ」

「……龍也さん、見たこともないくらい余裕ない顔してるから」

「当たり前だ、バカ。俺だって男なんだよ。一気に押し入りたいところを、おまえを怖がらせないように必死に我慢して加減してるこっちの身にもなれ」

　吐き捨てるように言うと、真悠子が龍也の首に腕をまわした。

「我慢しないでいいのに。私……龍也さんになら、なにされても怖くない」

　真悠子のその言葉に、龍也の中で必死に抑え込んでいた欲望がはち切れる音がした。

「おまえなぁ。これ以上余計なこと言って俺を煽んな」

　龍也が着ていたシャツを乱暴に脱ぎ捨てると、真悠子の視線が自身の上体に注がれる。

　真悠子の表情から彼女が何を考えているかはおおよそ想像がついたが、それには構わず強引に唇を塞いで彼女の意識を自分に向けた。

　キスに意識を向けさせ、真悠子が龍也のキスに翻弄されている隙に徐々に繋がりを深めていく。真悠子の身体は意外にも従順に龍也の欲情の証を受け入れた。

「……っ、あ。た、龍也さ……っ」

「真悠。おまえの中、すげぇ熱くてやべぇな……痛くないか？」

「……ないっ。気持ち、いい……っ」

　──なんだ、この感覚。

　ただ、挿れただけだというのに強烈な快感に包まれる。じっとしているのがもどかしく、このまま勢いで乱暴に抱いてしまいそうな衝動にかられたが、それを必死に堪えた。

「なぁ……動いていいか？」

　龍也が訊ねると、真悠子が戸惑いながらも頷いた。

　龍也を見つめる真悠子の目が不安と期待に満ちているのが分かる。確かに不安はあるのだろうが、その先を期待するような真悠子の熱っぽい視線に感情が乱される。

　これまで抱いた女の記憶が、目の前の真悠子によって塗り変えられていくようだった。

　感覚自体ももちろんだが、真悠子の初心な反応も、必死に縋るような瞳も、快感に乱れる表情、そのすべてが龍也を刺激する。

　その感覚的な刺激にあてられるように堪えきれず腰を動かすと、真悠子の口から切なげな甘い声が零れた。

「あ……っ、はぁん」

「どうした？　ダメそうか？」

「違っ……もっ、もっと……ほしっ。龍也さ……っ」

　耳元で甘く響く真悠子の声が自分の名前を呼ぶだけで、心の中に温かなものが広がる。

　自然と口元が緩み、彼女のこんな姿は自分以外誰も知らなくていいと、子供じみた独占欲のような感情が芽生えていることに気付いて苦笑した。

「すごい締め付け……そんなに気持ちいいのか？　もっと俺が欲しいか？」

「……もっとして。やめないで」

「はは。初めてのくせに、強請るのかよ」

　本当にいつも真悠子は龍也の想像を超えた反応をする。

　少し子供っぽくも見える外見の素朴さと違い、好奇心旺盛でなんでも自分でやりたがり、度胸もあって大胆だ。

　堪らない──。だったら、望みどおりに。

　龍也が勢いをつけて激しく奥を突くと、真悠子の身体が大きく跳ねた。

「ああっ……！」

「いい反応だ、真悠。おまえの身体も気に入った。もっと気持ちいいことたくさん教えてやるから、俺の形しっかり覚えとけ」

　自分でもらしくないと思いながら、何度も何度も夢中で真悠子の身体を突き上げた。額に汗が滲み、息づかいが激しくなる。

「あっ、やっ、激し……っ」

「悪い。おまえの中、気持ちよすぎて止まんねぇわ」

「……龍也さっ、ああっ。ダメッ……これ以上したら、なんか来ちゃ」

「素直に感じて、そのままイケよ」

「ほ、ほんとに、ダメッ。……こ、怖いのっ」

　快感が高まった真悠子の身体から激しい震えが伝わってくる。真悠子が片手を伸ばして龍也の腕を掴み、もう片方の手でシーツをギュッと握りしめている。それでも龍也の律動は止まらず、狂ったように真悠子の華奢な身体に腰を打ち付ける。

　性欲は人並みにある龍也だが、自分はもっと女に対して淡泊なほうだと思っていた。そんな自分が、自制が利かないほど激しく相手を求めてしまうとは──。

「怖くねぇよ。俺がいるだろ」

　龍也が言うと、真悠子がシーツを握っていた手を離し、縋るように龍也の首にしがみついた。








６









　翌朝真悠子が目を覚ました時には、龍也はすでにベッドにはいなかった。

　ゆっくりと上体だけを起こすと、酷く身体が軋むうえに、身体の奥にまだ何か詰まっているような異物感と、敏感な部分が熱くてひりひりするような感覚が残っていた。

「龍也さんに、抱かれたんだ……私」

　真悠子は自分の唇をそっと指でなぞりながら、昨夜のことを思い出していた。

「すごく……男の人だった」

　出会った頃は、ひとまわり近く年の離れた龍也に対し、一人の男性というより恩人という認識のほうが強かった。真悠子にとって、龍也はこの時代において唯一すべての事情を知っている人間であり、真悠子が心から頼れる人間だった。

　龍也があの貴島組の頭の息子だったという事実には正直驚いたが、彼を怖いと思わなかったのは、龍也が変わらず真悠子に優しかったことと、彼の家族が皆とても温かく感じられたからだ。

　──ヤクザだからって、皆が皆、悪いことしてるってわけじゃないもの。

　真悠子が龍也を意識し始めたのは、酒に酔っていた龍也にキスをされたことがきっかけだったのだと思う。龍也にとっては酔ったはずみでした特に意味のないことだったのかもしれないが、真悠子にとってはそうではなかった。

　あんなの意識するに決まってるじゃない──！

　その時のことを思い出して、わーっと強烈な恥ずかしさが襲ってきたが、昨夜はそれ以上のことをしたのを今更のように思い出して、枕に顔をうずめて足をバタバタさせた。

「この部屋……龍也さんの匂いがする」

　ベッドにうつ伏せているだけで、昨夜のことを思い出してしまう。ゆっくりと身体を起こすと、胸や肩、身体のあちこちに赤い痣が散らばっている。

「これって……キスマーク？」

　龍也にされたあれこれの記憶がいまだ鮮明過ぎて、思い出すだけで身体が反応して、いやらしい思考で頭の中が埋め尽くされてしまう。

　真悠子は胸元にびっしりと残るキスマークを指で撫でてみる。

「なにこれ。こんなことされて、嬉しいとかなんなの……」

　嬉しいなんて──こんなのまるで龍也さんのことが好きみたいだ。

　いや、みたいなんて曖昧な感情ではなく、好きになっている。龍也に対して、初めて会った頃とは全く違った感情を抱いているのは間違いない。

　彼に触れたいとか、抱かれたいとか……こんな生々しい感情は生まれて初めてのことだ。

　もし、真悠子が本当に龍也のことを好きだと言ったら、どうなるのだろうか。

　縁談除けの偽装恋人だったうえに、完全に子供扱いされてばかりだった自分を彼が抱いたということは、龍也に女として見てもらえるようになったのだと期待してもいいのだろうか。

「私を……好きになってくれたらいいのに」

　これまでの真悠子は、もし方法があるのなら、自分がいた過去に戻りたいと思っていた。

　けれど、龍也に対して特別な感情を抱いていることを自覚してしまったいま、この心境の変化が果たして良いことなのかどうか、分からなくなってしまった。
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　それから数日後、真悠子は再び実家の洋菓子店ＯＫＵＹＡＭＡを訪れていた。

　前回は龍也と一緒だったが、今回は一人で店にやって来た。

　あえて午後の早い時間に店を訪ねたのは、その時間が比較的店が空いていると知っているからだ。

　八月の午後の早い時間帯は、日中の気温が最も高く、日傘がないと外を歩くこともつらいほどの暑さだ。真悠子は店の前で日傘を畳むと、それを外の傘立てに立て掛け、汗が滲んだ額をハンカチでそっと拭った。

　真悠子が店のドアを開けると、中から「いらっしゃいませー！」と母親の志津子の明るい声が聞こえた。

　真悠子の読みどおり、他にお客はいなく、真悠子が店に入ると志津子が「あら」と表情を変えて嬉しそうに微笑んだ。

「あなた、前にも一度来てくれたわよね？　確か、背の高い男性と一緒に……」

「あ、はい。こちらのケーキがとてもおいしかったので、また食べたいと思って」

「来てくれて嬉しいわ。あなたのこと、よーく覚えてたから」

　この間訪れたときは、母の顔をじっくりと見る余裕などなかったが、今日はいくらか気持ちが落ち着いていた。

　真悠子が知っている母親は、まだ四十代前半だった。あれから三十二年経っていることを考えると彼女は今年の誕生日で七十四になる。

　もちろん当時の面影はあるし、顔を見ただけではっきりと母親だと分かるが、やはり年齢を重ねた分だけ年老いている。

　目元の笑い皺は以前より少し深くなり、少しぽっちゃりした体形はひとまわり小さくなっていた。けれど、若い頃と変わらず肌艶はよく、明るい笑顔は変わっていない。

「ご注文お決まりでしたらどうぞ？　もしよければ、そちらのイートインスペースで召し上がっていただくこともできますよ」

　ショーケースの向こう側から、志津子が二人掛けのテーブル席を指して言った。

「え……ここで食べて行ってもいいんですか？」

「ええ。こちらでお召し上がりでしたら、サービスでコーヒーか紅茶をお付けしますよ」

「じゃあ、お言葉に甘えてもいいですか？」

　真悠子は、ショーケースの中からショートケーキの次に好きなイチゴのミルフィーユを選んで窓際に二席あるうちの奥の席に着いた。

　少しでも長く店にいたいと思っていた真悠子にとって、新しく作られたイートインスペースはまさにぴったりだった。

　真悠子は席に着くと、ぐるりと店内を見渡した。

　以前はこんなイートインのテーブル席はなく、この位置には確か焼き菓子が置かれていた。よく見れば店内の壁紙も変わっているし、焼き菓子を置くディスプレイ棚も省スペース化した新しいものに変わっている。

　真悠子がいた過去の時代と変わっていないのは、ケーキを入れるショーケースの場所くらいだった。

「はーい。お待たせしました」

　志津子がケーキセットをテーブルの上に置いた。

　すると奥から父の勤つとむも出て来て真悠子ににこやかに微笑んだので、真悠子も小さく会釈をする。

「ありがとうございます。いただきます」

　真悠子は手を合わせてからミルフィーユを口に運ぶと、ついいつもそうしていたように頬に手を当てた。

「んんんー！」

「ふふ。お口に合ったかしら？」

「すごく、おいしいです！」

　両親が作っている真悠子が幼い頃から慣れ親しんだ味だ。

　以前買って帰ったケーキもそうだったが、変わらない味にほっとする。真悠子が食べている姿をショーケースの向こうから勤が静かに見つめ、傍にいた志津子が愛おしいものを見るように目を細めた。

「……こんなことってあるのね。似ているなんてレベルじゃない、うり二つだわ」

「あ、娘さん……ですか？　私に似ているって言ってましたよね」

「ええ。本当にそっくりなの。初めてあなたがお店に来てくれた時、心臓が止まるかと思ったくらいよ。そういえば、あなたお名前なんて言うの？」

　そう訊かれて真悠子はどう答えるべきか考えたが、あまりに突然だったのでうまい偽名も思いつかず咄嗟に「マユです」と答えた。

「まぁ……驚いた。名前まで似てるのね。うちの娘は真悠子っていうのよ。ますます親近感湧いちゃうわ、ねぇ？　お父さん」

　志津子がショーケースの向こうでケーキを並べている勤に声を掛けると、勤がにこにこと笑いながらこちらに近付いて来た。

「こちらのお嬢さん、マユさんって言うんですって」

　志津子が言うと、こちらにやって来た勤が真悠子を見て目を細めた。

「すごいなぁ。見た目がそっくりなだけでも驚いたのに、名前まで似ているなんてなぁ」

　近くで見た父も、見た目は当然少し年老いて目尻の皺が濃くなったが、その笑った顔はやはり真悠子が知っている優しい父のままだった。

　こうして見た目に少し年老いた両親をみていると、懐かしさもあるが、一緒に過ごせなかった空白の三十年間のことを考えて涙が込み上げそうになる。

　自分がいなくなったあの日から、二人はどうやって過ごして来たのだろう。

　真悠子を心の底から愛してくれていた両親のことだ。いなくなった自分を必死に探したはずだ。そして、この三十年間、きっと涙が枯れ果てるくらい泣いたはずだ。

　いまこの時代では、自分はいったいどんな扱いなのだろうかと気になったが、目の前にいる両親に結局最後までそれを訊ねることはできなかった。

　そうしてケーキを食べ終えた真悠子は「ごちそうさまでした」と言ってそっと席を立った。

「おいしかったです。あの……このお店のケーキ、とっても気に入ったので、またこうして食べに来てもいいですか？」

　真悠子が訊ねると、両親が「もちろん」と答えてくれたが、両親のその表情が少し曇っていることに真悠子は気付いてしまった。

「……あの、どうかしましたか？」

　真悠子が訊ねると、両親が顔を見合わせてやがて静かに口を開いた。

「実はね……この店、もうそんなに長くは続けられないんだよ」

　勤の言葉に、真悠子は驚いて顔を上げた。

「どうしてですか？」

「マユさんは、この辺りの人じゃなくてどこかから引っ越して来られた方？　聞いたことないかしら？　この駅前商店街は、昔はそれこそ活気のある商店街だったんだけど、商店街に住む人たちの高齢化とか後継者不足が理由でお店を畳む人が増えてね。市が進めてる土地開発でこの商店街がなくなった跡地に大型商業施設が建設されることが決まっているの」

「え？　この商店街のお店……なくなっちゃうってことですか？」

「まぁ、全部が全部ってわけじゃあないんだよ。若い後継者のいるお店なんかは、そのまま新しい商業施設に優先的に出店できる話もあるんだよ。見ての通り、古い商店街だからねぇ……店を畳んで新しい生活をって考える人もいて、土地開発については賛成派のほうが多いくらいでね」

　勤が少し寂しそうに微笑んだ。

「商店街自体の老朽化もあるし、私たちも後継ぎがいるわけじゃないし、お店を畳むつもりでいるのよ」

　二人の話を聞いて、真悠子はひどくショックを受けた。





　　　＊　＊　＊






「真悠。おい、真悠！　どうした？　鍋吹きこぼれてるぞ」

　いつの間にかキッチンに来ていた龍也に声を掛けられ、真悠子ははっとした。

「えっ、あ！　ごめんなさ……」

　龍也に声を掛けられて、真悠子は慌てて電磁調理器のスイッチをオフにし、零れた汁を布巾で拭いた。ついさっき、いつもより少し遅い時間に龍也が帰宅して、夕食を温め直していたところだったのだが、気付けば鍋の味噌汁の野菜が煮えすぎてくたくたになってしまっている。

「……具合でも悪いのか？」

「ううん、大丈夫。ごめんなさい、お味噌汁まずかったら残して？　飲み物、冷たいお茶でいい？」

　キッチンクロゼットからグラスを取り出した瞬間、手が滑ってグラスを床に落としてしまった。パリンと高い音とともにグラスが真っ二つに割れ、それを見た龍也が驚いた顔をした。

「おい、マジでどうした？　もうあっち行ってろ。あとは俺がやる」

「……ごめんなさい。危ないから割れたグラスだけ片付けるね」

　真悠子は床から大きなグラスの破片を指でつまみ上げ、シンクの中に置くと、龍也が傍に来て真悠子の額に手のひらを当てた。

　そのまま首をかしげた龍也は、上体を屈めて真悠子の額に自分の額を当てて呟いた。

「熱があるわけじゃないようだな」

　顔と顔の距離が、息が掛かるほど近いことにドキッとして、真悠子は慌てて一歩後ずさる。

「本当に平気なの。ちょっと考え事してただけで」

「分かったから、向こう行ってろ」

　そう言われて、真悠子は龍也があとから帰って来てダイニングテーブルで食事を取るときにいつもしているように龍也の席の斜向かいに腰掛けた。

　龍也が食事をしている間、残った家事をしていることもあるが、基本は龍也の傍にいて食事の様子を眺めている。

　何を食べても特別料理を褒めてくれることもないし、大きな表情の変化もないが、真悠子は龍也が食事をしている姿を見るのが好きだった。はじめはあまり料理が得意じゃなかったため、失敗することもあったが、そんな料理でも龍也は残さず食べてくれる。

　食事をしている間、だいたいは真悠子が一方的に喋って、龍也がそれに答えるという感じなのだが、彼とそういったたわいもない会話をする時間を真悠子は気に入っている。

　龍也が温め直した夕食をダイニングに運び、冷蔵庫からお茶を取り出してグラスに注ぐと、それを真悠子の前にも置いた。

「ありがとう……」

　龍也が黙って頷いて席に着き、両手を合わせて「いただきます」と言った。

「おまえ、実家に行ったんだな。実家でなにかあったのか」

　さっき冷蔵庫を開けてお茶を取り出した時に、真悠子が帰りに買って来たケーキの箱に気付いたのだろう。

「うん。久しぶりに顔が見たくなっちゃって……。お客さん他にいなかったからイートインスペースでケーキセット食べて来たの」

「……にしちゃ、浮かない顔してんな。やっぱりなにかあったんだな？　おまえのことだ、普通ならもっとウザいくらいに嬉しそうに俺に実家に行ったこと話すだろ」

　真悠子は龍也を見つめてから、この人には分かってしまうんだ──と小さく息を吐いた。

「あのお店、いずれなくなっちゃうんだって。龍也さん、知ってた……？」

　真悠子が訊ねると、龍也が箸を止めた。

「ああ。詳しくはないが、もう何年も前からそんな話は出ている。あの辺りはそれこそ昔は活気がある商店街だったそうだが、近年は──まぁ、どこの町にもある話だが、郊外に大型商業施設が出来たりして商店街自体が廃れている。駅前の再開発計画が進められているのは知っていたが……正直、あの辺りはうちのシマではないしな。俺もそこまで詳しくはない」

「そうなんだ……」

　確かに、龍也がそのことに深く関わっているのなら、最初に店を訪れた時にその事実を真悠子にも伝えてくれたはずだ。

「お父さんたちが、お店の立ち退きの話をしてたの……。あのお店、いつまで営業できるのかな？　お店がなくなっちゃうってことは、あの家も全部消えてなくなっちゃうんだよね？」

「両親はなんだって？」

「……さすがに、聞けなくて」

　店はもとより、真悠子が生まれたときから育ってきたあの家が消えてなくなってしまうという事実を受け入れることができなかったからだ。

「私が知らない間に、いろんなことが変わって……。もちろん、時代の流れとかそれに伴う変化が必要だっていうのも分かってるんだけど……正直、つらい」

　真悠子が零すと、龍也が何ともいえない表情を返したのが印象的だった。

「おまえの両親は、どう思っているんだろうな」

「……どうだろう？　本心は分からないけど、受け入れている感じには見えたかな」

　あの店は、いまでも夫婦二人で切り盛りしているようだった。

　両親の後継者的な立場の人間がいるようにも思えなかったし、両親の年齢を考えるとこのまま店を続けていくのは難しいと考えたのかもしれない。

　真悠子の話を聞いていた龍也が、少し何かを考えたあと言った。

「まぁ、いい。少し調べてみてやる」

「……ほんと？」

「ああ。でも、あまり期待するなよ。開発の話は今に始まったことじゃない。何年も前からそういう話が出ていて、実際に計画が進んでいるということは、それを実行するために動いている人間が大勢いるってことだ。おまえがどうにかしようとしてもどうにもならない可能性のほうが高い。それだけは覚えておけよ」

　龍也の言葉に、真悠子は深く頷いた。




　それから二週間ほど経った八月下旬の蒸し暑い夜、真悠子は龍也の口から衝撃的な事実を聞かされた。

「土地開発に関わっているのって、あの東とう郷ごう……コーポレーションなの？」

「ああ。おまえも知ってるのか。まぁ、昔から有名な会社ではあるしな」

　龍也にそう訊かれて、真悠子は小さく唇を噛んだ。

　知っているも何も、東郷コーポレーションといえば、本社がこの町にある名の知れた不動産関係の会社だ。子供でも口ずさめるようなキャッチーなＣＭ音楽も話題で、真悠子も当然その名前を知っている。

「東郷コーポレーションの社長って……いま、誰が？」

「東郷和かず彦ひこだ」

　龍也の言葉に、真悠子はほっとしたような、そうでないような複雑な気持ちが湧き上がったが、龍也はそれに気付かず資料のようなものを読み上げる。

「東郷和彦。五十二歳。一九七〇年生まれ……藤が丘大学卒。──って、真悠、確か七〇年生まれで、同じ大学だったよな？」

　龍也が驚いたように真悠子の顔を見た。

「──て、ことは、もしかして知り合いなのか？」

　真悠子は龍也の問いに、どう答えていいか分からず黙り込んだ。

「おい、真悠」

「……うん。知ってる。同級生なの」

　真悠子は一体何の因果かと、頭を抱えた。

「ほら。見ろ、これが現在の東郷の写真だ」

　龍也に資料を渡された真悠子は、ソファに深く座ったままその写真を見て息を吐いた。

　──間違いない。あの、東郷和彦だ。

　真悠子が知っている彼より、少し目元の印象が柔らかくなった気がするが、当時の面影ははっきりと残っている。

「……よかった」

　真悠子がぼそりと零した言葉を、龍也は聞き逃さなかった。

「どういう意味だ？」

　真悠子は俯いたまましばらく頭の中で考えたあと、覚悟を決めて顔を上げた。

　真悠子がこの時代にやってきたばかりの頃は、自分がなぜこの時代にやって来たのか、何も分からなかった。

　頭の中に靄が掛かったような状態で、思い出そうとするとなぜか頭が痛くなり、身体の奥から何ともいえない恐怖心のようなものが感覚として湧き上がってきて、本能的に脳が過去を思い出すことを拒絶しているように感じていた。

　ただ、不思議だったのは、思い出せないのはこの時代にやって来た直前のことだけで、自分が何者なのか、どんな人に囲まれ、どんな人生を生きて来たのかは普通に記憶に残っていた。

　過去から現代にやって来たという普通ならありえない状況にストレスを感じているのか、はたまた何か自分でも思い出したくないようなショッキングな出来事がその前後に起こり、一時的に記憶喪失になっているのか……。

　とにかく、ほんの一部分の記憶がないだけで、現代での龍也との生活にほとんど支障はなかった。

　だが、ふとした瞬間にフラッシュバックのような現象が起こり、真悠子は少しずつではあったが、自分が現代にやって来るきっかけになった出来事を思い出していた。

「私、大学に通っていた頃、友達に誘われてあるサークルに入っていたんです。まぁ、サークルって言っても名前だけの飲みサークルみたいな感じで……そういうのあまり得意じゃなかったから、ほとんど参加してはいなかったんですけど……。そのサークルで知り合ったのが、東郷和彦です」

　現在の時間軸にすると三〇年以上も前の話だが、つい数カ月前にこの時代にやって来た真悠子にとっては、まるで昨日のことのように思い出せる過去の話だ。

「同じサークルの同級生ってことで、たまに話をするようになって。知り合った当初は、ちょっと軽いけど悪い人じゃないなってくらいの印象だったの」

　龍也は真悠子の話をただ黙って聞いてくれている。

「彼は当時から、東郷コーポレーションの御曹司ってことで大学でも有名人で。実際にお金持ちで、羽振りもよかったから、女の子とっかえひっかえ遊んでるって噂もあって。私、なぜか分からないけど彼に気に入られて、そのうち交際を迫られるようになって……」

　そこまで一気に話して龍也を見ると、彼がなぜか少し不服そうな顔をしているのに気付いた。

「え、なに？　信じてない？　嘘じゃない、真面目に話してる」

「……分かってるよ。べつに疑ってるわけじゃねぇ」

「じゃあ、なんで怖い顔してるの」

「元々こういう顔だ。いいから、続きを話せ」

　龍也に促されて、真悠子は再び話し始めた。

「私、交際の申し込みは断ったんです。話してみたら悪い人じゃないんだなって思ったけど、常に女の子と噂があったし、そういう軟派な男の人と付き合うとか考えられなくて──何度も断ったんです」

　そこで、真悠子は小さく唇を噛んだ。

「でも諦めてくれなくて。そのうち、どんどんしつこくなって。大学やバイト帰りに待ち伏せされることもあって──」

「それ、ほぼストーカーじゃねぇか」

　龍也がそう言って顔をしかめた。

「正直、彼の本心は分からなかった。彼、女の子とっかえひっかえだったし、お金持ちでプライドも高かったから、私のことが好きっていうより、ただ単に思い通りにならない私がおもしろくなかっただけなのかも……」

　真悠子が小さく息を吐くと、龍也が真悠子の髪をくしゃりと撫でた。

「──で。あの日。私が現代にやって来たその日も、東郷に待ち伏せされていたの。私、大学の近くでバイトしてて、その帰り道に──」

「俺がおまえを拾ったあの公園で、か……」

　真悠子は大きく頷いてさらに言葉を続けた。

「私、帰宅時間が早いときは、散歩がてら公園を通って家まで帰ってたの。あの日はバイトが夕方上がりで、辺りもまだ明るかったからいつものように公園を通ろうと思って。でも、まさか彼に待ち伏せされてるなんて思わなくて──」

　真悠子がそこで言葉を切った。

「南口駐車場で待ち伏せしてたみたいで、『食事でもどうか』って誘われたの。もちろん断ったんだけど、そのうち無理矢理車に乗せられそうになって。さすがに怖くなって必死の思いで逃げたんだけど、彼はしつこく追い掛けて来て……その、っ」

　真悠子はその時のことを思い出して、両腕を抱え込むようにして身震いした。

「……なにかされたのか？」

　そう訊ねた龍也の声に静かな怒りが滲んだのが分かった。

「襲われそうになって、逃げたの。捕まるって思った瞬間、私、手に持ってたバッグで彼を殴って。そしたら、偶然そこにあったベンチで彼が頭をぶつけて怪我をして……逆上した東郷が血だらけのまま、また追いかけて来たの。私、怖くて……必死に逃げて……」

　涙声になって身体の震えが大きくなっていく真悠子の腕を力強く掴んだ龍也が、真悠子の身体を引き寄せてそっと抱きしめた。

「逃げる途中で、あの階段から足を踏み外したの……。そのあとは、龍也さんが知ってる通り」

　龍也に抱き締められただけで、不思議と身体の震えが和らいでいく。

　いま龍也に話して聞かせたことが、真悠子が思い出したタイムスリップに繋がるすべてだった。

「驚いたな……おまえのタイムスリップの原因に東郷が関係していたのか。さっきの『よかった』ってのは？」

　真悠子は龍也の腕の中で黙ったまま頷いた。

「……私、彼に怪我させてしまったから……あのあと彼が無事だったのかずっと気になってて」

　ここに来て、自分がこの現代にやってくる原因になった事件に関わる東郷の名前を聞くことになるとは思わなかったが、あんなに怖い思いをしても、彼が無事で今もこの時代に生きているという事実に心からほっとした。

「それにしても……こんなことって」

　考えてみれば、市が進める土地開発にこの町に本社を置く東郷コーポレーションが関わっているのはなんら不思議なことではなかった。

　真悠子はこの偶然に、どこか因縁めいたものを感じざるを得なかった。




　その夜は一度ベッドに潜ったものの、なかなか眠りに付くことができず、真悠子は夜中に水を飲みに起きた。キッチンの電気を消し再び部屋に戻ろうとしたが、部屋の前で足を止めると、足音を立てないように龍也の部屋の前で一度立ち止まり、そっとドアに手を掛けた。

　龍也の部屋に足を踏み入れると、ベッドサイドの電気は点いたままだったが、彼は途中で寝落ちてしまったのかスマホを片手に眠っているようだった。

　真悠子はゆっくりとベッドに近付き、そっと縁に座る。龍也が眠ったままなのを見て、そのまま彼のベッドに潜り込もうとしたとき、急に龍也が起き上がったかと思うと喉元を強く押さえつけられてほとんど声にならない短い悲鳴を上げた。

　真悠子のそのか細い悲鳴に気付いた龍也が、反射的に手を離した。

「……真悠!?　おまえ、なにやってんだ、ここで」

「た、た、龍也さんこそ急に殺気立たないで。こ、殺されるかと思ったじゃない……」

「おまえが不意打ちで近付くからだろ。俺みたいなのは立場上、無意識でも身体は常に戦闘態勢なんだよ。つーか、寝込みを襲ってくるとはいい度胸してんな」

「べつに、そんなつもりじゃ。今夜は蒸し暑くてなかなか寝付けなくて……龍也さんは眠れてるかなって様子見に来ただけだもん」

　真悠子がもごもごと言い訳をすると、龍也が真悠子の額を指で弾いた。

　もし、龍也が起きていたら話し相手になってもらおうと思っていたのだが、龍也が眠っているのならこのまま彼のベッドに潜り込むつもりでいた。

　今夜は、なんだか心細くて人の体温を感じて眠りたかったのだ。

　この間、龍也に抱かれたとき、信じられないくらいの幸福感を体験した。

　逞しくて温かな彼の身体に包まれているだけで安心した。その感覚をもう一度味わいたかった。いや、違う。ただ、真悠子自身が彼に触れたかったというのが本音だ。

「子供みたいな言い訳すんな。現にベッドに潜り込もうとしてんじゃねぇか」

「そ、それは……隣に人がいたら眠れるかなって思って」

「──ったく。だったら、おまえ、抱き枕になれよ」

　そう言った龍也がベッドのスペースを空け、真悠子を後ろから抱きしめるようにして、ルームウエアの上から真悠子の胸に触れた。

「あ、の……龍也さん？」

　その刺激に真悠子が身体を捩ると、龍也が真悠子の項に唇を付けた。しっとりとしていて温かくて、吐く息が首筋にあたって身体がぞくっと震える。

　そのうち彼の手がルームウエアの裾から侵入すると、今度は真悠子の肌に直接触れ、腰から胸までを一気に撫で上げて、ナイトブラをずらした。

　龍也の指先が真悠子の胸の先を掠めただけで、ひとりでに身体の奥が熱くなる。

「なんだ。すでに乳首勃たせてんじゃねぇか。期待してたのか？　口実作って俺に抱かれにきたんだろ」

　違うと否定しようとして後ろを振り返ると、それを待ち構えていたような龍也に強引に唇を塞がれてしまった。

「……んっ」

　抵抗しようにも身体を抱え込まれて身動きが取れない。唇を塞がれたまま両胸をこれでもかと弄ばれ、その刺激に真悠子の身体の奥から熱いものが溶け出ていくのが分かる。

　──どうして？　どうしてこんなにも簡単に感じてしまうのだろう。

　彼のキスには逃げ場がなくて、呼吸をするのも苦しいくらいなのに、やめてほしくないどころかもっとしてほしいと思ってしまう。

「……待って、っ」

「待たねぇよ。いいかげん、学習しろ。男の寝床に潜り込むっつーのはこういうことなんだよ。おまえが自ら喰われにきたんだ。このまま大人しく喰われとけよ」

　喰われる──。確かに龍也との行為は、そんな感じだと思った。

　大きく逞しい彼の身体はまるで獰猛な動物のようで、彼に組み敷かれると実際に自分が絶命寸前の草食動物みたいだと感じる。彼が鋭い牙を剥き、喉元にその牙を立てた瞬間、抵抗できなくなる。このまま、骨の髄まで彼に食べられたいと思ってしまう。そんなふうに思っていることを口に出したら、はしたないと思われるだろうか。

「龍也さんになら……食べられても、いいよ」

　はしたないと思われてもいい。そんなこと構わないと思うほど、彼が欲しい。

「おまえは、またそういうこと……どうなっても知らねぇぞ」

　そう言った龍也が、真悠子のルームウエアと下着を取り去った。

　後ろから真悠子の身体を抱え込むようにして抱き締め、片手で胸を揉みしだくように愛撫し、もう片方の手で下腹部を撫でて秘所に指を伸ばす。

「なんだよ。もうガッツリ濡れてんじゃねぇか。指、すぐ挿るな」

　そう言った彼が、真悠子の中を遠慮のない手つきで触れる。

「すげぇ、とろとろ。中、熱くて吸い付いてくるぞ」

　ぐちぐちと音がするほど中を弄られ、恥ずかしいのに龍也の太くて長い指が中を撫でるのが気持ちいい。耳元で聞こえる彼の低音も心地よく、彼が真悠子の耳を舌で愛撫すると、その生温かく湿った感触に身体がぞくぞくと震えた。

「あっ、……んっ」

「気持ちいいのか」

　ほとんど男性経験がないのに、こんなにも気持ちいいと感じてしまうものなのだろうか。

　彼の指がどこに触れても感じるし、彼が触れたところ全部が敏感に反応する。

「あっ、やっ、ひゃあ……っ」

　快感が高まって変な声を上げてしまうのが恥ずかしくて口元に指を運び、漏れ出る声を抑え込もうとすると、それに気付いた彼が真悠子の手を引きはがす。

「気持ちいいなら、声我慢すんな。おまえの甘い声聞かせろよ」

「だっ……、や。こんな、っ」

「嫌じゃねぇ。男はそんな声に興奮するんだよ」

　後ろから抱え込まれて、耳元で囁かれる。言葉は少し乱暴に聞こえるのに身体に触れる手は優しくて、その優しい手に翻弄される。彼の指が中を擦り、浅い部分を撫で上げる。

「ああ……っ、やぁ」

　刺激を与え続けられた秘所は、もうほんの少しの刺激だけで何かはじけ飛んでしまいそうに敏感になっている。何が何だか分からないほど乱れよがるうちに、目にはうっすらと涙が滲む。

「なぁ、真悠。まだイくなよ？　もっと気持ちよくしてやるからな」

　そう言った龍也が身体を起こして、真悠子を仰向けしたかと思うと、そのままゆっくりと真悠子の中に押し入って来た。

「ああ……っ、ん」

　ものすごい質量がお腹の中を埋め尽くす感覚に、息を呑む。

　けれど、その埋め尽くす感覚が嫌ではなく、中で彼を感じることが嬉しいとさえ思う。彼の存在を身体の中に感じてそっと目を閉じると、苦痛を感じていると思ったのか龍也が静かに訊ねた。

「どうした。痛いか……？」

　そう訊かれて真悠子がゆっくりと首を振ると、龍也が「そりゃ、よかったな」と呟いた。

「おまえがしっかり感じてくれたおかげだ。おまえが感じて、濡れれば濡れるほど俺も中で気持ちいいし、おまえのことも気持ちよくしてやれる」

　そういえば、初めての時もそうだった。

　経験が浅いうちは、痛みを伴う場合もあると知識で知っていたが、彼と初めて身体を繋げたときも痛みは感じず、ただ未知の快感に飲み込まれただけだった。

「動くぞ」

　そう言った龍也がゆっくりと腰を動かす。これ以上隙間なんてないというくらいみっちりと身体の中を埋め尽くされているからなのか、中を擦られる感覚によってより快感が高まっていく。

　いやらしい行為だと思うのに、やめてほしくなくて、もっともっと欲しくなる。

　腰を動かす龍也の息遣いも荒くなり、次第にその律動が速度を増す。

「龍也さ……、あっ、ああっ、やっ、なんか……変になるっ」

「変になれよ。好きなだけ」

「あっ、まっ。ああ……んっ、龍也さ……っ」

　高まる快感に自分がどうなってしまうのか分からない恐怖にかられ、縋るように龍也に抱き付くと、彼がそんな真悠子の唇を塞いだ。

　貪るようなキスをしながら、その合間に龍也が「イきそうか？」と訊ねる。けれど、こんな状況でそんなことを答える余裕などない。

「……分かんな、……でもっ、気持ちいいっ……頭おかしくなるっ」

「俺は、イきそうだ。おまえの中、マジなんなんだ。気持ちよすぎてやべぇ……」

　そう言った龍也の顔に、普段の余裕な表情はなかった。こんなにも切羽詰まったような彼の顔を見るのは初めてだったし、自分だけが感じているのではなく、龍也も感じてくれているのが嬉しかった。

　──好き。私、やっぱり龍也さんが好きだ。

　二度彼に抱かれてはっきりと分かった。

　気の迷いでも勢いでもない。いま、この瞬間、確かに真悠子の全身が龍也を欲しいと言っていることを確信した。
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　真悠子の両親の店の話を聞いた龍也は、今回の土地開発に関係している東郷コーポレーションについて少し調べてみようと考えた。現在、情報収集能力の高い新田や安井に東郷の周辺を探らせている。

　東郷の会社は古くからある建設会社でこの町に住むものなら誰でもその名を知っている有名な会社だ。

　東郷コーポレーションの前身は小さな土建屋のようなもので、近代化の進む明治以降少しずつ形を変え、戦後の復興事業でその業績を伸ばした。この町に本社を据え、地域に根付いた事業を展開してきたが、現在では全国六都市に営業所を構えている。

　表向きはなんの欠点もない優良企業だが、実はここ近年半グレ集団が組織化した松山グループという集団と繋がりがあるという黒い噂も聞く。松山グループはその構成も規模も実際のところはっきりしたことは不明だ。

「噂の域を出ないとはいえ、少し気になるな……」

　一番気になる点は、真悠子がこの時代にやって来るきっかけになった出来事に東郷が絡んでいるということだ。その東郷がこの現代において、真悠子の実家周辺の再開発に関わっていることも気になった。

　──ただの偶然か？

　その前に、もし真悠子があの男に出会ったらどうなる？　きっかけになったあの男に出会ったら、真悠子の身に何か起こる──？

　そこまで考えて龍也は大きく息を吐きながら革張りのオフィスチェアに身体を預けた。

　その時、スーツのポケットに入れていたスマホが小さく震えた。電話を掛けて来たのは新田だ。

「俺だ。なにか分かったか？」

『いえ、東郷と松山グループの繋がりについてはなにも。噂だけなのか、はたまた表に出ないよう上手くやってるのかは調べてみないとなんとも』

「──そうか」

『ただ、東郷との繋がりどうこうより、気になることが』

「どうした？」

『松山グループなんですが……あいつら、最近うちのシマ内で、無許可の闇ガールズバーを経営してるとか。他にもどこかに特殊詐欺の事務所を構えてるらしいって噂で』

「──あぁ!?　なんだそれ」

　龍也は思わず声を上げた。

　半グレ集団というものは、特定の暴力団に属さない反社会勢力で、多くは暴走族のＯＢや地元の仲間などで構成されている。強い組織性はないものの、集団的、常習的に暴力行為や詐欺行為を繰り返し、大都市を中心にその勢力を拡大している。

　明確に組織化された集団ではないため、実態がつかみにくく、取り締まりが難しい。

　他で何をしようと勝手だが、さすがに自分たちのシマで好き勝手なことをされるのを黙って見過ごすわけにはいかない。

『すみません、兄貴。詳しいことはもう少し調べてみないと。分かり次第報告します』

　冷静な新田の言葉に、龍也も冷静さを取り戻した。

「ああ、分かった。引き続き、頼むわ」

　そう言って電話を切ると、龍也は再び大きな溜息をついた。
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「え？　温泉？　どうしたんですか、急に」

　真悠子が龍也の顔を見て、不思議そうに目をぱちくりさせた。

「気晴らしだよ、気晴らし。まぁ、温泉じゃなくても、真悠が行ってみたいところならどこでもいい。ここに来てからいろいろバタバタしてて、ゆっくり遊びに行くひまもなかったろ。俺も、おまえにそういう配慮できてなかったと思ってな」

　真悠子がこの時代に慣れることを優先し過ぎて、彼女がまだ二十歳で好奇心も旺盛な年頃だということがすっかり龍也の頭から抜け落ちていた。

　街で見かける真悠子と同世代の若い女は、新しいことに敏感で、若者らしいフットワークの軽さで友達や彼氏と旅行やイベントに出掛けて、好きなことを存分に楽しんでいる。

　真悠子がここのところ実家絡みで考え込んでいる様子をみて、何か気晴らしをしてやれればと思ったことが発端だが、それ以前に彼女にこの時代の生活をもっと楽しんでもらいたいと考えての提案だった。

「温泉かぁ……行ってみたい！　お部屋にお風呂があって、お料理が運ばれて来たりするの憧れ！　いつかそういうところ泊ってみたいって思ってたの。あ、でも、贅沢過ぎるかな？」

「いや。それも悪くねぇな。いくつか見繕っておく」

　龍也が返事をすると、真悠子が「やったぁ！」と言って両手を上げて喜んだのを見てつい小さな笑いが漏れた。

　真悠子は自分の感情にとことん素直な女だ。

　楽しいときには大きな声で笑い、怒るときは龍也相手に物怖じもせず、堂々と突っかかってくる。表情がころころと変わり、見ていて飽きない。

　真悠子の裏表のない真っ直ぐさが、どこか龍也の目には眩しく映り、その眩しさを曇らせたくないという不思議な感情が湧き上がるのだ。
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「えっ、今日は龍也さん運転なの？　新田さんとヤスさんは？」

　荷物を車のトランクに積み込んで龍也が運転席のドアを開けると、真悠子が驚いた顔をした。

　今日は、以前から真悠子に連れて行くと約束していた温泉旅行の当日だ。

　龍也はもともと人混みが苦手だったこともあり、世間でいうところの夏休みも過ぎ、それまで賑わっていた観光地が落ち着きをみせる時期を見計らった。

「二人には休みをやってる」

「そうなの!?　私、てっきり一緒なのかと……」

「なんだ。俺と二人じゃ不満か」

「そうじゃないけど……。いままでずっと二人も一緒にいたから、てっきり」

「嫌じゃなきゃ、さっさと車に乗れ」

　龍也が言うと、真悠子が大人しく車の助手席に乗り込んだ。

　実際二人も誘ったのだが「そういうことならお二人で」と、にべもなく断られてしまったのは真悠子には内緒だ。

　二人とも、表向きは恋人同士である龍也と真悠子の旅行について行くのは野暮だと遠慮したのは建前で、少し前から東郷の身辺を調べさせていた関連で松山グループの動きも気になっているのが本音なのだろうと思うが、どちらにしろ二人の気遣いはありがたかった。

　若い真悠子の好みが分からず、同年代の安井の意見も聞きながら、タイプの違う宿泊先をいくつかピックアップしたのだが、その中から彼女が選んだのは趣のある有名観光地の温泉宿だった。

　車で二時間ほどの道のりを、途中で休憩を挟みながら目的地付近までやってくると、真悠子が車の窓を全開にして目の前に広がる海岸線に歓声を上げた。

　九月に入ったが、まだ日差しは強く、気温も高いままで、夏気分は十分なほど味わえる。

　窓から入ってくる風に海の匂いと海風特有の湿気が混じっている。

「うわー！　すごい綺麗！　ねぇ、見て見て龍也さん！」

「ああ、見てるよ。──で？　おまえが行きたいって言ってたとこはこの先でいいんだな？」

「ああ、うん。ナビどおりで大丈夫」

　最初の頃は車のナビゲーションシステムにも驚いていた真悠子だったが、いまではすっかりこの現代に馴染んでいる。

　宿泊先を起点に、真悠子がいくつか行きたい場所を選んだ。海岸線から少し山間に入ったところに最初の目的地がある。

「ガラス美術館……ああ、看板見えたな」

　駐車場に車を停め、目的の美術館に入ると真悠子のテンションがさらに上がった。

「うわぁ……綺麗！」

　海岸からすぐでありながら、緑豊かな山あいにあるヴェネチアングラス専門の美術館で、四季折々の花とガラスのオブジェが楽しめる庭園や、世界各国のガラス製品を集めたミュージアムショップ、大人から子供まで楽しめる体験工房が併設されている。

「おまえ、こういうの好きだったのか」

「うん。女の子は皆好きじゃない？　こういうキラキラして繊細なもの。小さい頃、両親に連れて行ってもらったお祭りにガラス細工を売ってるお店があって。可愛い動物のガラス細工をずっと集めてたの。もしかしたら、実家の私の部屋にまだ残ってるかも」

　正直、これまで真悠子がどんなものに興味があるのか、何をしているときが一番楽しいのかなど、あまり考えたことがなかったし、知ろうともしていなかった。

　真悠子にはもっと興味のあるものや、挑戦してみたいことがたくさんあるのに、龍也に言い出せなくて我慢していることがあるのだろうか。

「ねぇ、龍也さん。ここね、ガラス体験工房もあるの。私、あとでそれやってみたいな」

「ああ、好きにしろよ」

「好きにしろって、なに。龍也さんも一緒にや・る・の！」

「はぁ!?　俺はいいって」

「えー、約束違う！　旅行中は好きなことしていいって言った。なんでも付き合ってくれるって龍也さん言った。あれ、嘘だったの!?」

　真悠子の気晴らしにと、この旅行に関しては龍也が言い出したことだし、確かに何でも付き合うと言ったが、まさかこんな巻き込まれ方をするとは想像もしていなかった。

「ねぇ。一人じゃ寂しいもん、付き合ってよ。こういう恋人デートっぽい感じ、ちょっと憧れてたのになぁ」

　真悠子がわざと上目遣いをするのは、龍也がなんだかんだいいつつ、真悠子のそれに弱いことを分かっているからだ。

「……クソ。分かったよ」

　龍也が渋々返事をすると、真悠子が勝ち誇ったように笑って「そういう龍也さん好き」と腕に巻き付いて来たのを、ただ黙って受け入れた。

　自分でも本当に不思議だと思う。

　他の女にこんなことをされたら、その透けて見える計算高さに若干苛立たしささえ感じるのに、計算だと分かっていながら彼女の甘えだけはなぜか許容してしまうのだ。

　結局真悠子に付き合わされて、フュージングという十種類以上の金具とガラスの欠片を組み合わせたアクセサリー作りと、サンドブラストというグラスに絵柄や模様を付ける二種類の体験プランに参加した。

　身体も大きく強面な自分が、若い真悠子にあれこれ指示されながら体験をする姿は傍目にはさぞ滑稽に映っただろう。実際に、スタッフが驚いた顔も見逃さなかったし、周りの視線も痛かったが、体験してみたら案外楽しいものだった。

　とりあえず、この場に新田や安井がいなくてよかったと龍也は心から安堵した。

　二人がこの場にいたらどんな冷やかされ方をしたか、想像しただけでぞっとする。




　美術館を出て、海を見たいと言った真悠子に付き合ったあと、予定通り夕方には予約した温泉宿に到着した。

　全室源泉かけ流し露天風呂付の古民家風の宿。どの部屋からも海を見渡せ、朝夕ともに部屋食が楽しめる。チェックインやチェックアウトの精算まで部屋でできる完全プライベートに配慮したもてなしが人気の宿だ。

　部屋に案内され、係の者がひととおりの説明を済ませて部屋を出ていくと、説明を聞いている間そわそわとしていた真悠子が部屋を見渡して感嘆の声を上げた。

「ええええ、なにここ……すごい豪華！」

「そりゃそうだろ、この旅館で一番いい部屋、取ったからな」

「待って、一体いくらするの……」

　いきなりムードを壊すような発言をする真悠子に、龍也は呆れ顔を返した。

「あのなぁ。そういう野暮なこと聞くもんじゃねぇよ。せっかく気晴らしにゆっくり寛げる部屋選んだんだ。もっと楽しめ。ここは別邸だし、食事の用意の時にしか部屋に人が来ない。余計なこと気にせず、好きに過ごせよ」

　龍也がそう言うと、真悠子がさっそく部屋の中の探検を始めた。

「わぁ、ベッド大きくてふかふか！　こっちの和室も広ーい！　え、待って！　露天風呂！　めちゃくちゃ広い」

　ひととおり部屋を見てまわり、すっかりはしゃいで興奮気味の真悠子を見ているだけで笑いが漏れる。

「テンション高けぇな……」

「だって！　こんなすごいお部屋見て興奮しない人いる!?」

「楽しそうでなによりだ。夕食までまだ少し時間あるから風呂でも入るか？　大浴場もあるぞ」

　龍也が言うと、真悠子の目がますます輝いた。

　真悠子が大浴場に行っている間に、龍也も部屋の内風呂で汗を流した。戻って来た真悠子は浴衣に着替えていて、長い髪を後ろでくるりと纏めていた。

　淡いブルーに百合があしらわれた浴衣で、淡いピンクの帯との組み合わせが、若い真悠子によく似合っている。

　そうしているうちに夕食の時間になり、和室のテーブルいっぱいにたくさんの料理が並べられた。創作感溢れる種類豊富な先付に、新鮮な地場の魚を使った船盛り、煮物、焼物、炊き合わせなどが並べられる。

　仲居が勧めてくれた食前酒を真悠子が恐る恐る飲み、そのフルーティーな味わいに目を丸くして嬉しそうに微笑んだ。

「おいしい！　ねぇ、龍也さんもこれ食べてみて！」

　普段の家事から解放されて、用意された料理を楽しむ真悠子は本当に楽しそうだった。

　たくさんの料理をすべて食べることができず、残してしまったことが心残りのようだったが、食事を終えた真悠子は応接セットの椅子に腰掛けて満足そうに息を吐いた。

「あー、お腹いっぱい！　幸せ過ぎてヤバイ……」

「なんだそれ」

「もう、動けなーい」

「だったら、無理に動くなよ。せっかくなんだ、好きなだけゴロゴロしてりゃいい」

　龍也が言うと、真悠子が「ふふ」と笑った。

「贅沢し過ぎかな」

「たまにはいいだろ」

　それからしばらく部屋で休んでから、寝るにはまだ早い時間だったこともあり、真悠子の提案で旅館の中庭を散歩した。中庭といってもかなりの広さで、趣のある竹林の中に石畳の遊歩道が整備されている。

　途中にきれいな湧き水の出る池があった。池の水は透明度が高く、夏には蛍が飛ぶ姿も見ることができるらしい。

「すごく静かな場所……」

　散歩に出たのはいいが、夕食時に酒を飲んでいることもあり、小さな下駄を履いて歩く真悠子の足取りが怪しい。

「おい、足元危なっかしいな。コケんなよ」

　龍也が見かねて手を差し出すと、真悠子がその手をぎゅっと掴んだ。

　小さな子供に手を貸しているような気分になるが、普段とは違う浴衣姿と襟元から覗く細い首に、真悠子が女であるということを意識させられる。

「ふふ。こうして手繋いでたら、恋人同士に見えるかな？」

「さぁな。援交とかパパ活に見えねぇことを祈る」

「え、さすがにそれはないんじゃない？」

　笑った真悠子が中庭の石畳に躓いてよろけた隙に、彼女の胸が腕に当たりはっとした。

　真悠子は無意識だったため気付いていないようだったが、龍也は真悠子の胸の柔らかさを敏感に感じ取っていた。

　──散々ガキ扱いしといて、しっかり女として意識してんじゃねぇか。

　結局、自分は真悠子をどうしたいと思っているのだろう。傍に置いて面倒を見てやる代わりに、家族の前で恋人のフリをさせ、真悠子を自由にさせているつもりで、彼女に近付く男に意味の分からない幼稚な嫉妬をしている。

「龍也さん？　どうかした？」

「いや。べつに」

　どうしたいか、なんて自分を誤魔化しているだけだ。

　真悠子を常に自分の傍に置いておきたい、彼女に近付く男なんて蹴散らしてしまいたいと思う時点で、分かり切っている。

　俺はきっと、真悠子を──。

　そうしているうちに小雨が降り出した。それに気付いた真悠子も「雨？」と空を見上げた。

「そろそろ、戻るか」

　夜風が思いのほか冷たかったことと、ほんの少しではあるが雨に濡れたこともあり、部屋に戻る頃には身体が冷えていた。

「身体冷えたな。風呂でも入るか？」

「あ、うん。じゃあ、龍也さん先に──」

「なに言ってんだ。これだけ広い風呂が付いてんだ。一緒に入ればいいだろが」

　龍也が言うと、真悠子が「えっ？」と目を見開いた。

「やることやってんだ。おまえの身体なんて隅から隅まで見てる。いまさら何を恥ずかしがることがある？」

　自分の気持ちを自覚すれば、事は簡単だ。真悠子を本当に自分のものにしたいのなら、自分のしたいようにするだけだ。

　龍也は真悠子の手を引き浴室の前に連れていくと、そのまま彼女の浴衣の帯に手を掛けた。せっかくきれいに着付けた浴衣を脱がしてしまうのは勿体ない気もするが、これを脱がす機会を失うのもやはり勿体ない気がする。

「ほら、おまえは俺の恋人なんだろ？」

「それは他人の前での設定っていうか、フリなんでしょ、フリ！　こんなときだけ狡い……」

　真悠子が龍也の手を遮ったが、龍也は構わず帯を解くと、彼女の浴衣の合わせが緩んだ。

　抵抗しないことに気をよくして、浴衣の前をはだけさせると生々しい白い肌が覗く。

「狡くて結構。おまえはどうか知らないが。少なくとも俺はおまえを気に入っている」

　龍也の言葉に真悠子が顔を上げて、龍也を真っ直ぐに見つめた。

「……気に入ってるって。どういう意味？」

「さぁな。おまえが傍にいるのは嫌じゃないし、他の男に言い寄られるのをおもしろくないと思う程度には気に入ってる」

　そう答えて真悠子にそっと口づけると、真悠子が躊躇いながらそれに応えてきたため、彼女の肩に掛かったままの布を払う。浴衣がするりと音を立てて床に落ちた。

「……便利な言葉。大人って狡い」

「狡いのは大人の特権だ」

　自分も着ていた浴衣を脱いで裸になると、真悠子の下着を脱がして強引に露天風呂へ引っ張り込んだ。




「はー……、最高だな。うまい飯食って、誰にも邪魔されずにのんびり風呂とか」

　龍也は真悠子を後ろから抱き抱えるようにして湯船に浸かりながら呟いた。

　一緒に露天風呂に入ったものの、龍也から妙に距離を取って風呂の端っこに逃げた真悠子を強引に引き寄せて無理矢理腕の中に閉じ込めた。

「うん……最高に贅沢」

　返事をしながら真悠子が振り返って、そのまま湯船の中で龍也に向かい合うように身体の向きを変えた。真悠子の視線が自分の身体に注がれているのが分かる。

「あの……そういえば、龍也さんってヤクザさんなのに、身体に入れ墨ないのね。ヤスさんとか、龍也さんの実家にいる人たちは腕や足に入れてるの見たけど」

「ああ。最近じゃ、ない奴も普通にいる。新田も入れてない」

「あ、それはなんか分かる気が。新田さんって、なんていうか……見た目もシュッとしてるし、こういう世界の人に見えないもの」

「ああ。確かにな。あいつは、頭が良くて優秀な男だ。本来ならこんな世界に足踏み入れるようなタイプじゃないしな」

「……どういうこと？」

「なんだ。新田に興味があんのか？」

「そういうわけじゃ……」

「俺の前で他の男に関心示すとはいい度胸だな。おまえは誰の女だ？」

　そう訊ねると、真悠子が少しむっとした表情をして棘のある言葉を返す。

「どうせ、ただ気に入ってるだけなんでしょ」

「随分根に持つんだな。どれだけ気に入ってるか、分かるように身体に教えてやろうか」

　龍也が真悠子の下肢に腕を伸ばして潤みを探ると、彼女が「ん」と短い声を漏らした。

「触ってもないのに濡れてるな。期待してるのか？」

「……だって、龍也さん、さっきから硬いのずっと私の身体に押し付けてくるんだもん」

「健全な証拠だろ」

　探り当てた潤みの奥に指を伸ばすと、真悠子の中が龍也の指をすんなりと受け入れた。

「あっ、っ……」

　真悠子の表情が急に「女」になる瞬間を見るのが好きだ。浅いところに触れると甘い吐息を零し、もっと奥に触れると気持ちがいいのか小さく身体を捩る。

「脚閉じるな、真悠。もっと奥まで触らせろ。好きだろ、奥」

「そんなの、分からな……っ」

「ほら。こうやって奥触ると中がきゅって俺の指を締め付けてくる」

「……ん、あぁっ」

「服脱ぐと急に別人だな」

　普段は色気なんて微塵も感じさせない真悠子が、自分の指使いで甘く乱れ、あられもない姿になっていくことに龍也自身も興奮を煽られる。

「真悠、こっち向いて舌出せ」

　そう言って唇を塞ぐと、真悠子が蕩けたような表情でキスに応える。

　まだ慣れていなくてたどたどしいくらいだが、龍也が少しでも唇を離すと真悠子のほうから必死に求めてくる姿に堪らない気持ちになる。

　熱い湯船に浸かりながらお互いの唇を貪り合う。いくら唇を重ねてもその端から飢えていく感覚が不思議だった。

　これでもかと貪り合った唇を離すと、真悠子が半ば放心状態で龍也を見つめ、ぐったりとこちらに身体を預けたことで、場所も考えずに夢中になりすぎたのだと悟った。

「龍也さ……」

「はは、悪かった。さすがにのぼせちまうな……」

　自分に身体を預けたままの真悠子を抱き上げて湯船から出ると、バスタオルを掴んでそのままベッドに移動した。

　真悠子をベッドに横たえ、身体にそっとバスタオルを掛けてから備え付けの冷蔵庫からボトルに入った水を取り出して真悠子の額に当てると、彼女がゆっくりと目を開けた。

「少しのぼせたか？」

「……大丈夫、少しだけ。お水冷たくて気持ちいい」

「飲むか？」

　真悠子が小さく頷き、龍也がボトルの蓋を開けて水を口に含み、そのまま真悠子に口移した瞬間、彼女が驚いて龍也の腕を掴んだ。

「……もう！　そんなことされたら余計のぼせちゃう」

「なるほど。悪くないな、そっちの意味でおまえをのぼせさせんのも」

　真悠子の何気ない言葉で火が点いた。

　彼女の身体の上のバスタオルを取り去って、首筋に唇を這わせ、優しいキスを施す。纏めた髪をほどき、丁寧な愛撫で真悠子をとろとろに蕩かして、何も取り繕えないほど乱してみたい。

　両胸を揉みしだいて、尖った先に強く吸い付いて、舌で転がして、真悠子の口から甘い声が漏れるのを堪能する。

「……んっ、はぁあっ」

「いい声出てんな。気持ちいいか？」

「……龍也さんに触れられるとっ、な、んか……おかしくな……」

「じゃあ、もっと気持ちよくしねぇとな」

　腰や腹、へその周りにも唇を這わせ、真悠子の両脚を大きく開かせて秘部に顔をうずめる。

　熱く蒸れた甘い香りに誘われ、舌先で蜜口に触れると真悠子の身体がビクッと大きく反応した。

「ああっ。そこ……ッ」

「こら、逃げんな。可愛がれないだろうが」

　かなり感じているのか、真悠子の蜜口からとろとろと愛液が溢れてくる。

　何度舐めて吸い上げてもキリがないくらい濡れて、艶めかしい蜜口が物欲しそうにひくついているのを見ているだけで龍也自身の興奮も高まっていく。

「すげぇな。トロットロじゃねぇか」

「あ……やぁん。龍也さ……もういいからっ」

「まだだよ。もっと慣らしてやらないと、おまえが俺を受け入れられねぇだろ。それとも無理に突っ込まれたいのか？」

　そう訊ねはしたが、もちろん乱暴なことをするつもりはない。

　今度は指で中に触れると、真悠子の内壁がねっとりと指に吸い付いてきた。

　指を増やして奥に触れると、真悠子が悲鳴に近い嬌声を上げながらつま先でシーツを掴むようにして腰を浮かす。

　額に汗を滲ませ、長い髪が顔に張り付くのも構わず、龍也の指の動きに翻弄されてめちゃくちゃに乱れる真悠子の姿に自身がはち切れそうなほどに昂っている。

　身体中の血がそこに集中し、痛いくらいだ。

　この昂りで真悠子の中を思い切り突いて擦って、もっともっとよがらせてみたい──そんな欲が湧き上がる。

「はは、腰浮いてるじゃねぇか」

「だ……ってっ、奥がキュンキュンして……なんかもどかし……」

「指じゃ足りねぇんだろ。待ってろ、すぐに挿れてやる」

　一度深呼吸をして自らの呼吸を整えたあと、自身の欲望の塊を真悠子の中に突き立てた。

「……ああっ、はぁっ」

　強烈な圧迫感とともに、真悠子の内壁が絡みついてくる。狭くて融けてしまいそうなほど熱い彼女の中に強引に押し進んでから大きく息を吐いた。

「どうだ？　満足か？　おまえが欲しかったモノだぞ」

「はぁっ、お腹……苦し……っ。龍也さんの、大きくて……」

　切れ切れの声で答える真悠子を気遣いながら、ゆっくりと腰を動かした。

「だからたっぷり慣らしてやったろ？　おまえの中は相当キツイが、その分トロトロで動きやすい。ほら、中で動いてんの分かるか？」

　そう訊ねると、真悠子が小さく頷いた。

「ゆっくり動くと、出したり挿れたりしてんのよく分かるだろ……こうやって奥までぐっと突いてやると」

「……ああっ、やぁっ。そこっ……」

「はは。おまえが喜ぶのも知ってる」

　奥を突くと、真悠子の中がぎゅっと絡みついてくる。まるで離さないと言われているようで、ずっとこの中に留まりたいと思う。

「他には？　どうして欲しい？　口に出して言えばなんだってしてやる」

　抱いた女にこんなことを訊ねたのは初めてだ。

　自分の下でぐずぐずになっている真悠子をもっともっと乱したい。ドロドロに甘やかして、快楽の虜にしてしまいたい。

「じゃあ……ぎゅってして。それから、キスして欲しい……龍也さんのキスが欲しい」

　真悠子は、経験が少ないからなのか無自覚に龍也を煽る。

　傍に置いてとりわけ大事にしている女にこんなふうに求められて、冷静でいられる男がいるだろうか。

「ああ。いくらでもしてやる。その代わり、おまえもとことん俺を受け入れろよ？」

「は……い」

　真悠子が欲しがるだけキスを与え、欲しがるだけ抱き締める。

「そろそろ俺も限界だ……動くからしっかり掴まってろ」

　真悠子の脚を大きく広げて、体勢を整えてからより繋がりが深くなるように一気に奥を突くと、真悠子の身体がビクっと大きく跳ねた。

「はぁあ……悪い、真悠。止まれそうにねぇわ」

　できるだけ冷静にと頭では思うのに、自分の欲望を止めることができず激しく腰を動かした。

「あっ、あ、ああああっ、龍也さ……激しっ、ん」

「激しくされんのも気持ちいいだろ？　中、うねって吸い付いて俺を離さない」

「そんな、激しくしたら……っ、イっちゃあ」

「遠慮せず、イけ。そうだ、このまま一緒にな」

　──なんだ、これ。ひどい執着だ。

　セックスなんてたかが性欲処理だと龍也は思っていた。誰としたって大差はないし、どっちが先にイこうが最終的に自分が気持ちよければそれでいいと思っていたのに、なんだろうか、この気持ちは。

　一体いつの間に、真悠子に対してこんな執着めいた気持ちを持つようになっていたのだろう。
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「それじゃ、お疲れ様です。お先に失礼します」

「お疲れ様。気を付けてね、真悠子ちゃん」

〝きくちや〟でのバイトを終えて真悠子が店を出たのは午後九時過ぎだった。

　マンションに帰るため、大通りに面した最寄りのバス停のベンチに座りバスを待つ。

　次のバスが来るのは十五分後。真悠子がスマホを取り出して待ち時間の暇をつぶしていると、なぜかバス停の前に真っ黒な高級車が静かに停まった。

　停留所の標識から十メートル以内は駐車禁止となっているため、なんだろうと真悠子が訝し気にその車を見ると、駐車禁止ゾーンに停まった車の後部座席の窓がゆっくりと開いた。真悠子はその瞬間、驚きのあまり息を呑んだ。

　後部座席の窓から顔を覗かせたのは、真悠子が知っている彼より随分年齢を重ねた現東郷コーポレーション代表の東郷和彦だったからだ。

　──なに？　どうして、彼が？

　真悠子は咄嗟のことにどうしていいか分からず、ただ東郷の顔を見つめ返した。

　昔の面影は残っているし、まえに一度彼の現在の写真を見たことがあったため、見間違えるはずはない。

「お嬢さん。突然声を掛けてすまない。少しおかしなことを訊ねるが……きみ、母親の名前は？」

　そう訊ねておいて、自分が変な質問をしている自覚があるのか、彼がすぐに言葉を続けた。

「いや──突然こんなことを聞かれて不審に思うのは分かる。きみが、私が知っていたある女性にうり二つでつい声を……。もしかしたら、血縁者なのかと思ってね」

　そう言われて真悠子は東郷の質問の意図を理解した。あれから流れた月日のことを思えば、今の真悠子が、彼が知っている真悠子の娘のようにでも見えたのだろう。

　その時、車のクラクションが鳴り、東郷の車の少し後ろ側、停留所の標識からは十分に距離を取った後方に見慣れた車が横付けされた。

　真悠子がベンチから立ち上がると、運転席から慌てたように安井が降りて来て、東郷の乗った車と真悠子の間に立つ。

「真悠さん、どうかしました？　大丈夫です？」

　安井が真悠子を東郷から庇うようにした。

「知り合いっすか？」

　そう訊かれて真悠子が小さく首を振ると、安井が小さく舌打ちをして車に乗ったままの東郷を一瞥し、「行きましょう」と言って真悠子を車の後部座席に乗せて自分も運転席に乗り込んだ。

　それから、いまだ停車したままの東郷の車を見やり、忌々しそうに言葉を吐く。

「なにか言われました？」

「あ……いや。ちょっと声を掛けられただけで」

「──ったく、いい年こいた親父が何やってんだっての。真悠子さん、知らないオッサンに声掛けられても、無視しときゃいいんですって。どーせ、金持ちエロ親父が援交相手でも引っ掛けようとしてるだけなんすから」

「違うの、そういうんじゃ……。でも、ありがとう」

　実際には援交目当てではなかったのだが、タイミングよく安井が来てくれて助かった。

　それにしても、現代でまた東郷に会うなんて思ってもみなかった。

　突然のことに心臓がまだドキドキしている。さすがにもう会うこともないだろうが、若い頃と比べて少し物腰が柔らかくなった気がするのは、歳を重ねたせいか。

「いやぁ、それにしても、迎えに来て正解でしたね。真悠子さんが変な親父に声掛けられてるとこ遭遇して焦りましたよ。最近、この辺いろいろ物騒みたいで、先月もこの辺り歩いてた若い女の子が男に後ろから抱き付かれる事件があったばかりっすからね」

　真悠子もその事件のことは知らないわけではない。

　真悠子が利用している最寄りのバス停は大通りに面しているため人目に付きやすいし、本来はそこまで心配されるような危険な場所ではないのだが、バイトの帰りが遅くなるときは、龍也が安井を迎えに寄越してくれることがある。

「ヤスさん。いつもありがとう」

「いえいえ、いーんすよ！　そーいや、この間、お土産ありがとうございました。旅行、楽しめましたか？　俺、グラスなんて洒落た土産初めてもらいましたよ。あれ、真悠子さんが作ったって聞きましたけど」

「作ったってほどじゃ。グラスに柄をつけただけなんだけど、わりと上手に出来た気がしたからいつもお世話になってる二人にと思って」

　先日の旅行の土産として、新田と安井にサンドブラストのグラスを渡していた。

　両親の店の件であれこれ考え過ぎて塞ぎこんでいた真悠子を、龍也が気晴らしに連れだしてくれたことにはなんとなく気付いていた。

　旅行のあとも、新田や安井を呼んで皆で食事をしたり、真悠子が一人で考えこまないよう龍也があれこれ気を使ってくれていることに感謝している。今夜も仕事の件で二人が部屋に来ていることは真悠子も聞かされている。

「いやいや。俺ら、大したことしてないのに。でも、そういうとこなんすかねぇ。兄貴が特別真悠子さんのこと大事にしてんのって」

「え？」

「真悠子さんって、なんつうか。されて当然って思ってないっつうか……なんかしてもらったら当たり前にそれ返そうとするじゃないですか」

　そう言われて、真悠子は首を傾げた。

「え、そう？　あんまり意識したことないけど……普通じゃない？」

「いやいや、普通じゃないすよ。兄貴、昔はよく付き合ってる女に高級ブランドのバッグやらいろいろ強請られて。まぁ、水商売系の派手な女が多かったってのもあるんですけど、兄貴が買い与えるばっかりでしたからね」

　安井に悪気がないのは分かっているが、思いがけず龍也の過去の女の話を聞かされてしまった真悠子は、心の中がモヤモヤとするのを感じた。

　龍也くらいの年になれば、過去に付き合った女が何人かいて当然なのだろうが、龍也が自分に向ける優しさが別の女性に向けられていたのかと想像すると、心が騒めいてしまう。

「……私、そういうきれいなお姉さんたちと違って地味ですもんね」

　真悠子がぼそりと呟くと、安井が自分の失言に気付いたのか、

「あ、いやっ！　そういう意味で言ったんじゃ！　違うんすよ、なんつうか、真悠子さん俺らみたいなのにも気さくに話してくれるし。それこそ、兄貴の彼女と一緒に飯食ったり、土産もらうなんて親密な付き合いしたの初めてで……。つまり、俺らも真悠子さんのことは特別に推してるっつー意味で！」

　と否定する姿があまりに必死で、真悠子はつい笑ってしまった。

「私もね、ヤスさんたちのことも大好きだから！　龍也さんが二人のこと大事にしてるの分かるし、二人ともいつも私にも優しくしてくれるから……。優しくしてもらったら同じように返したいって思うだけよ」

　思えば、出会った頃からそうだった。

　二人とも龍也に仕えているという立場に過ぎないのに、いつだって真悠子にも優しかった。

　そんなことを話しているうちに、車がマンションに到着した。

　部屋に帰ると龍也と新田が酒を飲みながら出迎えてくれて、真悠子と安井もソフトドリンクでその場に加わり、たわいのない話をしながら楽しい時間を過ごした。

　ただ近くで見守ってくれる、一緒に過ごしてくれる。

　真悠子はこうした彼らの温かさに心から感謝しているし、彼らの傍にいられて本当によかったと思っている。





　　　＊　＊　＊






　龍也たちの気遣いを知りながらも、やはり両親のことが気になるのは当然のことで、真悠子はバイトが昼だけのときや休みの日に、時々実家を訪れていた。

　自分が店に通ったところで何ができるというわけではないが、両親は真悠子が店に顔を出すことを喜んでくれているようだった。

「マユちゃん、紅茶のお代わりどう？」

「あ、ありがとうございます。いただきます」

　今日も真悠子はイートインスペースで、ケーキセットを楽しんでいた。

　寂れた商店街の洋菓子店を訪れる客は少なく、真悠子が店にいるとき、大抵他の客はいなかった。

　郊外にある大きなショッピングモールには東京などの大都市で人気のある有名なスイーツショップがあり、そういった有名店に比べればＯＫＵＹＡＭＡのような小さな店にお客が集まらないのは当然なのだが、やはり寂しいと感じる。

　真悠子の子供時代には、いまほど洋菓子店が多くなかったこともあるが、誕生日、クリスマスなどのイベントに限らず、ちょっとしたお祝いや子供が集まったときの少し高級なおやつとして洋菓子店のケーキや焼き菓子は重宝されていたように思う。

　かつては、夕方近くになると商店街での買い物のついでに店を訪れる近所のお客さんも多く、真悠子が学校から帰ると常に誰かしらお客がいて賑わっていた。

　時代の流れや流行りというものは理解できるが、この店が賑やかだった頃を知っている真悠子にとってこの景色は少し残酷に映る。

　その時、カランと古いベルが鳴り、それに気付いた母の志津子が「いらっしゃいませ」と顔を上げた。

「こんにちは、奥山さん。お願いしたケーキ、出来てる？」

「まぁ、幸こう田ださん！　もちろん用意できてるわ。ハヤテくん、ロウソク十五本でよかったわよねぇ？　由ゆ香かちゃん、この間結婚したばっかりだと思ってたのに、四人兄弟の一番下がもう受験生の年だなんて感慨深いわぁ」

「もー、奥山さんったら、毎回それ言ってる！」

「だってねぇ、嬉しいんだもの」

　ふふふ、と笑う母の姿を見て真悠子は胸が締め付けられるようだった。

　真悠子はそんな二人の姿を視界の端に捉えながら、母と楽しそうに話すお客さんをイートインスペースからそっと盗み見た。

　幸田さんという客のことは真悠子もよく知っている。

　娘の由香ちゃんは真悠子の同級生で、小・中学校時代は仲もよかった。家が近所だということもあり、昔から店を利用してくれていたが、いまでもうちの店でケーキを買ってくれているんだということが嬉しかった。

　真悠子自身も何事もなくあの時代にいられたら、今頃は両親にも幸田さんの孫と同じような年頃の孫がいたかもしれない。

「いつも、ありがとうございます。お代三千円です」

「はぁい。ちょっと待ってね！　あ、ちょうどあるわ！」

　真悠子は、ケーキボックスを提げた幸田さんが再びカランとドアのベルを鳴らして出ていく後ろ姿を静かに見守った。

　真悠子がぬるくなった紅茶を飲み干して、そっとカップを置くと、母が再び真悠子のところに戻って来た。

「今の奥さんね、常連さんなのよ。家も近所で娘さんがうちの娘と仲がよかったの。たまに娘さんも来てくれるんだけど、いまだにうちのお店に来てくれるなんてありがたいことよねぇ……」

　真悠子は、正直なんと答えていいのか分からなかった。

　この場所で店を続けていくことは、両親にとってつらいことではなかったのかとふと考えたからだ。昔馴染みの客の中には、真悠子の同級生の家族も大勢いるはずだ。

　娘の同級生たちが結婚し、新たな家庭を築いていく姿を見るのは嬉しかった反面、つらくなかったはずはない。

「あの……ひとつ聞いてもいいですか」

「なぁに？」

「どうして、このお店をずっと続けてきたんですか？　あ、失礼なこと聞いてごめんなさい……。もう何年も前から商店街のお店が次々に撤退してしまったって言ってたでしょう？　他のお店と同じようにお店を畳むって選択をしないで、今まで続けてこられた理由ってなんだったのかなって」

　真悠子が訊ねると、母が「えー？」と戸惑ったようにしばらく考えてから、静かに話し始めた。

「そうねぇ。お父さんも私も、この仕事が好きだったっていうのもあるけれど……。一番の理由はこの場所を失くしちゃいけないって思ってたからかしらね。突然消えた娘が戻って来た時にお店がなくなってたら家が分からなくなっちゃうでしょう？　私たちはね、まだ信じてるの。いつか、娘が帰ってくるんじゃないかって」

　その言葉を聞いた真悠子は、急にぐわっと胸に熱いものが込み上げて、思わず母親の目の前で泣き出してしまいそうになっていた。

　けれど、それを必死に堪えて「そうだったんですね」と答えることが精一杯だった。

　いま、この場に留まればきっと堪え切れなくなってしまう。

　そう考えた真悠子は反射的に時計を見て立ち上がった。

「わ、大変！　もうこんな時間。私、そろそろ帰らなきゃ」

　急いで支払いを済ませてから「ケーキ、ごちそう様でした。また来ます！」と挨拶もそこそこに慌てて店をあとにした。

　店を出て早足で駅のほうへ向かって歩き出した真悠子は、数十メートル歩いたところにある信号機が赤になって立ち止まった途端、堪え切れなくなってその場に泣き崩れてしまった。

「……うっ、ふ……っ」

　交差点の隅でガードレールにもたれるようにしてしゃがみ込んだ真悠子を、具合が悪いのかと心配して通行人が「大丈夫ですか？」声を掛けてくれた。

「大丈夫です。ありがとうございます……」

　そう答えて、バッグの中のハンカチで涙を拭い、なんとか立ち上がった。

　こんな泣き腫らした顔でバスに乗って帰るのもと思い、真悠子はそのままタクシーを拾い、マンションの前でタクシーを降りた。

　ここまで帰って来ておいて、真っ直ぐマンションに帰る気にはなれず、真悠子は目の前の公園でしばらく気持ちを落ち着かせることにした。

　龍也が帰るまでにはまだ時間があるはずだが、万が一にもこの泣き腫らした顔を彼に見られたくない。

　何かと勘のいい彼のことだ。真悠子が話さずとも、泣いていた理由を察し、必要以上に心配を掛けてしまう恐れがある。

　──いまだって、十分過ぎるくらい気遣ってもらってるのに。

　真悠子は、公園の駐車場にあるベンチにそっと腰掛けて、さっきの母の言葉を噛み締めていた。

『娘が戻って来た時に、お店がなくなってたら、帰る家が分からなくなっちゃうでしょう？　私たちはまだ信じてるの。いつか、娘が帰ってくるんじゃないかって』

　今までずっとお店を続けていてくれたのは、私のためだったんだ──。

　いまでも信じてくれている。私が戻るのを──。

「……ごめんなさい、お母さん」

　母の言葉を思い出したら、真悠子の目から再び涙が溢れた。

　二人がどんな思いでこの三十年という月日を過ごして来たのかと思うと、その切なさに胸がぎゅっと締め付けられる。

　一度溢れた涙はそう簡単に止まってはくれなくて、真悠子は顔を覆って声を出して泣いた。

「私だって、帰りたいよ……帰れるのなら今すぐにでも……っ」

　何事もなかったようにあの時代に戻れたらいいのに。

　そんな想像はもう何百回とした。

　あのとき、あんなことをしなければこんなことにならなかったのかもしれない。

　あの日、バイトがなかったら、公園の傍を通らなかったら……考えても仕方のないことだと頭では分かっているのに、あの日の自分の行動のひとつひとつを何度後悔したか分からない。

「方法が分かれば……」

　どうしたら、元の時代に戻れるのだろうか。

　そもそも、戻るということ自体が可能なのかどうかさえ分からないのだ。

　真悠子はベンチからそっと立ち上がって、階段の一番上から公園内を見下ろした。この場所からは、広い公園の全体が見渡せる。

　日の入りが近付いて太陽の位置が低くなると、それまで夕日に照らされてオレンジ色に染まっていた公園全体に影が出来て、次第に薄暗くなっていく。いつの間にか風も出てきた。

　十月にもなると昼間はまだ暑いくらいだが、夕方になると風が出て肌寒さを感じる。

　真悠子は風になびく長い髪を手で押さえながら、ただ黙って公園の景色を眺めていた。

　やがて夕陽が沈み、オレンジ色の混じった空が藍色に変わっていく。

「もう一度、ここから落ちたら……もしかしたらあの時代に帰れるのかな」

　真悠子がいまの時代に飛ばされた要因は、たぶんこの階段から落ちたことだ。階段はコンクリート造りで、高さもある。この高さからまともに転がり落ちれば、大怪我をするだろうという想像はできるし、打ちどころが悪ければ命の保証はない。

　──でも、私は生きてた。

　龍也さんが私を見つけた時、身体が眩しい光のようなものに包まれて浮いていたと言っていたけど、たぶんそのおかげで助かったんだ。

　もし、そのときと同じことが起これば──？

　真悠子はごくりと唾を飲んで、改めて階段の縁に立ってみたが、やはり恐怖に足が竦んでそこから動くことができなかった。

　その時、後ろから誰かに腕を強く掴まれて身体が後ろに引っ張られた。

　何が起こったのか、このまま後ろに倒れると思った瞬間、真悠子の背中は誰かによって受け止められた。

「真悠！　おまえ、なにやってんだ！」

　聞き覚えのある声にそのまま後ろを振り返ると、ただでさえ怖い顔の龍也がその顔を一層歪ませながら、それでいてしっかりと真悠子の身体を支えていた。

「た、龍也さん!?　なんで……？」

「なんでじゃねぇ。おまえこそ、こんなところでなにやってんだっ……！」

　そう言った龍也が、真悠子の身体をきつく抱きしめた。

　余程慌てていたのか、龍也は肩で大きな息をしていて、苦しいと感じるほど強く抱き締められているせいで、背中に彼の激しい鼓動が伝わってくる。

　そればかりか、真悠子を抱き締めている彼の手が微かに震えているのが分かる。

「……どうしたの？　そんなに慌てて」

「どうしたのじゃねぇよ！　変な気起こすな……」

「え？」

　その時、初めて真悠子は龍也が何に慌てているのか理解し、龍也の腕の中でゆっくりと身体の向きを変え、そのまま顔を上げて彼を真っ直ぐ見つめた。

「違う違う！　そうじゃないの……誤解よ、誤解！　死のうとなんてしてないから！」

　真悠子がはっきりと否定すると、龍也が「え」と短い声を発した。

「お、おまえ……いま、そこから飛び降りようと……」

「してない、してない！」

　真悠子が両手を胸の前で大きく振りながら力強く否定すると、龍也がようやく真悠子から一歩距離をおき、真悠子の両手を取ったままへなへなとその場にしゃがみ込んだ。

「……なんだ、勘違いか」

　ほっとしたように息を吐いた龍也と目線を合わせるように、真悠子もその場にしゃがみ込む。

「ごめんなさい。紛らわしいことして。ただ、ちょっと考えてただけなの。もう一度あそこから落ちたらどうなるんだろうって──。でも、考えただけで足が竦んじゃった。飛び降りるなんて、私には絶対にできない……。現実的じゃないってちゃんと分かってるのよ。あの時と同じことしたって帰れる保証なんてないし、失敗したら命を落とすことになるかもしれないってこともちゃんと理解してる」

　あの時は、真悠子が自分の意思で飛び込んだわけではなく、逃げる途中に足を踏み外してしまった偶然の事故だったのだ。

「おまえは、やっぱり過去に帰りたいと思うのか」

　龍也に訊かれて、真悠子は躊躇いながらも頷いた。

「うん。それは、ずっと思ってる。叶わないって分かってても……あの日に戻ってやり直せたらってどうしても考えちゃうの」

　真悠子が答えると、龍也が真悠子を見つめて静かに訊ねた。

「……いまの生活じゃダメなのか？　俺の傍にいることはおまえにとって苦痛か」

　龍也に訊かれて、真悠子は強く首を振った。

「そんなこと思ってない！　龍也さんには本当に感謝してるし、この時代の生活だって楽しいよ。そのことと、帰りたいって気持ちは別物なの」

　こればかりは、どうにもならない。

　どんなにこの時代の生活に慣れても、両親のことを考えると、やはりあの時代にいられたらよかったと思ってしまう。

　自分がこの時代に来なければ、両親を悲しませることはなかった──そんなふうに考えてしまうのだ。

「そういえばね。私、この間……東郷に会ったの。偶然だと思うんだけど、バイト帰りにバス停の近くで声掛けられた」

　真悠子が言うと、龍也の顔が険しくなった。

「それで？　どうしたんだ？　あいつに何か言われたのか？」

「ちょうどヤスさんが迎えに来てくれてそのまま別れたから、特になにか話したってわけじゃないんだけど。私を見て驚いた顔してた。すごくよく似た女性を知ってるって言われて──たぶん、娘かなにかと思ったのかも」

　真悠子が答えると、龍也が真悠子の手を引いてゆっくりと立ち上がった。

「──他には？　なにか言われたか？　変わったことはないか？」

「特には──。どうして？」

「いや、ないならいいんだ。おまえがこの時代にやって来た原因にあの男が絡んでいるのなら、おまえたちが出会ったらどうなるのかと考えたことがあっただけだ。なにもないなら、それでいい。ただ──」

　龍也がなにか言い淀んだので、真悠子は「なに？」とその先を促した。

「いや。とりあえず……おまえにとっては少し酷なのかもしれないが、帰る方法が見つからないならずっとここにいればいい。このままずっと俺の傍にいればいい」

　龍也が言い淀んだ先の言葉が少し気になったが、彼に傍にいていいと言われて真悠子は胸の中に熱いものが込み上げて、勢いよく彼の胸に飛びついた。

「──っと！　危ねぇな。いきなり飛びつくな。ビックリするだろうが」

「だって、嬉しいから」

　龍也の言葉は、真悠子にとって何よりも嬉しいものだった。

「ずっといていいって言ってくれて、ありがとう。私も……龍也さんの傍を離れたくないよ」

　この時代にやって来たこと自体、信じられないような出来事で、普通なら絶対出会うことがなかったはずの龍也と巡り会えたことは奇跡のようなことだ。

　龍也に会って、真悠子は人生で初めての恋をした。

　一緒にいると心安らぐのに、ふとした瞬間にドキドキする。周りに自分と同年代の異性しかいなかった真悠子にとって、龍也が初めて接する大人の男性だったことでどこか特別感があったのかと思っていたが、それだけではないと気付いた。

　一緒に生活していくうちに見た目と相反する龍也のさりげない優しさに触れ、もっと近付きたいと思うようになった。

　真悠子をことごとく子供扱いする龍也に、女性として意識されたい。彼に触れたい、触れられたいという欲が生まれた。そんなことを思う相手に出会ったのは初めてだった。

　両親のために過去の時代に戻りたいと思う気持ちも本当だが、このまま龍也の傍を離れたくない、ずっと傍にいられたらと思う気持ちもやはり本物なのだ。

　ふと気付くと、辺りはすっかり真っ暗になっていた。

　真悠子が我に返ったようにそっと龍也から離れると、龍也がそんな真悠子の身体を再び強く抱き寄せた。

「真悠。もう、二度と一人で泣くな」

「……気付いてたの？」

「なにか思いつめてるときは、いつもここに来てんだろ。泣くなら、俺の前で思いきり泣けよ。一人で泣くとか、寂しいことすんじゃねぇ」

　そう言った龍也が身体を屈めて真悠子の頬を両手でそっと包み込んだ。

　──温かい。龍也さんの手はいつも。だから、つい甘えてしまう。

　心配を掛けたくなくてここでどうしようもない感情を一人でやり過ごしているのに、言わなくても彼には全部分かってしまうんだ。

「……ごめんなさい」

「帰って来ないとおまえの身になにかあったのかって心配なんだよ。目の前で泣いてくれたほうが安心だ」

　そう言って笑った龍也が自分に向ける眼差しがあまりに優しくて、真悠子はそれが嬉しくてまた泣き出したい気持ちになった。
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　龍也が仕事を終えてマンションに帰宅したのは、午後八時を過ぎていた。

　玄関のドアを開けると、普段なら真悠子が帰宅に気付いて出迎えてくれるのだが、今夜はその気配がなかった。

　出掛けてるのかと思ったが、今夜はバイトがなかったはずだし、玄関には真悠子が普段履いているスニーカーが揃えて置かれている。

　リビングへ続くドアを開けると、真悠子がダイニングテーブルの上に本を何冊も広げて、その本に直接何か書き込んでいる。何をしているのだろうと近付くと、真悠子がようやく帰宅した龍也に気付いた。

「あ、お帰りなさい！」

　そう答えた真悠子が、テーブルの上に広げていた本をそっと閉じた。ちらりと見ただけだが、スイーツ関連の本のようだった。本のあちこちに付箋が貼り付けてある。

「なにしてたんだ？」

「ああ、なんでもないの。龍也さん、すぐ食事にするでしょう？　温めるからちょっと待ってて」

　そう言うと真悠子が慌てて立ち上がって本の山をテーブルの端に寄せると、キッチンで龍也の分の夕食の準備を始めた。

　相変わらず実家であるＯＫＵＹＡＭＡには通っているようだが、以前のように気落ちした様子を見せることはなくなった。最近では空いた時間があると、熱心にスイーツ作りに勤しんでいる。

　作った焼き菓子をバイト先の菊池夫婦にお裾分けしたり、甘いものが好きな新田や安井にも振るまっているようだ。

　元気そうにしているのは、龍也に心配をかけまいと考えているのかもしれないが、真悠子なりに何か思うことがあるのかもしれない。ともあれ、夢中になれるものができたということは彼女にとっていいことだと思っている。

「そういえば、昨日も新田さんとヤスさん、お昼にお店に来てくれたの。もしかして、龍也さん、私の様子見てくるよう言ってる？」

「いや、なにも。昨日は、あいつらに別の仕事頼んであったから、たまたま気が向いただけだろ」

「ふーん、そうなんだ？」

　確かに真悠子がバイトを始めてすぐのころは、たまに様子を見に行ってやってほしいと頼んでいたが、最近では彼ら自ら真悠子の顔を見に行っている節がある。

　思えばあの二人が、龍也の恋人にそこまで好意的な態度を示すところを初めて見た気がする。

「二人とも結構よく来てくれるから、私てっきり、龍也さんに言われてお店に来てくれてるのかと思ってた」

「バカ言うな。あいつらの昼飯事情まで俺がいちいち口出すかよ」

　龍也がダイニングテーブルに着くと、真悠子が温め直した夕食を龍也の前に並べた。

「そっか、そうだよね。龍也さん、そこまで過保護じゃないか」

「はぁ？　俺はおまえの保護者じゃねぇ」

「ふふ」

　こうして話していても、以前より元気そうに見える。べつに無理して元気でいてほしいと思っているわけではないが、あんなふうに真悠子を一人で泣かせるようなことはしたくない。

　真悠子のこととは別に、龍也にはもうひとつ気掛かりなことがあった。

　以前、東郷コーポレーションのことを調べていた時、繋がりがあるのではという疑いのあった松山グループの動きが、最近になって貴島組の縄張り内で活発化しているということだった。

　松山グループの主な資金源は特殊詐欺で、特殊詐欺を実際に行う〝プレイヤー〟、被害者や銀行から金を受け取る〝受け子〟を行うアルバイトやワーキングプアなど、役割が年々細分化していて末端になるとその実態が把握できないケースも多いと聞く。

　その他にも若い女性をナンパし、ぼったくりバーに連れていくデート商法を行い、多額の借金を背負わせ風俗店で働くよう要求したりするスカウト業務などで荒稼ぎしている集団もある。

　貴島組の縄張りとなっている駅の南側の繁華街にも飲食店や風俗店などが多く存在するが、自分たちの縄張り内で得体の知れない集団に、好き勝手されるのを黙って見過ごす訳にはいかない。

「……龍也さん、どうしたの？　今夜のメニュー、あんまりだった？」

　真悠子に声を掛けられて、自分が考え事に夢中になっていたことに気付いた。

「いや。悪い、考え事してただけだ」

「そう？　だったら、いいんだけど。難しい顔してるから口に合わなかったかなって」

「レパートリー増えたな」

「でしょう？　便利なアプリのおかげよ！　ちょっと検索するだけでいろんなレシピ出てくるんだもん。現代、最高！」

　真悠子が自慢げに胸を張った。

「おまえ、光の速さでこの時代に馴染んだもんな」

「自分でもびっくり。私って結構順応性高かったんだなーって」

　ふふ、と笑う真悠子を見て思うことはやはりひとつだ。この平穏な生活を脅かす輩は、容赦なく潰すのみだ。
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　この日龍也は、駅から南へ向かう大通りから一本奥へ入った場所にある繁華街を訪れていた。

　この辺りは昔から貴島組で管理している土地で、大衆向けの飲食店が立ち並び、さらに奥に行くと大人向けのクラブやスナックなど夜を楽しむ歓楽街として栄えている場所だ。

「あらー！　貴島さんじゃなーい！　久しぶり、元気だったぁ？」

　龍也が目当ての店を訪れると、ど派手に盛ったつけ睫毛が特徴の顔見知りのフロアスタッフが龍也を出迎え、自身の豊満な胸を押しつけた。

「ああ、そこそこな。撫子なでしこ、メイクしてねぇと別人だな。一瞬誰かと思ったわ」

「え？　なにそれ、ひどい。じゃあ、なんで分かったの？」

「その無駄にバサバサした睫毛と、牛みたいなデカイ乳」

　龍也がやって来たのは経営している高級クラブのうちのひとつだ。

「菖蒲あやめママは？」

「さっきまで、水回りの業者さんとなんか話してたけど……」

　そう答えた撫子が、龍也を店の中へと促した。

「菖蒲ママーぁ。貴島さん、来ましたよぉ！」

　彼女が呼び掛けると、菖蒲ママと呼ばれた四十代半ばの美しい女性がその声に気付いて振り返った。

　彼女は、美しさだけでなく知性と教養も兼ね備えたこの界隈では有名な美人ママとして一時はテレビ取材なども多く、系列店の中では一番の売上を誇る店だが、来月のリニューアルオープンに向けて現在改装準備中だ。

　先週店内のあらかたの工事が終わり、フロアには改装を機に新しく搬入されたソファやテーブルが、ビニールが掛かった状態で真ん中に集めて置かれている。

　フロアでは若いスタッフたちが、掃除など開店準備を進めている。

「あら、貴島さん。わざわざ申し訳なかったわ。これが例のソファよ」

　発注していたソファと違うものが届くトラブルが発生し、急遽龍也が呼び出されていた。

　業者に確認を取ったところ、先方の納品ミスだと発覚したのだが、特注品だったこともあり、来月のリニューアルオープンまでに納品が間に合うかどうか微妙なところに来ている。

「工事のほうは順調そうですね。ソファの件は承知しました。先方のミスなんで、できるだけ急がせますよ。万が一間に合わなかった場合は、いま届いてるやつを新しいものが納品されるまで使わせてもらうよう話もつけてますんで。さすがに間に合わせるでしょう」

　龍也が言うと、菖蒲ママがほっとしたように笑顔を見せた。

「そう言ってもらえて安心したわ！　大々的に宣伝もしてお得意様もご招待してるし、オープンできないなんてことになったらどうしようかと……。あと、貴島さん。わざわざ来てもらったのにはもう一つ理由があってね」

　そう言った彼女が、「ちょっと、撫子ちゃん」と傍にいた撫子を手招きした。

「実は……最近、この辺りでガラの悪い連中がうろついててね」

　菖蒲ママが目撃したところによると、一見堅気に見えるスーツ姿の男たちが道行く素人の若い女の子たちを強引に勧誘している姿を何度か見かけたらしい。

「撫子ちゃんも、声掛けられたんでしょう？」

「ああ、うん。私の場合はナンパみたいな感じで声掛けられて、どこかの店に連れて行かれそうになったの！　『飲み放題だし、安いよ？』って、勧誘されたけど、普通のキャッチと違ってめちゃくちゃしつこいのなんのって！　無理矢理連れて行かれそうになって、絶対怪しい！　って思って振り切って逃げて来たんだけど……。私の知り合いの子も少し前に声掛けられたって言ってたし、なんかヤバそうで」

　撫子が眉をひそめながら言った。

「あとね、うちのバイトのボーイの男の子も同じようなスーツ系の怪しげな男連中に、『コスパよく稼げるバイトあるんだけどどう？』って声掛けられたって言ってたよ。なんか、最近そういう質悪い感じの男がこの辺うろうろしてるの……」

　もともとこの辺りはそういった勧誘は多い場所ではあるが、この一帯の店は貴島組の息が掛かっていることもあり、犯罪行為に繋がる悪質な勧誘は組の連中で厳しく取り締まってきた。

　例の松山グループの動きが活発化している中、そういったトラブルが増えたということはやはり奴らの仕業と見て間違いないのか。

　実際、新田や安井からも同じような報告をいくつか受けている。厄介なトラブルが起こる前に対処しておく必要がある。

「分かった。その件に関しては、俺がなんとかする。またなにかあったら連絡くれ」

　そう言い残すと、龍也は足早に店をあとにした。

　店を出ると通りに待たせていた車の後部座席に乗り込み、安井に車を出すよう指示した。

「兄貴、このまま戻りますか？」

　安井に訊かれた瞬間、龍也のスーツのポケットに入れていたスマホが鳴った。

「ああ、俺だ。どうした、新田。──ああ、場所は？　分かった、すぐ向かう。そのまま現場見張っとけ。下手に動くなよ。あとは、俺が上手くやる」

　そう言って電話を切ると、安井が事情を察したように訊ねた。

「新田の兄貴からっすか？　例のアジト見つけたんすか？　どこ向かえばいいです？」

「とりあえず──」

　龍也は安井に行き先を告げると、すぐさま別の人間に電話を掛けた。

「氷ひ川かわか。──俺だ。ちょっと頼まれてほしい。なに、悪い話じゃねぇ。むしろいい話だ。前に話した松山のアジトらしき場所を突き止めた」

　電話を掛けた相手に事情を説明し終えると、龍也は大きく息を吐いて車のシートに身体を預けた。
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「例の松山のアジトを突き止めて警察に密告か。おまえらしいな。どうせ、あれ……氷川って言ったか？　おまえの高校の時の後輩使ったんだろ」

　本社ビルの最上階にある社長室の椅子にどっしりと座った父親の藤一郎が、さも可笑しそうに笑いながら龍也に言った。

「人聞き悪りぃな。一般市民として地域の治安を守るのに協力しただけだ。まぁ、あんなのは組織の末端の末端。うちの縄張りで好き勝手なことすると痛い目みるって警告だ」

　ちょうど松山グループについて調べを始めた頃、組の若い衆のうちの一人が、偶然声を掛けて来た松山グループと思われる怪しげな男から高額バイトの勧誘を受けた。

　その報告を受けた新田が、組織の実態を掴むために若い衆の何人かを松山グループの〝仕事〟に潜り込ませていたのだ。

　連中が主に行っていたのはいわゆるオレオレ詐欺や、給付金詐欺と呼ばれる犯罪で、組織の連中が人を集めて犯罪行為のために使用している小さなアジトをようやく突き止めた。

　龍也には、高校の後輩で、警察の組織犯罪対策部所属の氷川という友人がいる。龍也はその友人の氷川に自分が掴んだ情報を流しただけだ。

「けどまぁ。奴らの逮捕におまえが一枚噛んでるとバレたら、ただじゃ済まないかもな。最近の半グレ連中は相手が誰でも見境ねぇらしいからな……」

　藤一郎が、呟くように言った。

　確かに実体がよく分からない集団を敵に回したことである程度のリスクは覚悟しなければならないが、最初に領域を犯してきたのは向こうのほうだ。

「勝手して悪かったよ」

「いや、おまえらしいやり方だ。そういう組織に精通し、ましてそれを追ってる知人がいるならプロの手を借りて始末するのも悪いやり方じゃない」

　そう言った藤一郎が、ははっと笑った。

「なぁ、龍也。俺も行くあてのない若い衆がいるうちは頭として最低限の面倒をみるつもりでいるが、奴らがそれぞれ独り立ちできるだけの力を付けてくれたら、あとの余生は雪子と静かに暮らしたい」

　そう言って笑った父を見てほっとする。穏やかな性格の父親にヤクザ稼業は龍也の目からみても不似合いに思えた。

　貴島の家に生まれてしまったばかりに、世間では色眼鏡で見られ、悔しい思いをしただろう。祖父の代で大きくした事業を正業化することに奔走し、若い頃は計り知れないほどの苦労をしたのだろうと思う。

　自分の息子にはそんな思いをさせたくないと、龍也が思春期に差し掛かる頃にはいずれ稼業を廃業すると龍也に宣言し、自由を選ぶか稼業を継ぐかの選択肢を与えてくれたが、龍也は自分で組の最後を見届けると決めた。

「はは、そうだな。ヨボヨボになるまでお袋とイチャついてろよ」

「もちろん、そのつもりだが？」

　嬉しそうに笑った父に「じゃあな」と背を向けると、社長室のドアに手を掛けたところで呼び止められた。

「龍也。しばらくの間、油断はするな。ああいう半端モンはなにをしでかすか分からん」

「ああ……分かってるよ」

　そう返事をして、龍也は貴島組の本社ビルをあとにした。
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　龍也はこの日、久しぶりにゆっくりとした朝を迎えていた。

　普段なら真悠子が先に起きていて朝食の準備をしていることが多いのだが、ここのところ忙しかった仕事が落ち着き、もともと休みを取るつもりで真悠子にも朝はゆっくりするよう伝えていた。

　龍也が起きてリビングに行くと、真悠子の姿はなかった。

　九時を少し過ぎたところだが、きっとまだ寝ているのだろう。彼女を起こさないよう部屋の中を確認するため、そっとドアを開けた瞬間、寝ていると思っていた真悠子の姿がそこにないことに龍也は驚いた。

「……真悠」

　龍也は慌てて玄関に向かい、真悠子の靴を確認したが、彼女がいつも履いているスニーカーがそこにない。

「あいつ……！」

　例の松山グループの事件については、真悠子にもその事情を伝えていた。

　自分がグループの恨みを買ったかもしれないことで、周りの人間にももしかしたら何かしらの影響があるかもしれないこと、場合によっては危険な目に遭うかもしれないことは説明済みだ。

　バイトがない休みの日の朝、真悠子はよく目の前の緑地公園へジョギングや散歩に行く。

　だとすれば、すぐに戻って来る可能性が高いが、彼女に何かありはしないかと危惧してしまう。

「──ったく！　しばらくの間、ひとりで出歩くなと忠告したばかりだっつうのに……」

　龍也は忌々しげに頭を掻き、リビングに戻ると真悠子のスマホに電話を掛ける。

　龍也のスマホの呼出音が鳴るのに少し遅れて、どこからか真悠子のスマホの呼出音が聞こえ、龍也が音のする方へと近付いていくと、キッチンのカウンターの上で彼女のスマホが鳴っていた。

「マジかよ……」

　あれほど注意したのに──と、龍也が大きな溜息をついたのと同時に、玄関のほうから物音がした。

　龍也が慌てて玄関に向かうと、ちょうど外から帰宅したばかりの真悠子が、龍也の姿を見て小首を傾げた。

「龍也さん、どうしたの慌てて。いま起きたところ？」

「おまえ、どこ行ってたんだ」

「どこって、コンビニ。牛乳とパン切らしてて」

「おまえ俺の話聞いてたか。しばらく一人で出歩くなっつったよな？　しかもスマホも持たずに」

「えー、龍也さん大袈裟！　声掛けずに出たのは悪かったと思うけど、公園ちょっと散歩して帰りにコンビニ寄ったくらいで三十分も掛かってないのに」

　危機感の希薄な真悠子の言葉に呆れはしたが、龍也が特殊な世界で生きているというだけで、世間の一般的な危機感などこの程度のものだろうと思うと、自分が真悠子を巻き込んでしまっているだけなのだということを実感する。

「スマホ持って出なかったのはごめんなさい。現代の人は、肌身離さず持ち歩いてるんだったよね？　そういう習慣がなかったからつい……」

　真悠子が珍しくしおらしい反省を見せたため、龍也もそれ以上きつく言うことができなくなった。

　真悠子がいた時代では携帯電話の普及率もまだそこまで高くなく、ポケベルを持っている学生も、仮にそれを家に置き忘れたからといってそこまで困ることもなかったと聞いたことがある。

　現代では三十年前と比べ、犯罪率も高くなり、防犯の意味も兼ねてスマホを持ち歩くよう真悠子に言い聞かせていたが、近所へ数分の外出くらいならと思った真悠子の気持ちも、正直分からなくはない。

　先日の件で、松山グループの恨みを買った可能性があるという父親の忠告を受け、自分が神経質になっている自覚はある。

　平常時であるならば、たかが数分の外出やスマホの不携帯程度で、ここまで口煩く注意することもないだろう。

　ただ、龍也にはもうひとつ気掛かりなことがあった。

　真悠子が、東郷と偶然会って声を掛けられた話を聞かされてから、東郷が何かしらの方法で再び真悠子に接触してくるのではないかと危惧している。

　東郷からしてみても、真悠子が自分の目の前から突然消えたということはショッキングな出来事だったはずだ。当時、そのことがどう扱われたのかは知る由もないが、何かしら事情を聞かれた可能性もある。

　そんな出来事から三十年経って、当時の真悠子とそっくりな女が自分の目の前に姿を現したとしたら──気にならないわけがない。

「ごめんなさい……事情は分かってるつもり。龍也さんが私を心配して一人になるなって言ってくれてることも」

「だったら、次から気を付けてくれ。悪いな……おまえにまで迷惑かけて」

　龍也が言うと、真悠子が首を振って笑顔を見せた。

「お腹すいちゃった！　朝ごはんにするね。ああ、そうだ。今朝は龍也さんがコーヒー淹れてくれる？　久しぶりに龍也さんが淹れてくれたやつ飲みたいな！」

　そう言った真悠子が靴を脱いで部屋に上がると、それまで静まり返っていた部屋が急に騒がしくなる。

「あ、これキッチンにお願い。私、先に手洗ってくる」

　真悠子が持っていたコンビニの袋を龍也に預け、龍也はそれを受け取ってキッチンに行くと、さっそくコーヒーの準備を始める。

　キッチンに戻って来た真悠子がふんふんと鼻歌を歌いながら、手際よく朝食の準備をする姿を眺めていると、こんな平穏な日々を壊したくないと思わずにはいられない。

「そういえば。今日って、龍也さんお休みなんでしょう？　なにか予定があるの？」

　朝食を済ませ、その後片付けまで済ませた真悠子がふいに訊ねた。

「いや？　どうしてだ？」

「龍也さん、普段からあんまりお休みないし。なにして過ごすのかなって思って」

「べつに予定はねぇよ」

「じゃあ、ちょっと出掛けたりできない？　昼間、龍也さんと一緒ならいいでしょう？」

　言った傍から……とは思ったが、昼間でしかも自分が傍に付いていれば滅多なことにはならないと考え、真悠子の提案を受け入れた。




　真悠子の希望で向かったのは、郊外の大型ショッピングモールだ。

　真悠子がこの時代に来てすぐの頃、身の回りの物を買い揃えるときにやって来て以来、何度か彼女の買い物に付き合っている。

　真悠子が行きたいと言って、連れて行かれたのはモールの一番端に位置する大型書店だった。

「本屋？　本屋なら駅前にもあったろ？」

「ああ、うん。あそこも結構大きいんだけど、私が探してる本の種類があまりなくて……」

　真悠子がそう言いながら、あたりをきょろきょろと見渡し、棚と棚の通路の間を縫って歩いていく。普段の買い物には店の中まで付いていくことはないが、今日は真悠子の護衛も兼ねているため彼女の後に続いた。

「なに探してるんだ？」

「え、ああ。うん、ちょっとね……」

　真悠子は笑ってはぐらかしたが、彼女が熱心に探しているのは、最近家でもよく見ているスイーツ関連の書籍だった。

　この実用書コーナーに来てからかれこれ二十分近くなるが、真悠子は飽きもせず手に取った本の中身をパラパラと捲り、気になった数冊を横に避けて、それをさらに吟味している。

「随分熱心だな。勉強か？」

　龍也が声を掛けると、真悠子が手に持った本を一度閉じて少し照れくさそうな顔を見せた。

「そんなとこ。あ、いま〝きくちや〟さんでバイトさせてもらってるでしょう？　紹介してもらうきっかけだった怪我してたスタッフさん、近々本格的に復帰するらしいのね。〝きくちや〟さんのご夫婦は、バイトはそのまま続けてくれていいって言ってくれてるんだけど、私……やりたいことがあって」

「やりたいこと？」

　龍也が訊ねると、真悠子がうんと頷いた。

「私、実家のお店を手伝いたいの。もちろん、あと少しでお店を畳むってことは知ってるけど、最後の日まで二人のお手伝いができたら……って考えてて。少しの間でいいから、手伝わせてくれないかってお願いしてるところなの」

「ご両親はなんて言ってるんだ？」

　龍也の問いに、真悠子が表情を曇らせた。

「忙しいお店じゃないし、バイトを雇う余裕なんてないって……。バイト代なんていらないからってお願いしたんだけど、なかなか難しくて。そうだよね、ただの顔見知りの客がなんの見返りもなしに手伝いたいなんて言い出したら、普通びっくりするものね……」

　真悠子が小さく息を吐いた。

「私ね、小学生の頃からよくお店の手伝いをしてたの。二人の役に立ちたい──なんて大それたこと思ってるわけじゃなくてね。ただ大好きだったお店を見届けたい。私がこんなことにならずにお店を継げてたら、新しい商業施設に出店するって道もあったのかなって思うけど──」

　ここのところ、真悠子が何か考えているのだろうなということは薄々感じていたが、こういうことだったのかと、龍也は最近の彼女の行動が腑に落ちた。

「断られてるのに、諦めてないのか？」

「うん。うちの両親ね、二人とも優しいから押しには弱いの！　しつこくお願いしたらもしかしたら……ってこともあるし」

　そう言った真悠子が、にっと明るい笑顔を見せた。

「いろいろ言ったけど、単なる私の我儘。お店がなくなったら、二人に会う口実さえ失っちゃう。だから、それまでできるだけ傍にいたいの……」

　真悠子からしたら、複雑な気持ちであることは確かだ。

　ある日突然、三十年後の現代に飛ばされるという訳の分からないことに巻き込まれ、その三十年後の世界に家族が生きているのに、自分が娘だと名乗り出ることもできないのだ。

　だからこそ、少しでも傍にいたいと願う真悠子の気持ちは龍也にも理解できる。

「じゃあ、私、これ買ってくるね」

　そう言った真悠子が、選んだ本を数冊持ってレジに向かって歩いていく後ろ姿を眺めながら思った。

　──強いな、あいつは。

　この現代にやってきて、戸惑うことも多かっただろうが、真悠子はこの時代に素早く順応し、自分のしたいこと、できることを常に摸索している。

　龍也に何もかも頼り切ることをせず、常に自分の足で立とうとしている。

「おまたせー！」

　会計を済ませた真悠子が、龍也を見つけると嬉しそうに駆け寄って来た。

「このあとは？　他に行きたいところがあれば付き合ってやる」

「え、まだ帰らなくていいの？」

「今日はいい。俺が付いてるだろうが」

「やった！」

　真悠子の表情がぱぁっと輝くのを見て、龍也はやはりこの笑顔を曇らせるようなことはしたくないと心から思うのだった。

　そのあと、真悠子が行きたいと言っていた美容雑貨店を見て回った。店自体が女性向けの商品ばかりで入りにくかったこともあったが、店舗面積も小さく、店内の様子が通路からでも分かる為、店の外で真悠子の買い物の様子を見守っているときに龍也はあることに気が付いた。

　──いる。確かに。

　龍也がスマホを操作するふりをしてさりげなく辺りを見渡すと、さっきから少し離れたところからこちらの様子を窺っている人影がある。

　一定の距離を保ちマスクをしているため、顔までははっきりと分からないが、背の高さから男だということは分かった。

　そういえば、さっき立ち寄った店の近くでも似たような姿の人物を見た気がする。

　──誰だ？　俺を付け狙っている？　それとも真悠子か？

　平日とはいえ、人の多いショッピングモールで何かしてくることは考えにくいが、もし今後何かしら接触してくることを考えると用心するに越したことはない。

　この日から龍也は念のため、真悠子には気付かれないよう護衛をつけることにした。
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　それからしばらく経ち、十一月に入っても、龍也の身の回りで特に変わったことは起こらなかった。ショッピングモールで見かけた男は、しばらく真悠子の周りをうろついていたようだが、そのうち姿を見なくなった。

　例の件で半グレ連中の恨みを買ったとしても、組に属しているわけではない連中が、れっきとした極道の看板を掲げる貴島組に何かしでかすかも──などということ自体、杞憂だったのかもしれないと思い始めた頃だった。

　ただ、真悠子に対しては、バイトの送迎は出来る範囲で新田たちに頼み、真悠子がどこかに出掛ける際にも、手の空いている若い連中を交代で護衛に付けていた。

　真悠子に窮屈な思いをさせていると分かっていたが、彼女の身に何かあるよりはマシだ。




　そんなある日のことだった。

「え？　いま、なんて？」

「──だから、いっそＯＫＵＹＡＭＡをうちで買うか、って話だ。そんなにあの店がなくなるのが嫌なら、うちで買い取っておまえが継ぐという手もあるだろ」

　龍也からすれば、両親の店がなくなることを悲しんでいる真悠子のためによかれと思って提案したことだったが、真悠子の表情が強張った。

「なに言ってるの。そんな買うとか簡単に言わないで。第一、私は二人からお店を取り上げたいわけじゃないもの……。そりゃあ、お店がなくなるのは正直悲しいけど、私がしたいのはそういうことじゃないし、龍也さんの手を借りたら意味がない」

「……どういう意味だ？」

　龍也が訊ねると、真悠子が真っ直ぐこちらを見据えた。

「確かに、お店がなくなるのはつらい。でも、両親はもう覚悟を決めてるの。お店閉めたあとは二人で郊外に引っ越して、のんびり田舎暮らしするんだって。好きで始めた仕事だし、楽しかったって言ってたけど──経営は厳しかったみたいだし、大変なことも多かったんじゃないかなって想像つく」

　そう言った真悠子が切なげに微笑んだ。

「結局ね、二人はいつ帰ってくるかも分からない私の為に……お店がなくなったら私の帰る場所がなくなっちゃうって、それだけ考えてずっとお店続けててくれたんだと思うの。だから、これからは二人がしたいことしてもらいたいなって」

「だったら、おまえがここのところ必死に勉強してんのはなんのためだ？」

　龍也は、てっきり真悠子がＯＫＵＹＡＭＡを継ぎたいのではないかと思っていた。

　彼女が店を手伝いたいと言っているのも、彼らからその承諾を得るためなのではと勝手に想像していた。

「勉強はもちろん自分の為よ。私、これからもこの世界で生きて行かなくちゃならないもの。いまは、龍也さんにお世話になってるけど、ずっとこのままってわけにもいかないでしょう？」

　当然のようにそう言った真悠子の言葉に、龍也はなぜか微かな苛立ちを感じた。

「龍也さんに甘えてばかりもいられないし。なにより、自分の足で立っていたいから、自分にできること、したいことを探してみたいって──」

　現代にやってきて半年あまりの間に、彼女は自分の境遇を嘆くこともせず、胸の内で彼女に出来うる様々なことを考えていたのだと龍也はこのとき初めて理解した。

　真悠子との生活に慣れたころから、このまま一生彼女を世話して生きていくのも悪くないと考えていた龍也にとって、真悠子が自分に頼らず生きていくための方法を一人で摸索していたことが衝撃だった。

「調べたら、法務省に相談すると戸籍をつくることもできるらしくて……。龍也さん、知ってた？　日本って出生の届け出がされてなくて無戸籍の人が一万人もいるんだって！　もし、何らかの方法で私も戸籍が取れたら、いまほど龍也さんに迷惑掛けずに生きて行けるんじゃないかって考えたの」

　真悠子の言葉に、龍也が眉根を寄せる。

「本当に、そんなことできるのか？」

「無戸籍の人が戸籍を取得する方法があるみたいで。ただ、私みたいなケースは特殊だし、どうなるかはその関係機関にきちんと問い合わせてみないと分からないけど」

　龍也は、そう言って笑った真悠子の腕を思わず掴んだ。

「誰がそんなことしろって？　俺はおまえをここに置くことを負担だなんて思ったことはない」

「……でも、他人の龍也さんにずっと甘えるわけにはいかないし」

　真悠子が自分に対して使った〝他人〟という言葉を、龍也は聞き流すことができなかった。

　確かに他人であることに変わりはないが、真悠子にとって自分との関係がそんな薄っぺらな言葉で片付いてしまうほどのものなのかと、吐かれた言葉にショックを受けていた。

　突然目の前に現れて、龍也の生活のなかにあっという間に溶け込んで、偽装恋人まで演じたその延長で身体まで繋げて、このまま真悠子が自分の傍にいるものだと思っていた。

　はっきりと意思を確認したわけではないが、彼女も同じ気持ちだと想像していたのは、龍也の思い上がりだったのだろうか。

「俺との生活が窮屈か？　確かに俺がこういう立場だってことでおまえに危害が及ばないために強いてることも多いからな。俺と離れれば、おまえはもっと自由に生きられるかもしれないな」

　龍也が言うと、真悠子が睨みつけるようにこちらを見た。

「なにその言い方！　そういうこと言ってるんじゃないの。もう……いい！」

　真悠子が龍也の手を振りほどいた。

　何か言いたげな表情をしていたが、大きく息を吐くと「ごめん。ちょっと外の空気吸ってくる」と言って靴を履いて外に出て行った。

「大丈夫。すぐ戻るから」

　そう念を押すように言われたものの、すぐに真悠子の後を追おうと思ったが、寸前のところで踏み留まった。

　敢えてああ言ったくらいだ。彼女自身が置かれている状況を忘れたわけではないだろうし、本当にすぐ戻るつもりでいるのだろう。

「……ああ、くそっ」

　毎日を生きることで精一杯だった真悠子が、いつの間にか先のことまで見据えて、彼女自身の足で立つことを考えていることに動揺している自分が酷く幼稚に思えた。

　──確かに、そうだな。

〝気に入っている〟などという曖昧な言葉で真悠子を自分の傍に置いておこうとするなんて間違ったやり方だ。

　まだ若い真悠子には彼女なりの考えがあり、やりたいこともあって当然だ。

　龍也が真悠子を家に置く交換条件として提案した見合い除けの恋人のフリだって、親の目を欺くための一度きりのその場しのぎのはずだった。

　なのに、その体のいい設定を利用するだけ利用して真悠子に触れ、曖昧な言葉だけで縛り付けるようなことをしている自分が情けなく思えた。

　真悠子を手放したくないと思っているなら、大人ぶって曖昧な言葉で誤魔化したりせずに、自分の想いを言葉で伝えなければ──。

　けれど、すぐに真悠子の後を追わなかったことを龍也は後悔することになる。

　三十分経っても真悠子は部屋に戻って来なかった。
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　真悠子の行きそうな場所は把握しているつもりだった。たぶん本当にすぐに戻るつもりでマンションの前の緑地公園にでも行ったのだと思っていたし、実際にそうだったのだろうと思う。

　少し時間を空けて真悠子を探しに出ると、公園の入り口からすぐの階段の降り口付近に、見覚えのある彼女のスマホが落ちているのを発見して血の気が引いた。

「くっそ……どこ行った？」

　常に所持するよう言ってあったスマホが落ちていた状況から考えるに、真悠子が自分の意思で姿を消したのではなく、何らかのトラブルに巻き込まれた可能性のほうが高い。

　龍也は真悠子のスマホを拾い上げて、ポケットにしまうと、自分のスマホのＧＰＳアプリを開いた。祈るような気持ちで開いたアプリで位置情報を確認すると、位置情報が郊外へと移動している。

「……でかした、真悠子」

　真悠子には何かあったときの連絡手段としてスマホを持って外に出かけるよう言ってあった。ただ、真悠子が万が一、松山グループ関連でトラブルに巻き込まれるようなことになれば、位置情報の掴みやすいスマホなどは捨てられるか、電源を切られてしまうかで意味をなさなくなってしまう場合もある。だから、彼女の持ち歩く鍵にキーホルダー型のＧＰＳ発信機を取り付けていた。

　龍也の言いつけを守り、真悠子がスマホだけでなく、鍵も持って外に出てくれたのが幸いだった。おかげでＧＰＳ発信機は奴らに見つからず、現在の真悠子の居場所を示してくれている。

　龍也はアプリを閉じると、新田に電話を掛けた。

「新田か。悪いが、すぐ出られるか。真悠子が連れ去られたようだ──ああ、たぶん奴らの仕業だろう。奴らは真悠子を連れて移動中だ。大丈夫だ、ＧＰＳで真悠子の居場所は追跡できてる。応援頼めるか？　俺は先に一人で真悠子を追う」

　用件だけ新田に伝えて電話を切ると、龍也はすぐさまマンションに戻り、車に飛び乗った。

「くそ……油断した」

　真悠子には顔見知り程度の知り合いはいるが、友人と呼べるほど親しい知り合いはいないはずだ。

　スマホが捨てられていたことから考えて、知り合いと移動しているとは考えにくく、十中八九、松山グループ関係の人間に連れ去られた可能性が高い。

　ハンドルを握りながら龍也は唇を噛んだ。

　──俺が、真悠子を一人にした。俺が、目を離したからだ。

　ああ、くそ！　こんなことをグダグダ考えて後悔しても仕方がない。とにかく真悠子を追い、無事に助け出さなければ。

　龍也は己の油断を呪いながら、アクセルを強く踏んで車のスピードを上げた。
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　真悠子が重い瞼を開けると、数人の見るからにガラの悪そうな若い男たちが視界に入り、真悠子は驚いて身体を硬くした。

　──ここは、どこだろう？

　頭がぼんやりとしていて、自分の置かれている状況を把握するのに時間が掛かる。

　真悠子はどこかの古いオフィスのような事務所のような、何もない広い部屋に置かれたソファに座らされ、手足を結束バンドのようなもので拘束されていた。

　まだひどく頭が重い。

　この状況に取り乱さずに済んだのは、龍也とちょっとした言い合いになり、家を飛び出して公園で頭を冷やしていた際に、突然後ろから何者かに口元を覆われて身体に鈍い痛みを感じたことを覚えているからだ。

　一、二、三……少なく見積もっても二十人近くはいる。このガラの悪そうな男の人たちが、龍也さんが気を付けるよう言ってた、いわゆる半グレ集団？

　真悠子は怯えながらも、静かにその場にいる男たちを観察した。

　皆、血の気の多い顔をし、眼光が鋭く、髪を派手に染めたり、趣味の悪い柄模様のシャツを着ていたりと、見た目だけで分かりやすいほどのチンピラ風の男たちだ。

　──ここは一体どこだろう？

　きっと龍也さん、私が急にいなくなって心配してる。

　場所を把握するために何か手掛かりになるものを探そうと思ったが、建物の中だということが分かるだけで部屋のカーテンはすべて締められていて、外の様子は全く窺い知ることができない。

　ただ、なんとなく市街地から離れた場所なのではという勘が働いた。

　建物は古く、老朽化していて、普段から人の出入りがあるようには思えなかったことと、カーテンの隙間から微かに緑が見えた。せめて時間が分かれば、マンションからどれくらいの距離の場所に連れて来られたのか見当がつくのに、この部屋には時計がなかった。

　自分が一体どこに連れて来られたのかは分からないが、羽織ったパーカーのポケットに微かな重みを感じて真悠子はほっと息を吐いた。

　龍也にスマホと鍵だけは常に携帯するよう言われていたため、真悠子は出掛けるときに鍵をパーカーのポケットの中に入れていた。

　確かに手に持って出たはずのスマホが辺りに見当たらないのは、どこかで落としたか、この男たちによって捨てられてしまったか。

　けれど、鍵がポケットの中に残っているということは、この存在が男たちにバレていないことを意味し、正常に動いていれば、龍也が自分の居場所を把握できているということだ。

　──龍也さんの言った通りだ。ＧＰＳ付きの鍵、持って出てよかった。

「おや、攫ったお姫様がお目覚めのようだ」

　男たちの中の一人が、真悠子が目を覚ましたことに気が付いてこちらにやって来た。

　全身黒づくめの背の高い男は、これまた黒いマスクで顔を覆っているため、表情はあまり読み取れない。

　派手な服装のギラギラしたチンピラ風の男たちの中で、この黒づくめの男だけ妙に落ち着いた雰囲気を持ち、まるで爬虫類のような熱のない冷めた目をしている。

「……ねぇ、ここはどこ？　あなたたち誰なの？」

　真悠子が静かに訊ねると、黒マスクの男がギョロっとした目を細めた。

「へーぇ？　きみ、可愛い顔して、なかなか度胸あるんだね。ここは普通の女の子なら泣いて怯えるとこじゃない？　自分の置かれてる状況分かってる？」

「分からないから聞いてるの。私になんの用？　こんなことしてどうするつもり？」

　真悠子が訊ねると、今度はマスク男の隣にいた身体の大きな金髪の男が、ニヤリと笑って真悠子の顎を指で上に向かせた。

「はは。威勢がいい女だなぁ。俺たちはべつにあんたに恨みがあるわけじゃないが、悪く思わないでくれよ。文句なら、あの男に言うんだな」

「……私に用があるわけじゃないってことは、狙いは龍也さんなのね。私は彼をおびき出すための餌ってこと？」

　真悠子が訊ねると、黒マスクの男が「いや」と薄気味悪い顔で微笑んだ。

「それもある意味間違っていないが、俺たちが用があるのはあの男で、あんたに会いたい人は別にいる」

「……どういうこと？」

　真悠子は訝し気に黒マスクの男を見た。

　龍也絡みの餌として連れて来られたのなら分かるが、自分に会いたい人物とは誰か。

　真悠子が頭の中で思いを巡らせていると、ふいに部屋のドアが開き、数人の男が姿を現した。

「──！」

　真悠子は、そこに現れた男の一人を見て驚いた。

　いつかの夜、黒塗りの高級車の中から声を掛けて来た東郷和彦だったからだ。

　東郷は質のいいスーツに身を包み、髪を後ろに撫でつけ、部下のような男を二人引き連れている。

　あの東郷コーポレーションの現代表という立場もあるせいか、年齢を重ねて随分貫禄は増したが、真悠子が知っている当時の姿の面影は残っている。

　東郷が真悠子に目を留めると、ゆっくりとこちらに近付いて来た。

「やっと会えたね、お嬢さん。私のことは覚えているかい？」

　そう訊かれて、真悠子は彼を真っ直ぐに見つめた。

「あれから随分探したよ。なぜか、きみに関するデータがどこにもないんで、見つけ出すのに苦労した。まさか、貴島組の倅せがれのところにいたとはね。貴島組とはどういう関係だい？」

「……」

　真悠子は、黙ったまま次の言葉を待った。

「まぁ、いい。私が聞きたいことは別にある。お嬢さん──、あんた一体何者だ？」

　そう訊ねた東郷が、スーツの胸ポケットから一枚の写真を取り出し、それを真悠子に見えるように目の前に差し出した。拘束されているため、写真を手に取ることはできなかったが、その写真には過去の時代の真悠子が写っていた。

　古い写真には、見覚えがあった。確か大学のサークルの集まりに参加したときに、皆で撮った集合写真だ。

「この左端の女──奥山真悠子を知ってるかい？　見ての通り、お嬢さんにそっくり……というよりうり二つなんだが。彼女は三十年前のある日、突然私の目の前で姿を消してから行方不明のまま、いまだにその所在は分かっていない。お嬢さんは、この女となにか関係があるのか？」

　そう訊かれて、真悠子は静かに首を振った。

「本当に？　仮に親子だとしても、似すぎていると思わないか。まるで同一人物のようだ」

　東郷の意味ありげな言葉に真悠子は彼を探るように見つめた。

　──この人、なにか気付いてる？

　そう思ったが、これだけでは確証はもてない。

　あの日、自分は彼の前でどんな消え方をしたのだろうか。

　彼が見ている目の前で消えたのか、それとも彼が気付いた時にはすでに真悠子の姿はなかったのか。

　状況や東郷の口調から考えて、消えた瞬間を見られたとは考えにくい気もする。その瞬間を見ていたのだとしたら……うまく表現できないが、もっと核心をついた質問をするはずだ。

　もしこの場で東郷に本当のことを話したとして彼がそれを信じるとは思えなかったし、変に事が大きくなることを避けたかった真悠子はあくまで知らないふりをすることに決めた。

「……知りません、そんな女性。確かにそっくりだけど、家族でも親戚でもないわ」

　真悠子が毅然として答えると、東郷が真悠子を見つめて再び訊ねたに訊ねた。

「本当か」

「本当よ。……でも、あなたはどうしてその女性を探しているの？」

　真悠子が訊ねると、東郷がゆっくりと顎に手を当ててこちらを見た。

「驚いたな。声や話し方まで当時の彼女にそっくりだ……。一見大人しそうなのに、意外に気が強くて誰に対しても物怖じしないところもな」

　そう言われて、真悠子は思わず彼から目を逸らしたが、東郷は懐かしそうな表情を浮かべて静かな口調で続けた。

「学生当時、私はそんな彼女に好意をもっていてね。若かったし、気を引きたい一心で少し強引に交際を迫ったりしたこともあった。失踪前の彼女に最後に会ったのが私だったことで、警察にもいろいろと事情を聞かれたよ。私が彼女に何かしたんじゃないかとか、警察には痛くもない腹を探られたが、とにかく私には突然消えたとしか答えようがなかった──」

　東郷が再びじっと真悠子を見つめた。

「ずっと気になっていたよ。でも三十年という月日が流れて、正直、事件のことは忘れかけていた。でも、あの夜、当時の彼女そっくりのきみを見つけてはっとしたんだよ。べつにどうこうしようと考えていたわけじゃない。もし、無事で生きているのならそれでいいと思っていたんだが──。きみは本当に、彼女のことは知らないんだな？」

　東郷が、静かな口調で念を押すように訊ねた。

　彼が何かしようと考えていたわけじゃないことを知って真悠子はほっとした。彼は彼なりに真悠子の身を案じてくれていたのだ。

「嘘をついて私になんの得があるんですか？　その女性のことは本当に知らないです」

　意思のある目で東郷を見つめると、彼がふっと鼻で笑った。

「いや──知らないというのならいい。他人の空似にしてはあまりに似すぎていて……あり得ない想像をした私がバカだったな。私の用は済んだ。あとはおまえらの好きにしろ」

　マスクの男に向かってそう言い残した東郷は、部下を引き連れてあっさりとその場をあとにした。

　東郷がいなくなり、真悠子がほっとして小さく息を吐くと、再び黒マスクの男が真悠子の前に立った。

「さぁて。あちらさんの用は済んだようだし、ここからは俺たちの番だ」

　そう言った黒マスクの男が不気味に笑う。

「俺たち……あの貴島って男には、大事な仕事を潰されてんだよねぇ。仕事のために集めた仲間も半分近く逮捕されてんの。それがウチにとって、どれほどの損失か分かる？」

「──知らないわ。そんなの、犯罪に手を出したあなたたちが悪いんじゃない！」

　真悠子が言い返すと、マスクの男が、目だけで気味悪く笑いながら真悠子の髪を乱暴に掴んだ。

「……痛っ！」

「ねぇ。きみさぁ、言葉に気を付けたほうがいいよ？　それ以上生意気な口聞くと、ヤっちゃうよ？　ああ、むしろそのほうがいいかもな。本人痛めつけるよりも余程いい復讐になりそうだ。ここにいる男全員で輪ま姦わしてあげようか？」

　ぞっとするような男の言葉に、真悠子は思わず身を引いた。

　マスクの男の手が真悠子の頬を撫で、指先で首筋を下へ向かってなぞる。その男の仕草に恐怖のあまりぞわりと身体が震えた。

　──どうしよう？　この人たち、本気なのかもしれない。

　龍也に恨みを持っているのならば、彼の大事にしているものを代わりに傷つける。それくらいのことはこの男たちにとってきっとなんでもないことなのだろう。

「……やっ」

　真悠子が顔を引き攣らせながら、手の拘束を解こうともがくと、黒マスクの男が真悠子を見下ろしてまたニヤリと笑った。

「はは、いい顔。少しは自分の立場を理解したかい？　そうだ、もっと怯えろ。泣いて必死に許しを乞え！」

　高揚したような不気味な男の表情に心底ぞっとして、身体全体に鳥肌が立った。

　──いやだ！　こんなところで、こんな頭の狂った男たちに犯されるなんて。

　真悠子は恐怖のあまり、ぎゅっと目を閉じた。

　どうして龍也さんの言うことを聞かなかったんだろう。あんなふうに一人で部屋を飛び出したりしなければ、こんな目に遭うこともなかったのに──。

「おい、おまえら。この女、好きにしていいぞ」

　黒マスクの男が言うと、まわりにいる男たちがぞろぞろとこちらに近寄ってきて、ソファに座らされたまま身動きの取れない真悠子を上から下まで舐めまわすように見つめた。

　手も足も拘束されたこの状態では、彼らが襲い掛かって来た時にわずかな抵抗すらできないと思うと、その恐怖感に心拍数が急上昇していく。

　──怖い。龍也さん……助けて！

　真悠子は、心の中で必死に叫んだ。男たちがにじり寄ってくるのを見て、泣きたくないのに涙が溢れる。

「……やだ。こっちに来ないで！　近寄らないでよ……っ」

　金髪の男が、真悠子が着ていたパーカーのファスナーに手を掛けた。

「触らないで……！」

「威勢がいいな。抵抗されると逆に燃える。嫌がる女、無理矢理犯すの好きなんだよ」

　男がファスナーを上手く下ろすことが出来ず、苛立ちながら力づくでパーカーを脱がせようとした瞬間、真悠子はもうダメだと絶叫に近い大きな悲鳴を上げた。

　その時、ガシャン！　と派手にガラスが割れるような音がしてはっとした。

　真悠子が自分に覆いかぶさろうとしていた男の腕の隙間から音のしたほうを見ると、部屋の入口に龍也が立っていた。ドアが蹴破られ、窓が割られている。

　部屋に入って来た龍也は、大きく息を吐くと、まず黒マスクの男を蹴り上げて吹っ飛ばした。これが人間の力かと思うほど、大の大人の男がまるでゴミクズのように部屋の隅に飛んで行き、そのまま動かなくなった。

　その様子を見ていた他の男たちが、一斉に龍也に怯んだのが気配で伝わった。

　部屋の中にピリとした緊張感が走る。

「……龍也さ、っ」

　マスク男を一蹴りし、仁王立ちでその場に立つ龍也は、まさに恐ろしい形相と逞しい身体の金剛力士像のようだった。彼の背後には立ち上るオーラのようなものが見え、そのオーラに怒りが滲み出ている。

　己の怒りを隠すことなくむき出しにした、黒ずくめのスーツ姿の龍也は、悪魔のようにも見えた。その佇まいにはこの世のすべてのものを殺戮してしまいそうな迫力があり、龍也に対して本気で怖いという感情を抱いたことのない真悠子でさえ、思わず息を呑んだ。

　龍也の無慈悲で冷酷な一面を見た真悠子は、この時初めて彼がそういった世界で生きて来た人間なんだということを目の当たりにしたような気がした。

「──おまえら、覚悟できてんだろうな？　人の大事なモンに手ぇ出しといてタダで済むと思うなよ？」

　そう言った龍也が大きな身体を揺らしてこちらに近付いてきて、まず真悠子の身体を押さえつけている金髪の男を引き剥がして思いきり殴りつけた。そのまま床に吹っ飛んだ男をこれでもかというほど激しく蹴りつけ、血だらけになった男の顔を靴で思いきり踏みつける。

　それを見て怯えた残りの二十人近い男たちが慌てて外へ逃げようとするのを、龍也の後を追ってやってきた新田と安井が首根っこを捕まえて殴り掛かる。

　怒りがおさまらないのか、我を忘れたように大勢の男たちを容赦なく殴り倒す龍也を見て、真悠子は思わず声を発した。

「龍也さん、もうやめて……っ！　もういいの！　私は、大丈夫だから」

　真悠子の叫びに似た声にはっと我に返った龍也が、ゆっくりとこちらを見た。

「そんなことより。早くこっちに来て、これ解いてよ……っ」

　真悠子が言うと、それまで恐ろしい形相をしていた龍也が表情を緩めてこちらに近付いて来て、ほっとしたように微笑むと真悠子を力強く抱きしめた。

「……悪かった、真悠。結局、巻き込んじまったな」

　吐き出された龍也の息から、彼が心の底から安堵している様子が窺える。

「よかった。おまえが無事で……」

　自分を抱き締めている龍也の大きな身体が微かに震えていることに気が付いた。

　身体を離した龍也がスーツの胸のポケットから小さなナイフを取り出して、結束バンドを切った。

　ようやく自由になった手足には、結束バンドの痕がくっきりと残っていて、龍也がその痕を労わるようにそっと手のひらで撫でる。

「赤くなってるな……。悪かった、怖い思いさせて」

「うん。怖かった。でも──そこまで不安じゃなかった。絶対に龍也さんが助けに来てくれるって信じてたもの」

　その言葉に嘘はなかった。彼は何があっても自分を守ってくれる男だ。

　真悠子が言うと、龍也が照れくさそうに顔を歪めた。

　さっきまで鬼のような表情でこの世のすべてを殺戮してしまいそうだった男の表情が、真悠子の前ではまるで別人のように優しい表情に変わるのを嬉しく思う。

「……私こそ、ごめんなさい。一人になるなって言われてたのに」

「いや。俺も大人げなかった。おまえが、急に大人びて見えて……その。俺の傍を離れて行こうとしてるのかと思ったら──あんな言い方になっちまって」

　龍也の言葉に真悠子は一瞬きょとんとした表情を返した。

「え？　離れてくって……？　なんのこと？」

　すると、今度は龍也のほうが怪訝な表情を浮かべて真悠子を見つめた。

「は？　おまえ言ってただろうが。俺に迷惑掛けずに生きてくとかどうとか……」

「ああ、それは！　なんでも龍也さんに頼るばかりじゃなくて、自分のことは自分で決断できるように大人として自立したいって意味で……」

　そう弁解したところで、龍也と目が合った。

「え？　もしかして、私が出ていくと勘違いしたってこと？　──つまり、私が出ていったら嫌ってこと……？」

　真悠子が訊ねると、龍也がソファの傍らにしゃがみ込んだまま頭を垂れた。

　脱力したように項垂れる龍也を見下ろしながら、ひとりでに顔がにやけだす。よく見ると、俯いた龍也の耳がほんのり赤く色づいている。

「ねぇ、龍也さん。黙ってないで、答えて」

　真悠子がゆさゆさと龍也の肩を揺らすと、龍也がチッと舌打ちをして顔を上げた。

「──ああ、そうだよ。おまえが出ていく気なのかと勘違いして焦ったんだよ！　この際だから、はっきり言うわ。俺は、おまえのことが好きだ。だから、ずっと……できることなら一生傍に置いておきたい。やりたいことがあるなら俺がサポートするし、相談にものる。だから、このまま俺のところにいろ」

　一気に言った龍也が、言いたいことはすべて言い切ったというように大きく息を吐いた。

　不器用で甘さの欠片もない言葉だったけれど、タイムスリップでこの現代にやってきて、自分の居場所を失った真悠子にとって、何よりも嬉しく他のどんなものよりも欲しかった龍也からの言葉だった。

　いままで何度、龍也の「ここにいればいい」という言葉に救われて来ただろう。

　真悠子にとって龍也だけが希望であり、救いだった。

「ふふ。──今日は〝気に入ってる〟って便利な言葉、使わないんだね」

　何より、龍也に好きだと言ってもらえたことが、一番嬉しかった。彼の言葉を噛み締めると胸に熱いものが込み上げてくる。

「私も好き。龍也さんのことが大好き。だから、離れたくない……」

　そう言った瞬間、龍也に強引に首の後ろを掴んで引き寄せられ、そのまま唇を塞がれてしまった。

「……んんっ、ん」

　周りにまだ大勢人がいるとか、新田や安井に見られてしまうかもとか、そんなことがほんの一瞬頭を掠めたが、龍也に口づけられ、口内を侵されているうちに何もかもがどうでもよくなってしまった。

　龍也が自分をしっかりと抱きとめる逞しい腕の力強さや、彼のほのかな香水の匂い、少し高めの体温が真悠子を安心させた。あれほど恐怖で震え、強張っていた身体からゆるゆると力が抜けていく。

　ふと気付くと唇が解放されていて、龍也が自分を愛おしそうに見つめる優しい目に捕まった。

「あ、あの……盛り上がってるとこ大変申し訳ないんですけども！」

　新田に背後から声を掛けられたことにはっとして振り返ると、松山グループの連中がほぼ二人の手によって片付けられていた。

　普段は二人とも温厚だが、こういうところはやはり貴島組に在籍する龍也の弟分というだけあり、その腕っぷしは見事なものだった。

　龍也に蹴り飛ばされた二人は依然気を失ったままの状態で、残りの男たちはその場から逃げられないように手足を結束バンドで固定されていた。

「兄貴、こいつらどうします？」

「ほっとけ。氷川には連絡済みだ。そのうち警察が処理に来る」

「……だいぶ派手にやっちゃってますけど大丈夫っすかね？」

　安井が訊ねたが、龍也はニヤリと笑いながら、

「殺されなかっただけありがたいと感謝してほしいくらいだが？　これだけ痛めつけとけば、さすがに二度と変な気は起こさねぇだろ」

　と言って、スーツのジャケットを脱いで真悠子の肩に羽織らせた。

　それから「俺たちも引き上げるぞ」と、ソファに座ったままの真悠子を軽々と抱き上げた。

　新田と安井が先に部屋を出て足早に階段を下りていくあとに龍也が続く。

「あの、龍也さん。私、もう自分で歩ける……」

　彼の腕の中にいることを嬉しいと感じつつも、新田や安井も傍にいる手前、恥ずかしさが勝ってそう小声で言うと、普段の龍也ならここで真悠子の意向を受け入れてくれるのにあっさりと無視されてしまった。

「ね、ねぇ……？　聞いてる？」

「んあ？　んなことどっちでもいい。俺が、いまおまえを離したくないだけだ」

　そう言われ、さらに体勢が安定するようきつく抱き直されてしまった。

　そのまま龍也の車の運転席に安井が乗り込み、真悠子と龍也は後部座席に乗り込んだ。

　新田は自分の車に乗り込み、龍也に手で軽く合図をすると、あっという間にその場を去っていく。

　車のエンジンをかけながら、安井がバックミラー越しに訊ねた。

「兄貴、このままマンションに戻っていいすか？」

「ああ。真悠、おまえ怪我ないよな？」

「私は大丈夫。どこも怪我してない」

「だったらいい。マンションまで、急ぎで頼む」

　安井が「了解っす！」と元気よく返事をして、車を発進させた。

　真悠子が拘束されていたのは、やはり周りには緑が多い山深い場所にある廃工場のような建物だった。

　──よかった、龍也さんが私を見つけてくれて。

　もし、龍也が真悠子の居場所を把握できていなかったら、今頃自分はどうなっていたか分からないと想像しただけで、思わず身体が震えた。

　その時、隣に座る龍也の大きな手が、そっと真悠子の手を握った。驚いて龍也を見ると、彼は前を見たまま、さっきまで結束バンドで拘束されて痕が残ったままになっている真悠子の手首をそっと指でさするように触れる。

　これまで、完全に二人きりであるとき以外、彼が真悠子に触れることはなかった。

　しかも、どことなく触れ方がいやらしく感じて、ただ痕を指でさすられているだけなのにどうしてか変な気持ちになってしまう。

　堪えきれなくなって慌てて腕を引っ込めると、再びその腕を引き寄せられ、手首の拘束痕にキスをされた。

「ちょ、っ」

　安井がすぐ傍にいるのにと思い、小さな声で抗議をすると、龍也がニヤリと笑う。

　そして真悠子が油断した隙に、今度は身体ごと引き寄せられて濃厚なキスをされてしまった。

　さすがにここまですれば安井に気付かれてしまうと、思いきり抵抗すると、龍也が少しむっとした表情を浮かべて身体を離した。その子供みたいな拗ねた顔が、彼のような大人の男でもこんな顔をするのかと新鮮に映ったが、そんな後部座席のやり取りに気付いていた安井から早速クレームが入った。

「ちょっと、兄貴！　ミラー越しに見えてますからね。盛さかるならマンション戻ってからにしてくださいよ」

「は？　うるせぇな。おまえは気ぃ利かせて目ぇつぶっとけや」

「馬鹿いわないでくださいよ。俺、運転してんすから！　そんなことしたら事故りますからね！　それに、イチャつくなら二人きりがいいすよね、真悠子さん？」

　バックミラー越しに悪戯な表情で聞かれて、真悠子は恥ずかしさのあまりぐっと言葉に詰まってしまった。




　安井の忠告のおかげで、車の中で龍也にあれ以上のことをされることはなかったが、マンションの部屋に戻り、玄関のドアを閉めるや否や、真悠子は靴を脱ぐより先に、龍也が掛けてくれたジャケットと、ファスナーを壊されてどうにか羽織るだけになっていたパーカーを一気に脱がされてしまった。

「ね、ねぇ！　ちょっと、待って……落ち着いて。ね？　龍也さん？」

　龍也が自分を求めてくれているのは嬉しいが、こんな強引な彼の姿を見るのが初めてでその性急さに戸惑ってしまう。

「なんだ。こんな俺は嫌か？」

「い、嫌じゃないけど……。さっきだって、ヤスさんの前であんなこと……」

「待てなかったんだから仕方ねぇだろ。おまえが他の男に触れられたと思うと──。ああ、やっぱブチ殺しときゃよかったか」

「……もう。物騒なこと言わないで」

「なにが物騒だ？　俺はおまえが他の男に指一本触れられんのだって我慢なんねぇよ」

　思い出したように忌々しそうな顔をする龍也の気持ちに嘘がないことが伝わって、真悠子は彼の頬にそっと手を添えた。

「だったら……こんな場所で脱がそうとしないで、ベッドに連れてって」

　そう言って、強請るように龍也の首に腕をまわすと、彼がごくりと息を呑んだあと、真悠子の身体を軽々と抱き上げ、真悠子の靴を脱がせて床に落とした。

　そのまま寝室まで運ばれ、真悠子をベッドの上にそっと座らせた龍也が、着ていたシャツを脱ぎ去る。

　真悠子も自分から服を脱ごうとシャツの裾に手を掛けると、龍也がその動きに合わせて真悠子の腰から上へと肌を撫で上げ、一気に服と下着を取り去った。

　そのままベッドに押し倒され、両腕を頭の上で押さえつけられながら首筋に、脇に、胸にと身体のあらゆるところに落とされるキスを受け止める。

「……あぁ、ん」

　どうしてなのか分からないが、龍也の唇がどこに触れても敏感に身体が反応し、恥ずかしいと感じる余裕もなかった。

　ただ、頭のてっぺんからつま先まで、真悠子の身体が全身で目の前の男を欲しがっている。

　その証拠に、ただキスをされているだけなのに、お腹の奥がじくじくとした熱を持ち、飢えたようにキュンキュンしている。

「ん……。ああっ、はぁあ」

　龍也の手が肌の上を滑るだけで、身体の奥から愛液が溢れてくるのが感覚として分かる。その溢れた愛液はすでに真悠子の下肢を伝っている。

「龍也さ……っ。下も……触って……っ」

　溢れる熱がもどかしくて、思わず彼に強請ってしまった。

「ああ、分かった。中触りやすいように足開けよ」

　真悠子が言われたとおりにゆっくりと足を開くと、龍也が真悠子の下肢に手を伸ばし、蜜口に長い指を差し入れた。湿った音とともに、蜜口が彼の指をいとも簡単に飲み込んだのが分かる。

「ああ……っ、ん」

「すげぇ、濡れてる。ろくに触ってもいないのにすでにトロットロじゃねぇか。しかも、おまえの中、指が溶けそうなくらい熱い。一体どうした？」

「……わ、分かんな……っ。なにされても感じちゃう。こんなの初めてで……っ」

　自分でも信じられないほど、身体が敏感になっていることに真悠子自身も慄いている。

「グズグズじゃねぇか。そんなに俺が欲しいか？」

　龍也が興奮したように訊ねた。少し意地悪な表情なのに、なんだか嬉しそうに見えるのが愛おしく思えた。

「……欲しい。龍也さんので、奥突いて？」

　真悠子が言うと、龍也の表情が一層雄みを増した。龍也がゆっくりと上体を起こし、真悠子の蜜口に彼の屹立したものを押し当てる。

　二人の体格差からすると、真悠子の身体に入るのでさえ無理があるのではないかと思うくらいなのに、今日の彼のモノはいつもより硬度も増している気がする。

　はしたないと思われるかもしれないが、彼のこの太く長く硬いもので中を突かれるんだと想像しただけで、身体が期待に震えた。

「俺も、おまえの中に入りたくて限界だ。どこもかしこも隙間なく俺で埋め尽くしていいか……？　本気で俺のものにしていいか？」

　龍也の言葉に、真悠子は目に涙を浮かべながら大きく頷いた。

「うん──して。私を龍也さんのものにして欲しい……」

　真悠子がそう答えると、龍也が堪えきれないというような切なげな表情を浮かべ、呼吸を整えながらゆっくりと真悠子の中に挿ってきた。

「……っ、あ。深……っ」

　真悠子が思わず声を漏らすと、龍也も慎重に息を吐きながら微かな呻き声を上げた。

「つらくないか？」

　龍也の問いに、真悠子はふるふると首を振った。

「ううん……嬉しい」

　──満たされる。

　欲しくて欲しくて堪らなかった彼が、いま自分の中を隙間なく埋め尽くしている。

　彼の質量が身体の中を圧迫して少し苦しくて切ないのに、その苦しささえも幸せに感じる。

　誰かのものになりたいだなんて思ったのは、生まれて初めてのことだった。

　龍也は、出会ったときから得体の知れない真悠子の存在を否定することなく受け入れてくれた。それだけでもありがたいくらいなのに、真悠子を部屋に住まわせ生活の面倒を見てくれた。

　はじめの頃は、龍也のことを顔は怖いけど案外いい人だ、という程度の認識だったように思う。一緒に生活していくうちに、彼の面倒見の良さや温かさに触れ、次第に龍也に惹かれていった。

　真悠子にとって、龍也はこの世界のすべてと言っても過言でないくらいの存在になった。

　危険な目に遭って、もうダメかもしれないと思ったとき、龍也がまるでヒーローのように現れたことにどれほどほっとしたか。

　他の誰かじゃ意味がない。傍にいてくれるのも、自分を受け入れてくれるのも、彼でなければ──。

　龍也が身体を密着させたまま、乱れて額に張り付いた真悠子の髪を愛おしそうに指で整える。それから真悠子の首筋に顔をうずめ、熱い息を零しながらしみじみと言った。

「……無事で本当によかった。マジで生きた心地がしなかった。あの時、おまえが止めてくれなかったら、あいつら全員ぶっ殺してたかもしれねぇ」

「もう。怖いこと言わないで……」

「いや、マジな話。真悠になにかあったら確実に殺ってた。それくらいおまえのことが大事だって気付いた──」

　確かにあの時の龍也は、本気で彼らを殺しかねないくらいの迫力があった。

　普段は冷静な龍也が、あんな顔をすることもあるのかと、まるで別人のように見えて怖いくらいだったが、真悠子を守りたい気持ちが彼をそうさせていたのだと思うと少し嬉しくもある。

　──あんな必死な龍也さん、初めて見た。

「……ふふ」

「なに笑ってる？」

「嬉しくて。さっき龍也さんに『好きだ』って言ってもらえたの思い出して、いまになって嬉しいのがじわじわ来てる」

「そんなの思い出さなくても、これからいくらでも言ってやる」

　そう言うと龍也は少し身体を起こして、真悠子の身体を手で補助しながら仰向けからうつ伏せへと体勢を変えた。

「えっ、ちょっ……ひゃああっ」

　繋がり合ったまま体勢を変えたために、真悠子の中で龍也のモノがグリンと大きく擦れ、その未知の刺激に驚いてぎゅっとシーツを握りしめた。

　うつ伏せになった身体の上に龍也が圧し掛かるように身体を寄せる。

「後ろからだと、いつもと違うとこ当たるだろ」

　前からの挿入より異物感と圧迫感が強く、より龍也の存在を生々しく感じることが出来る気がする。龍也が真悠子の髪を掻き分けて、耳たぶに、項に、肩にいくつものキスを落とす。後ろから突かれて身動きが取れないのに、彼に征服されているようなこの感覚が嫌じゃないどころか真悠子の興奮をさらに煽る。

　龍也が真悠子の手を握って、その上から指の先にまでキスを落としていく。まるで身体の後ろ側全部をキスで埋め尽くされているみたいで嬉しいのに、その優しいキスに次第にもどかしさが募っていく。

　──もっと、触ってほしい。

　そんな真悠子の思考を読んだみたいに龍也の手が両胸を包み込んだ。彼の指が胸の先をつまんだり引っ掻いたりしているだけなのに、なぜか繋がり合った部分がジンジンと痛くなる。

「真悠。動いてないのに中ヒクヒクしてんぞ」

「だって……っ、胸もアソコもジンジンしてきて……もどかし、っ」

「どうして欲しい？」

「……動いてっ。中、龍也さんので触って欲しっ」

「だったら、少し腰上げれるか？　一度抜くから。枕抱えたままこっちに腰を突き出せよ」

　龍也の表情を窺いながら言われた通りに腰を浮かすと、彼が真悠子を自分の思う体勢へと導いてそのまま後ろから真悠子を貫いた。

「ああっ……っ」

「このほうがおまえのいいとこ当たる」

　そう言いながら龍也がさっきまでとは打って変わって、真悠子の中を抉るように激しく腰を動かす。

「あっ、あっ、やっ、も……やぁ」

「気持ちいいの間違いだろ？　中うねってる。それにおまえが強請ったんだろ。俺ので触ってって」

「そ……だけどっ、ああっ、龍也さ、そこだめぇ」

「──好きだ、真悠」

　耳元で、彼の低く甘い声が聞こえた。

　ああ、なんて幸せな響きなんだろう。好きな人に好きだと言ってもらえることが、こんなにも自分を満たし、幸せな気持ちにさせるなんて。

「好きだ」

　何度も繰り返される言葉が、堪らなく嬉しかった。

「──私も、好きっ。龍也さんが好き……っ」

　本来ならば、絶対に出会うはずのない二人だった。

　同じ世界線で仮に出会っていたとしても、接点などできるはずもない二人だった。

　どうして自分があの時代から現代に飛ばされてきたのだろう。いくら考えても分からなかったけれど、今は少しだけ信じたいと思う。

「真悠。ずっと、この世界で俺と生きろ」

　龍也の切実な願いを込めて響く言葉に、嬉し涙が込み上げてくる。

「うん……生きたい。龍也さんと一緒に」

　真悠子も心からそうしたいと願っている。

「言質取ったぞ？　もう、一生逃がさねぇからな」

　そう言われて、真悠子は後ろを振り返りながら頷いた。

「ねぇ、龍也さん。やっぱり……いつもみたいに前からしたい。龍也さんの顔見えないのも、キスできないのも寂しい」

　真悠子がそう強請ると、龍也が「おまえ、マジ可愛いな」と嬉しそうな表情で、繋がりを解かずにいきなり体勢を変えた。再び中をぐりんと強く擦られ、真悠子は「ああっ」と悲鳴に似た声を上げた。

　そのまま彼に唇を塞がれ、真悠子もそれに応える。

「おまえが変に煽るから、これ以上堪えるの無理だ。少し激しくするぞ？」

　そう言った龍也が大きく息を吐き、反動をつけて真悠子の奥を突いた。そのまま彼が腰を動かし、真悠子の身体が激しく揺さぶられる。彼が奥を突くたびに、強烈な快感が湧き上がって、彼を受け止めるのに精一杯で頭の中が真っ白になる。

「ああっ、あ、あっ、……奥っ、やぁっ」

「ここ、気持ちいいんだろ」

「はぁっ、あ、龍也さん……っ、まってぇ」

「逃げんなよ。おまえが欲しいって言ったんだろ？」

「……言った、ああっああ」

「ほら、ここあてられるの好きだろ？　中ひくひくしてる」

「……すきっ、そこ、好き。龍也さん……好き」

　激しく感じ過ぎて、途中からは自分でも何を言っているのか分からないくらいだった。

「バカ。これ以上煽るな。手加減できなくなるだろうが」

　龍也の言葉に、激しい快感で朦朧としながらも真悠子は間抜けな声を発した。

「へ……あっ？」

　──こんなに激しいのに、いままで手加減されてたの？

　彼が本気で自分を求めてきたら一体どうなってしまうのだろうと思ったが、龍也にだったらどんなふうにされてもきっと嬉しいと感じるのだろう。

「なぁ、真悠。もうちょっと頑張れよ。一緒にイこうな？」

　そう言った龍也がいっそう激しく真悠子の身体を揺さぶった。

「ああっ、龍也さ……っ」

「……ヤバイ、マジ止まんねぇ」

　あまりの激しさに振り落とされてしまいそうで、真悠子は龍也の首に必死にしがみついた。深く深く繋がり合っていることで彼の質量や体温や鼓動が直に伝わってくる。

　お互いの興奮した息遣いと、唇を貪り合う音、抑えるような呻き声、身体の中をかき回される卑猥な音に酔って、気持ちいいと感じる感覚以外が鈍くなっていく。

「も、限界」

　微かに聞こえた龍也の声とともに、彼のモノが真悠子の中で大きく脈打ち、真悠子も自分が限界まで昇りつめたのだと分かった。

　──なんて幸せなんだろう。

　言葉で肌で溢れる想いを確かめ合って、心も身体も愛で満たされる。

「なぁ、真悠。このまま俺と一緒になるか？　両親のぶんまで、一生俺がおまえを大事にしてやるよ」

　龍也の言葉に、真悠子は蕩けた顔のまま「へ？」とまたも間抜けな声を出した。

　──いま、聞いた言葉は夢？　それとも本物？

　快楽の余韻で頭がぼうっとしているためか、龍也の言葉が現実なのか自分の描いた妄想なのか判断がつかなくて、確認のため訊ねてみる。

「いま、なんて……？」

「おいおい、聞いてなかったのかよ？　つまり──俺と結婚しようって話だ」

　長引いていた快感の余韻が引き、ようやく頭がはっきりしてきた。

「……結婚？　私と龍也さんが？」

　真悠子が驚いて訊ねると、龍也が「はは」と苦笑いをした。

「他に誰がいるんだ。俺はおまえを手放す気はねぇし、おまえも俺の傍を離れる気はないんだろ？　だったら、誰の目から見てもおまえが俺のものだって分かるように一緒になるのが自然だろ」

　龍也のプロポーズが信じられないほど嬉しいのにどう答えていいか分からない。

　咄嗟の返事に詰まっていると、彼がさらに言葉を続けた。

「まぁ、今じゃほぼ看板は名ばかりでも、世間のイメージってもんはそう簡単に変わらない。貴島を名乗る以上、嫌な目で見られることもあるかもしれないし、また面倒なトラブルに巻き込んでしまうこともあるかもしれないが──それでも、おまえのことは俺が守る。必ずだ」

　出会ってから今日まで、龍也はいつどんなときも真悠子を助けて守ってくれた。

　これほど信じられる言葉は他にないだろう。

「……ダメか？」

　龍也が珍しく自信なさげに訊ねたので、真悠子は思わず「ふふ」と笑ってしまった。

「ダメなんて思うわけないじゃない。嬉しくて……泣いちゃうやつ」

　答えながら本当に涙が込み上げてきた真悠子を龍也が力強く抱きしめた。

「……ごめん、なんかっ。こんなときに」

「ばぁか。嬉しくて泣いてもらえるのは大歓迎だ。どんな涙でもいい……俺の前でなら、我慢しないで好きなだけ泣け」

　どんなときでも龍也になら受け止めてもらえる。そう思うだけで、心強かった。

　この人と、ずっと一緒に生きていくんだ──ただ、それだけで幸せだと思えた。
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　龍也にプロポーズされたことを機に、真悠子は本気でこの世界で龍也と生きていこうと決めた。

　先日の事件のあと、松山グループは完全に鳴りを潜めている。

　建物にいたグループの連中は、全員あの場で逮捕されたという。

　とはいえ、ああいった組織や役割が細分化した集団というものは、実態が把握しきれないため、壊滅したというわけではないだろう。

　ただ、あの一件で、主に特殊詐欺などの犯罪首謀者だったトップグループの連中が、龍也たちに完膚なきまで叩きのめされ、全員逮捕されたことによって最近では悪い噂は聞かなくなったという。

　真悠子自身も一時のように龍也に行動を制限されるようなことはなくなり、再び自由を手に入れた。

　十一月に入り、真悠子は相変わらず、暇を見つけてはＯＫＵＹＡＭＡに顔を出している。

　両親に詳しい話を聞いたところ、店は年末いっぱいまでの営業ということらしい。年末までは、もうすでに二カ月を切っている。

　閉店までの間、店を手伝いたいと何度も何度も諦めずに頼み込んだ結果、人の良い両親がついに折れた。いわゆる、真悠子の粘り勝ちというやつだ。

　我ながらかなり強引だと思ったが、真悠子にとっても大切な思い出の詰まった店を、最後まで見届けたいという思いで必死だった。

「ありがとうございましたー！」

　真悠子がお客さまを見送って、イートインスペースを片付けて奥の厨房に下げた皿やカップを洗っていると、志津子が真悠子を見つめて言った。

「本当変わってるわねぇ、マユさんは。こんな潰れかけのお店を手伝いたいだなんて……」

「ふふ。私、このお店大好きなんです。主に食べる専門ですけど」

　真悠子は現在、〝きくちや〟でのバイトを継続しながら、週末だけＯＫＵＹＡＭＡの手伝いをさせてもらっている。

　元々定食屋でのバイトは怪我をしたスタッフの代わりに臨時で採用されたのだが、店が忙しくなったこともあり、元々のスタッフが復帰したあとも残ってくれないかと言われ、現在は週に二日ほど働いている。

「マユさんは、こういうスイーツ関係の仕事に興味があるの？」

「……ええ、まぁ」

　志津子に聞かれ、真悠子はそう曖昧に返事をした。

「でも。どうして、うちに？　……ああ、ほら！　最近じゃもっと綺麗で新しくてお洒落なお店がいっぱいあるでしょう？　うちは昔ながらの古いお店だし、こういう仕事に興味があるんならあなたみたいな若い子にとって新しいお店のほうがいろいろ勉強になるんじゃないかなって思ったのよ」

　店の手伝いをすることを了承してくれた両親であったが、やはり真悠子の行動を不審に思うのは当然だと思う。

　ただ、二人の傍にいたい。娘だと名乗ることが出来れば、真悠子がこの店にいたいというのは自然なことなのに、それができないのが歯痒くて仕方ない。

　けれど常識的に考えて、真悠子が過去の世界からタイムスリップしたなんて奇想天外な話を信じてもらえるはずがない。だから、不自然にならないような言葉を口にする。

「はい……興味はあります。でも、まだ全然具体的じゃなくて。自分のしたいことを摸索している段階で。大好きなお店のお手伝いをさせてもらうことで、なにか見えてくるかなって……。ごめんなさい、こんな理由で我儘言って」

　真悠子が答えると、志津子が柔らかく微笑んだ。

「いいのよ！　忙しい店じゃないけれど、マユさんがいてくれると助かるし、なにより私たちが楽しいの。ただ、あなたにとって本当にこの店でいいのかなって思っただけで……」

「私は、このお店がいいです！」

　真悠子がきっぱりと答えると、志津子が愛おしそうな目で真悠子の肩をそっと撫でた。

「……見れば見るほどそっくりね、うちの真悠子に。うちの娘もね、言い出したら聞かない頑固なところがあるの」

「そうなんですね……」

　笑顔を返しながらも、志津子の言葉にやはり胸が締め付けられる。

　目の前にいるのに。自分が真悠子だと言い出せないことがやはり苦しくて切ない。

「あ、そうだ！　少しの間、お店をお願いしちゃっていいかしら？　ちょっと夕食のお買い物に行ってきたいの。なにか困ったことがあったら、お父さんに聞いてちょうだい。奥にいるはずだから。あ、でもマユさんならきっと心配ないわね」

「え？」

「ケーキを箱に詰めたりするのも初めから手際が良くてすごく上手だったし、ラッピングも！　どこかでこういうお仕事経験したことあるの？」

「いえ、初めてです」

「そうなの？　じゃあ、マユさんはとても器用でセンスもあるのね」

　確かに、簡単な店番は中学生の頃からしていた。高校生になると、店が忙しい週末などはほぼ毎週のように店の手伝いをしていた真悠子にとって、この程度の仕事は慣れたものだった。

「じゃあ、お店番、お願いね」

「分かりました、いってらっしゃい」

　真悠子に手を振り、いそいそと買い物に出掛けていく志津子の背中に、自分が元いた時代の景色が重なって見えた。




　十二月に入ると、ＯＫＵＹＡＭＡにもクリスマスケーキの予約が多く入るようになった。

　この年末のクリスマス商戦が、洋菓子店の最大のかき入れ時だ。

　予約は近所の昔ながらの常連さんがほとんどだったが、商店街から少し離れたところに新興住宅地ができていて、その住宅地のほうからお店に来てくれるお客さんもいた。

　真悠子も週末だけではあったが、そのクリスマスに向けての準備に追われ、忙しい日々を過ごしていた。

　そうして迎えたクリスマスは大忙しだった。やはりクリスマスというイベントは特別なのか、朝から晩までひっきりなしにお客さんがやって来た。とても忙しい二日間だったが過ぎてしまえばあっという間だった。

　ＯＫＵＹＡＭＡの営業は年末の二十八日までだ。

　真悠子は最後のその日を自分の目で見届けたくて、閉店間際に龍也とともに店を訪れると、ちょうど最後のお客さんが店を出ていくところだった。

「あら、マユさん？　本当に来てくれたの？」

　両親には、事前に顔を出すことを伝えてあった。

　店では志津子と勤が閉店準備をしていて、入って来た真悠子と龍也に気付くと、揃って嬉しそうに頬を緩めた。

　店のショーケースを覗くと、どのケーキの名札にも完売の文字がついていて、残っているケーキはひとつもなかった。

「すごい！　完売だったんですね！」

「ええ、おかげさまでね。もう最後だし、売れ残らないようにって、うんとサービスしたらこのとおり」

　志津子がふふ、と嬉しそうに笑った。

「今日までお疲れ様でした。──ってことで、これをお二人に」

　真悠子が後ろに隠していた花束を渡すと、二人が驚いた表情で顔を見合わせた。

「あと、本当にお世話になりました。無理言ってお店のお手伝いまでさせてもらって……」

　真悠子が深々と頭を下げると、志津子が恐縮したように胸の前で手を振った。

「いいのよ。短い間だったけど、マユさんにこのお店を気に入ってもらえて嬉しかったし、一緒に働けて楽しかったの。ね、お父さん？」

「ああ、本当に楽しかったよ。娘にそっくりなマユさんと働いてると、まるで娘が戻って来たみたいな懐かしい気持ちを味わえて幸せだったしね」

　志津子も勤も心から嬉しそうな柔らかな表情を見せた。

　二人の笑顔を見ていると鼻の奥がつんとする。

　幸せな気持ちを味わえたのは真悠子も同じだった。半ば押しかけのように店の手伝いをさせてもらっていたが、最後に二人のこんな笑顔を見ることができたことが、やはり何よりも嬉しかった。

「そうだ、マユさん。ちょっと待ってて」

　何かを思い出したように厨房の奥へと入って行った勤が、五号サイズのケーキボックスを抱えて戻って来たかと思うと、それを真悠子に差し出した。

「いろいろ手伝ってもらったお礼だよ。最後にとびきりおいしいやつ作ったから」

　勤がにこにこと笑いながら真悠子と龍也を見た。

「え……これ私に？」

「張り切って大きく作っちゃったから、お連れさんと一緒に。男らしくて素敵な彼は、マユさんの恋人かい？」

　勤が訊ねたので、真悠子はちらりと龍也を見てから恥ずかしさを堪えながら「はい」と頷いた。

　いつか自分に恋人ができたら、すぐに両親にも紹介したいと考えていた真悠子だったが、いざそういう状況になるとやはり照れくさくて仕方がない。

「貴島と申します。真悠さんとお付き合いしています。──まだはっきりとした時期は未定ですが、来年彼女と結婚する予定です」

　龍也が二人に堂々と挨拶をすると、勤と志津子が顔を見合わせてから真悠子を見て「まぁまぁまぁ！　そうだったの？」と興奮気味に言った。

「素敵な方ねぇ……！　おめでとう、マユさん！　そうと知ってたらもっと何かプレゼント用意しておいたのに」

「……ありがとうございます。こんな特別なケーキをいただけるだけで嬉しいです！」

　勤に差し出されたケーキボックスを受け取った真悠子は、二人にこれ以上ないくらいの笑顔を返した。

「それにしても、おめでたいねぇ。もし、このままお店を続けてたら、マユさんの結婚のときにウェディングケーキ作らせてもらいたかったなぁ。……なんて、図々しいか」

　勤が冗談交じりに言った言葉を、真悠子は聞き逃さなかった。

「……あのっ！　それ、もしよかったらお願いできませんか？」

　真悠子が食い気味に訊ねると、二人が顔を見合わせて少し困惑した表情を見せた。

「いや……僕たちもできることならそうしてあげたいけど、このお店は再来月には引き渡してしまうしねぇ」

　勤の言葉に志津子も小さく頷き、真悠子が諦めかけたところで龍也が口を開いた。

「では、どこか料理スタジオを借りて、そこで作っていただくのはどうでしょう？　環境が整えば、お願いできますか？　彼女、ご存知のとおりＯＫＵＹＡＭＡさんの作ったケーキが大好きで……マユも喜ぶと思います。だよな？」

　龍也の粋な提案に、真悠子も思わず目を輝かせた。

「もし……そうできたら、すごく嬉しい！　改めてお願いできませんか？」

　真悠子がもう一度訊ねると、二人が顔を見合わせて少し考えてから嬉しそうに頷いた。

「もちろん。私たちの作ったものでよければ。そうね……お店がなくなっても、今じゃそんなふうに場所を借りるという手もあるのね」

　志津子が感心したように呟いて、真悠子たちの提案を受け入れてくれた。

　店を出た直後、真悠子が感極まって龍也に抱き付くと、龍也がケーキボックスを提げたまま真悠子を受け止めた。

「ありがとう……」

「ん。よかったな」

　店がなくなってしまえば、両親との接点はなくなってしまうと思っていた。

　もう会えなくなってしまうんだと、今日が最後だと覚悟をして二人に会いに来た真悠子だったが、店がなくなっても両親と新たな関係が築けたことを心から嬉しく思う。

「これからもおまえが会いたいときに会えばいい。きっと二人もそれを望んでる」

　龍也が真悠子の頭をそっと撫で、真悠子はそんな龍也の手をぎゅっと握りしめた。





　　　＊　＊　＊






　年が明けてすぐに龍也の両親に結婚の意思を報告すると、二人は大喜びで、まるで自分たちのことのように張り切って式場を調べ始め、大量に取り寄せたパンフレットを広げて真悠子を苦笑させた。

　その際、彼の両親に自分が身寄りのない身元不明人であることを話したが、彼らはそれをなんでもないことのように受け入れてくれた。

　それから、結婚にあたり真悠子に戸籍がないままではこの先様々な支障が出てくることを危惧した龍也が、その件についていろいろと調べてくれた。真悠子も戸籍については一時少し調べていたが、彼の協力のもと改めて行政に相談し、新たに戸籍を得ることにも成功した。

　式場が決まると、雪子が日程の段取りを付け、ドレス選びなどにも付き添ってくれた。

　本物の母親がいれば相談したようなことを、雪子があれこれと気を利かせて相談に乗ってくれた。結婚する前から、真悠子を本当の家族のように可愛がり温かく迎えてくれたのは、藤一郎も組の若中たちも同じだった。

　そして季節がぐるりと巡った十一月初旬のよく晴れた日。

　龍也の両親をはじめ、組のごく近しき面々だけで二人の式を取り行うことになった。

　街外れの小さな式場は、一日一組限定の貸し切りの結婚式というのが売りで、完全なプライベート空間が守られるという点ではこの上ない条件の式場だった。

「では、新婦様。こちらへどうぞ」

　スタッフに言われて真悠子は、控え室の大きな鏡の前に立った。

　上品なレースをふんだんにあしらった純白のウェディングドレスは、スタンドカラーの部分がレースになっていてウエストの部分はリボンのモチーフが付いている。

「よくお似合いです。新婦さまはお若いので、Ａラインのドレスがより可愛らしさを引き立てていますね」

　髪も低めの位置でふんわりと柔らかな抜け感を持たせたゆるめのローシニヨンで纏め、花をモチーフにしたヘアアクセサリーが付いている。

「ありがとうございます。普段はお化粧も軽くしかしないので、こうして見るとなんだか自分じゃないみたい！　嬉しいです」

　別人のようにきれいにしてもらってテンションが上がるところは、真悠子もやはり女だ。

　控え室で衣装の準備が整い、スタッフが外に声を掛けると、支度が終わるのを待っていた雪子が、新郎である龍也を押しのけるように控え室に入って来て、両手を口元にあてて目を潤ませた。

「まぁあ……！　なんっって可愛いの！　まるでお姫様みたいね。すごく似合ってるわ！」

「お義母さんも、そのお着物すごく素敵です」

「ねぇ、真悠ちゃん。さっそく一緒に写真撮ってもいいかしら？」

　興奮したように和装バッグの中からスマホを取り出す雪子に、あとから入って来た龍也が苦笑いをする。

「いきなり、それかよ。遠慮っつうもんはないのか」

「なによぉ、いいじゃない！　真悠ちゃんがあなたのお嫁さんになるってことは、私の娘になるってことなんだから。私にも真悠ちゃんを独り占めする権利はあるのよ。こんな可愛い娘ができるなんて本当に夢みたい！　だいたい、あなたこそなぁに？　こんな可愛い女の子前にして『きれいだね』のひとことも言えないの？」

「……あのな、そういうの全部邪魔してんの自分だって自覚持てよ」

「あら？　私が邪魔だって言うの？」

　そんな二人のやり取りを見て真悠子は思わずくすりと笑った。

　こうした雪子と龍也の微笑ましいやり取りにもすっかり慣れ、こんな温かな人たちの家族になれることを嬉しく思う。

「ほら、たっちゃん、スマホ持って！　いーい？　真悠ちゃんはもともと可愛いけど、二人ともとびきりきれいに撮ってね！」

　雪子に言われて、龍也が渋々彼女のスマホを受け取り、シャッターを切る。

　何枚か写真を撮って満足した雪子が「お父さんにも見せなくっちゃね！」そう言って慌ただしく控え室を出ていくのを見送った。

「……騒々しいなぁ、まったく」

「ううん。あんなに喜んでくれるなんて。龍也さんのお義母さん大好き。私も……あとで、お義父さんや新田さんたち皆で写真撮りたいな」

「ああ、そうだな」

　そう返事をした龍也も、普段着ているダーク系のスーツとは全く違った印象の淡いグレーを基調としたモーニングコート姿が眩しく映る。

　スラリと背が高くスタイルもいい、強面ではあるが男らしい端正な顔つきの龍也は、こうした正装もよく似合う。

「……龍也さん、かっこいい」

「真悠もそのドレス、大人っぽく見えるな。きれいだ」

　龍也がこんなにもストレートに真悠子を褒めるのは珍しく、急に照れくさくなって彼の顔が見れなくなってしまった。

「おまえのご両親も、ロビーにいたぞ」

　式のあと、披露宴というほどでもない内々の食事会を行う予定でいるのだが、以前の約束どおり真悠子の両親にウェディングケーキをお願いしたのだ。

「ありがとう、いろいろ……」

　真悠子のために両親がケーキを作れるスタジオを借り、その準備のために何度も両親と連絡を取り、食事会の場にも招待しようと言ってくれたのは龍也だった。

「よかったな。二人にも花嫁姿を見てもらえることになって」

「うん。龍也さんのおかげよ」

「もうすぐ時間だ。そろそろ行くか」

　龍也がこちらに手を伸ばし、真悠子がそっとその手を取ると、額に彼の優しいキスが降って来た。




　式の後の食事会は、龍也の両親を中心とした貴島組の面々と賑やかな時間を過ごした。

　お祭りやお祝い事などが大好きだという安井が、披露宴さながらにマイク片手に司会進行を務め、龍也の生誕からこれまでをスライド写真で振り返る。

《皆さん、見てください。この頃の兄貴！　幼稚園のはな組で隣の席のモモヨちゃんに片思い。いまの厳つい顔の面影は一切なく、めちゃくちゃ可愛いっすね！》

　ユーモアを交えて写真を紹介していく安井の巧みな話術に、会場がどっと沸く。

　幼い頃のエピソードに関しては、きっと雪子から話を聞いたのだろう。

「──ったく、好き放題弄りやがって。あとで覚えとけよ、ヤスのやつ」

　スライドを見ながら照れくささから舌打ちをする龍也を見て真悠子も笑う。

「ふふ。龍也さんも、小さい頃は可愛かったんだね」

「小さい頃は、ってなんだ」

「だってぇ」

　合間に龍也が子供の頃を知っている古株衆が野次を入れたり、藤一郎や雪子が追加のエピソードを披露したりして、会場は大いに沸いた。

　ふと見ると、初めはこの異様な雰囲気の場に緊張していた勤も志津子も、物腰が柔らかく気配り上手な新田が傍に付き添い対応してくれたおかげで、少しは緊張が解れたのか時折彼となにか話しながら笑っている。

　──温かいな、ここの人たちは。

　龍也の結婚を心から嬉しく思い、祝っている皆を眺めながら改めて思った。

　世間ではその名だけが独り歩きし、貴島組と聞くだけで意味もなく恐れられることもある。真悠子も小さい頃から貴島組の名はもちろん知っていたが、名前だけで怖いという印象はあったし、彼らがこんなにも陽気で温かな人たちだなんて、想像もしていなかった。

　真悠子がこの時代にやって来て、龍也と出会わなければ一生知らないままだった。

《えー、それでは。宴もたけなわではございますが、ここで新郎新婦からご両親に花束の贈呈を──》

　安井がそう言って宴会を締め、新田が龍也と真悠子に二つの大きな花束を準備してテーブルの端に置いた。

　龍也の花束はブルーを基調とした花で、真悠子の花束はピンクを基調とした花で纏められている。

《──それでは、頭と姐さんはこちらへ》

　新田が藤一郎と雪子を会場の前方へと誘導した。

《それから、もうお一組。真悠子さんと親交の深い、元洋菓子店ＯＫＵＹＡＭＡの奥山夫妻も前へどうぞ。お二人はさきほど振舞われた本日のウェディングケーキをご用意くださいました》

　会場から「おぉ！」と拍手が沸き起こり、突然名前を呼ばれた二人が戸惑った表情のまま新田に促されて、会場の前方へと進み出た。

　真悠子も戸惑いながら龍也を見ると、彼が意味ありげに微笑んだ。

「……どういうこと？　龍也さんのご両親にお花渡すだけじゃなかったの？」

「おまえだって、大事な二人に感謝の気持ち伝えたいだろ？　せっかく会場に来てもらってるんだ。ちょうどいい」

　そう背中を押されて、真悠子は用意されたピンクの花束を持って立ち上がった。

　安井から食事会の進行については、ある程度聞かされていた。

　食事会の最後に二人から龍也の両親へ花束を渡す場が設けられていることは真悠子も知っていたが、真悠子の両親にまで花束を渡すなんてことは聞かされていない。これはきっと龍也によるサプライズだ。

　龍也が先に両親に花束を渡すと、会場から大きな拍手が沸き起こった。

「ほら、真悠。おまえも大事な人に、ちゃんと『おめでとう』を言ってもらって来い」

　真悠子も大きな花束を抱え、ゆっくりと両親の前に立った。

　こんなこと想定外だった。

　もちろん、真悠子にだって両親に伝えたい言葉は山のようにある。なのに、突然のことで準備もなく、頭が真っ白になってしまって言葉が出てこない。

「あ、あの……」

　──ああ、ダメだ。二人の顔を見たら涙が出てしまいそう。

　もう、龍也さんったら、言っておいてよ、先に。

　こんな粋な計らいをしてくれるのなら、事前に知らせておいて欲しかった。

　きっと龍也が気を利かせてくれたのだろうと思うが、そんな彼の気持ちが嬉しくて堪らないのに思わず心の中で毒づいてしまう。

　真悠子は心を落ちつけて、目の前に立つ勤と志津子を見つめた。

「今日は、素敵なケーキをありがとうございました。それから、この場にも来てくれてありがとう。お店も手伝わせてくれてありがとう。すごく楽しかった……」

　そこまで言っただけで、もう声が震えてしまった。

「あの、ごめんなさい。伝えたいこといっぱいあるのに、感謝してるのに……うまく言葉に出来ない」

　最後は涙声になりながら勢いよく花束を手渡すと、それを受け取った志津子が真悠子を見つめた。

「──おめでとう。真悠子」

「きれいだよ、真悠子。龍也さんと幸せにね」

　二人の言葉が妙にしっくり来たことに、逆に違和感を覚えて真悠子は顔を上げた。

「……え、いま」

　──真悠子って呼んだ？

　すでに感極まっていたため、聞き間違いだったのかさえ判断が付かず、真悠子は戸惑いながら二人の顔を交互に見比べた。二人のまえでは「マユ」としか名乗っておらず、普段はマユさんと呼ばれていた。

「もう……あなたが初めてお店に来た時、心臓が止まるかと思ったわ。だって、いなくなったあの頃のままの姿で、突然現れるんだもの」

　そう言った志津子が、真悠子の腕をそっと撫でた。

　その瞬間、真悠子の目に涙がぶわっと込み上げてきた。

「まさか、タイムスリップなんて。そんな不思議なことが現実に起こるなんてね」

　今度は勤がそう言って、自分のポケットから出した白いハンカチを真悠子に握らせた。

　状況が分からず、混乱する真悠子に、志津子が言った。

「龍也さんから、話を聞いたの。彼があなたを見つけたときのことや、あなたが彼に話したことのすべてを。私たちが知らない間に、あなたは三十年もの時を超えていたのね」

　その言葉ですべてを悟った真悠子の目から涙が一気に溢れ出し、思わず母親の志津子に抱き付いていた。

「真悠子」

「……お母さんっ」

「真悠子。生きててくれてよかった。元気でいてくれてよかった」

　志津子に抱き付いて泣きじゃくる真悠子の背中を、傍にいた勤が何度も何度も撫でた。

「夢みたいな話だけれど、あのときいなくなった真悠子がこうして時を超えて幸せでいてくれるなら僕たちは嬉しいよ」

「お父さん……っ」

　こんな突拍子もない話を聞かされた時、二人は何を思っただろう。

　龍也の話を、そして真悠子自身の存在を信じてくれたことが嬉しくて堪らなかった。

「兄貴、真悠さん！　おめでとうー！」

「真悠子さーん！　幸せになってください！」

　事情を知らない会場の皆が、真悠子がお世話になった知り合いに花束を渡して感極まっているのだと思ったのか、次々に温かな歓声を上げる。

「真悠子は、一人じゃなかったのね。この時代に来てからも、温かな人たちに囲まれていたのね」

　真悠子を抱き締めたまま、志津子が嬉しそうに言った。

「うん……。一人じゃなかったよ」

　この時代にやってきたばかりの頃は、何もかもが信じられなかったし、三十年という年月がもたらした時代のギャップにも驚いたし、それを受け入れることにも戸惑いが大きかった。

　夜眠ると、決まって元いた時代の夢を見て「ああ、さっきまでの世界は夢だったんだ」と安心するのに、目覚めるとまた夢のような世界に逆戻りする。

　怖くて寂しくて、何度、枕を涙で濡らしたか分からない。

　それでも、前を向いて生きて行かなきゃと思わせてくれたのは、龍也をはじめとする周りの温かな支えがあったからだ。

「真悠子、龍也さんと幸せにね。たまには、顔を見せてちょうだいね。お父さんと待ってるわ」

「うん……ありがとう。絶対に、会いにいく」

　真悠子が顔を上げて、二人からそっと離れると、会場から大きな拍手が沸き起こった。





　　　＊　＊　＊






　食事会を終えて、皆が賑やかに帰っていくのを見送ったあと、真悠子と龍也は式場に併設された宿泊施設のスイートルームへ向かう。

「ねぇ、本当によかったの？　皆と一緒に帰らなくて。このあとまだお祝いあったんでしょう？」

　食事会のあとは、家に戻って組の若い衆たちがさらに祝いの席を設けているらしいのだが、龍也はそれを断っている。

「いいんだよ。あいつら、俺たちの結婚を口実に朝まで騒ぎたいだけなんだよ。あんなのに付き合わされてみろ、たまったもんじゃねぇ。それに、こういうとこ泊ってみたくないか？」

　そう言った龍也が、用意されたスイートルームの扉を開けた。

　龍也に促され、真悠子が先に足を踏み入れる。部屋に入った瞬間、真悠子は思わず感嘆の声を漏らした。

「わぁ……っ！」

　部屋の雰囲気はバリ島のヴィラのような雰囲気で、その広さもさることながら、天井が高く開放感に溢れている。

　壁一面の大きな窓からは、式場の大きなガーデンプールが見渡せ、全開閉可能なガラス扉を開ければ、外に出ることもできる。

　そんな部屋の雰囲気に合わせたモダンバリのインテリアも素敵で、キングサイズのベッドには天蓋がついていて、まるで海外旅行にでも来たような雰囲気だ。

「すごく……素敵！」

「おまえが好きそうだと思って」

「うん、好き！　こういうのちょっと憧れてたの！」

　きっと龍也は、いつだったか、テレビの旅番組で紹介されていた似たような雰囲気の宿泊施設に泊まってみたいと言っていた真悠子の言葉を覚えていてくれたのだろう。

「どうだ？　あいつらとの宴会とこっち、どっちがいい？」

　そう訊かれて真悠子は思わず、「こっち！」と即答してしまった。

「あ、ごめんなさい。皆と賑やかに過ごすのが嫌ってわけじゃないのよ？」

「ああ、分かってる。俺も、あいつらと過ごすよりおまえとここで二人きりで過ごす方が何倍も楽しみだ」

　そう言った龍也が、真悠子を抱き寄せてそっとキスをした。

「龍也さん……今日は、ありがとう。……龍也さんが、二人に話してくれたのね」

　真悠子が訊ねると、龍也が「ああ」と頷いた。

「正直、俺が話していいものかと悩んだ。常識的に考えて、すんなり受け入れられる話じゃないとは思ったしな」

　確かに、そうだ。

　実際に過去の時代からタイムスリップしていまの時代にやって来た真悠子にさえ、信じられないことであるし、説明もつかないのだ。

　龍也が真悠子の手を引き、大きなベッドの上に真悠子を座らせると、自分も同じようにベッドに座った。

「ご両親、おまえを最初に見たときから、もしかしたら……って思いはあったって言ってた」

「……え？」

「もちろん、説明はつかないし、憶測でしかなかったようだが。そりゃ、そうかとも思ったよ。失踪したときと全く変わらないおまえの姿を見たら、なにか感じることはあったんだろう」

　そう言った龍也が、真悠子の頬に触れた。

「おまえを見て、自分たちの娘だって思ったって。表情や仕草、好きなケーキ。なにもかもが自分たちの知ってる真悠子だったと──」

　龍也の言葉に、自然と涙が溢れた。その溢れた涙が、自分の頬に添えた龍也の手を濡らす。

「……そっか。そうだったんだ」

　両親は、マユの中に〝真悠子〟を見つけてくれていた。

　もしかしたら、という思いがありながらそれには触れず、お客として接してくれていた。

　ただ黙って自分を見守ってくれていたのだ。

「おまえが、店に通ってくれて嬉しかったって。顔を見れるだけで幸せだったって──」

「──うん」

　真悠子自身も幸せだった。彼らの傍にいるだけで、顔を見られるだけで。

「ありがとう……龍也さん」

「もう、遠慮することない。ご両親にはおまえが好きな時に会いに行って、好きな時に会いに来てもらおう。そして、これからもっと大切にしていこう。な？」

　そう言って真悠子の頭を撫でた彼の手の温かさに、また涙が溢れて止まらなくなった。

「ありがとう……っ」

「真悠、今日は一日そればっかだな？　礼を言いたいのはこっちのほうだ」

　そう言った龍也の言葉に、真悠子は涙を拭きながら顔を上げた。

「他の誰でもなく、俺の目の前に現れてくれて──ありがとう。おまえと会わなければ、知らないままだった。誰かをこんなにも愛おしく思う気持ちも、こんな言葉では言いつくせない幸せも」

　真悠子の目には、自分を見つめる龍也の表情にその言葉のすべてが表れているように見えた。

「私も……よかった。この時代で龍也さんと出会えて。大好きよ」

　そう言って微笑むと、龍也が真悠子を広いベッドの上に押し倒してキスをした。

　そのまま龍也が真悠子のワンピースに手を掛けたので、真悠子はそっと彼の手を掴んでその先を阻んだ。

「なんだよ」

　龍也が不服そうに抗議する。

「部屋に来て、いきなりこういうのは……」

「なにが悪いんだ？　俺たちは新婚だぞ」

　当たり前のように言われて、真悠子はどう答えていいか分からなくなった。

　確かに、自分たちは結婚式を挙げたばかりの新婚夫婦だ。しかも、いつもとは雰囲気の違ったラグジュアリー空間。そのうえ、この式場と宿泊施設は貸し切りだ。いまさら、誰の目も気にする必要はない。

「──ふふ。そっか、私と龍也さん、夫婦なんだよね。今日から」

　真悠子が呟くと、龍也が呆れたような顔をして笑った後、真悠子を愛おしそうに見つめて唇に噛みついた。

　相変わらずの強面だが、真悠子を見つめるときの目がとびきり甘くて優しいのを彼は知っているだろうか。

　龍也が自分にだけ見せるこの表情に、愛されているのだという実感が湧く。この表情はこの先もずっと自分だけのものにしておきたい。

「自覚が足りないやつには、思い知らせてやる必要があるな」

「ふふ。じゃあ、思い知らせて──」

　そう答えて、真悠子は龍也の背中に腕をまわしその大きく逞しい身体を抱き締める。

　幸せだ──。




　結局、真悠子がこの時代にやってきた謎は、何一つ解明されてはいない。

　どうして、自分の身にこんなことが起こったのか。何のためにこの時代に飛ばされて来たのか。

　でも、真悠子はこう信じることに決めた。

　それはきっと、この世界でたった一人、愛する龍か也れに出会うためだったのだと──。








強面若頭に保護されたら、いつのまにか一途に愛されてしまいました
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